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紺

姻

大
原
発
展
骨
要
覧

第

一

章

沿

革

岡
山
棟
都
窪
郡
倉
敷
町
大
原
孫
三
郎
氏
は
小
作
人
保
護
の

一
施
設
w

ALで
明
治
四
十
年
に
小
作
俵
米
品
評
骨
を
開
催
し

て
よ
-
爾
郊
毎
年
之
を
施
行
し
以
て
地
主
小
作
岩
間
相
互
の
親
和
､
農
事
の
奨
励
'
来
賓
の
改
良
'
儀
装
の
整
頓
等
の

上
に
致
巣
を
奉
げ
た
る
こ
ビ
砂
か
ら
す
.
更
に
明
治
四
十
三
年
に
到
h
て
大
原
家
だ
小
作
者
と
の
問
に
一
種
の
小
作
食

を
設
立
し
て
之
を
大
原
家
典
農
骨
と
耕
し
た
･>
O
此
骨
の
事
業
と
J
て
任
務
の
如
-
小
作
俵
米
品
評
食
を
開
催
す
る
の

み
な
ら
ず
別
に
技
締
着
を
丑
き
て
小
件
地
を
巡
岡
持
導

L
t
試
作
地
及
掃
寺
田
を
設
定
し
'
小
作
地
に
於
て
農
事
講
話

Q
Eを
催
す
零
度
美
技
錦
上
の
典
蕗
を
な
し
或
は
肥
料
'
農
具
及
土
地
の
購
入
資
金
を
貸
典
･し
て
金
融
を
計
b
或
は
小
作

者
に
し
て
不
幸
に
遭
遇
せ
る
も
の
あ
る
時
は
之
に
金
品
を
貸
輿
又
は
贈
興
し
て
救
済

J
或
は
貯
金
制
度
を
設
け
て
小
作

者
の
貯
蓄
を
英
撤
す
る
等
諸
種
の
施
設
に
ょ
･･,て
金
･･
農
事
の
改
良
を
固

-
陀
-
0

然
る
に
大
原
家
に
て
は
徒
寒
の
小
作
保
護
施
設
の
み
に
て
は
何
足
れ
-
ビ
せ
ず
大
正
三
年
に
到
h
夏
に
進
ん
で

7
般
農

事
の
改
良
Iこ
貢
献
す
る
所
あ
ら
ん
と
し
て

7
機
関
を
設
-
ろ
に
至
れ
-
O
即
ち
財
陶
法
<
大
原
奨
鹿
骨
の
設
立
暴
れ
社

も
｡
ヰ
財
圃
法
人
の
設
立
ビ
共
に
従
変

乱
け
ら
れ
し
小
作
骨
な
る
大
原
家
集
鹿
骨
を
解
散
し
其
小
作
権
設
事
業
は
大
原

二



こ

家
農
業
部
に
て
経
営
す
る
こ
U
･･な
･,
て
今
日
に
及
べ
-
O
か
-

L
で
小
作
骨
解
散
だ
共
に
英
名
稀
を
粒
東

･して
新
に

設
け
ら
れ
し
財
固
法
人
の
名
稀
を
ば
央
原
典
鹿
骨
と
挿
し
た
-
.

大
原
莫
鹿
骨
設
立
の
目
的
た
る
や
農
巣

の研
究
及
其
施
用
に
由
る
農
事
の
改
良
に
在
り
｡
而
し
て
敢
骨
奉
仕
に
資
せ
ん

だ
す
る
Lこ
あ
る
は
言
ふ
な
侠
た
ぎ
れ
..,,
叉

T
は
大
原
氏
が
祖
先
の
勤
勉
努
力
を
永
蓬
に
記
念
せ
ん
だ
す
る
報
恩
事
業
と

も
謂
ふ
べ
き
も
の
な
･A
.
大
正
三
年
Iこ
催
さ
れ
LJ
る
第
人
同
小
作
俵
米
品
評
骨
褒
賞
授
輿
式
々
場
に
て
大
原
氏
は
大
原

典
鹿
骨
設
立
の
趣
旨
に
つ
き
衣
の
如
-
述

べ
た
D
.

財
陶
法
人
大
原
典
鹿
骨
設
立
に
関
す
る
大
原
氏
の
陳
述
概
要

(
大
正
三
年
三
月

盲

)

(前
略
)

私
の
父
が
亡
-
な
･a
ま
し
て
本
年
は
五
年
に
な
り
ま
す
｡
親
父
が
亡

-
な
h
ま
し
て
三
十
三
岡
息
にこ
な
･･5
ま
す
.
礼

か
ら
申
せ
ば
父
親
の
勤
勉
に
困
h
て
現
在
の
私
が
在
る
評
で
ゐ
h
ま
す
0
此
租
父
の
三
十
三
年
'
父
の
五
年
の
同
急

に
際
し
て
父
親
の
努
力
さ
れ
た
る
記
念
亡
し
て
叉
私
個
<
己
し
て
は
父
親
に
封
す
る
報
恩

の記
念
と
し
て
現
在
大
殿

家
所
有
の
土
地
中
よ
-
古
町
歩
を
寄
附
致
し
財
別
法
人
を
作
･｡
た
い
ご
恩
ふ
の
で
あ
-
ま
す
｡
財
団
法
人
は
大
原
奨

鹿
骨
亡
耕

･し
其
目
的
は
深
違
な
る
畢
理
を
研
究
J
之
が
賓
際
的
鷹
用
に
依
る
農
事
の
改
善
で
あ
か
ま
す
C
此
の
骨
の

事
業
が
井
に
凍
る
可
き
農
業
閉
居
に
射
し
貢
献
す
る
こ
と
が
出
水
ま
す
れ
ば
非
常
な
る
幸
福
で
あ
る
ご
恩
ひ
ま
す
｡

此
骨
の
仕
事
が
農
業
制
度
の
上
に
就
き

て'
農
業
昔
奉
書
の
自
選
の
上
に
就
き
て
注
意
を
惹
起
す
る
串
が
出
来
れ
ば



夏
に
車
両
で
あ
る
ビ
思
ひ
ま
す
O
仕
事
と
し
て
は
農
業
研
究
所
及
農
畢
校
を
設
け
種
子
の
改
良
'
農
具
の
改
良
'
肥

料
'
土
壌
及
病
轟
音
の
研
究
其
他

7
般
畢
術
の
普
及
に
努
め
た
い
ビ
思
ふ
の
で
あ
ゎ
ま
す
｡
而
し
て
此
寄
附
致
し
た

土
地
の
大
部
分
は
小
作
に
附

･し
其

f
部
は
試
鹿
田
}J
な
J
又
指
導
EE
ビ
な
し
夫
等
よ
り
得
た
る
牧
人
を
似
て
此
骨
の

狗
立
を
固
-
た
い
だ
思
ひ
ま
す
｡
是
以
上
の
仕
事
は
経
済
の
許
す
範
囲
に
於
で
叉
此
骨
に
働
い
て
居
る
人
達
の
努
力

に
依
･Elで
出
水
る
ま
け
の
蓉
展
を
見
た
い
亡
者

へ
て
居
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
云
々

大
正
三
年
七
月
二
日
に
圭
捗
省
の
怒
可
を
称
同
月
六
日
に
設
立
の
登
記
を
犀
で
弦
に
財
閥
法
人
大
原
典
鹿
骨
は
成
立
せ

･･E･.

是
よ
-
先
き
同
年

7
月
よ
-
建
集
及
設
備
に
着
手
し
略
～
諸
般
の
整
頓
を
見
た
る
が
故
に
同
年
十
月
四
日
に
事
莱

者
事
故
露
骨
を
催
せ
-
.
皆
目
凍
賓
は
牛
山
岡
山
地
方
裁
判
所
長
'
香
阪
警
察
部
長
'
杉
野
理
事
官
'
武
南
都
窪
'
水

上
見
島
爾
郡
長
'
山
崎
米
穀
検
査
所
長
'
宮
川
農
業
技
帥
'
岩
根
瞭
鹿
骨
技
師
'
池
田
'
塚
本
爾
農
事
試
験
場
技
師
'

西
山
岡
山
測
候
所
長
'
本
山
煉
骨
議
員
'
嬬
立
農
畢
校
教
諭
､
郡
鹿
骨
技
師
'
関
係
町
村
長
'
倉
敷
町
在
官
灸
署
員
'

町
村
骨
議
員
'
有
力
者
等
二
百
除
名
に
･し
て
研
究
室
'
試
食
地
'
果
樹
園
を
供
覧

し
敷
地
内
に
設
け
た
る
天
幕
銀
式
場

に
於
で
式
を
奉
げ
先
づ
大
原
莫
鹿
骨
理
事
大
原
孫
三
郎
氏
は
設
立
の
趣
旨
及
事
業
計
轟
の
大
要
を
設
き
て
玄
-こ
本
日
押

水
骨
を
願
ひ
各
位
の
御
意
見
御
批
評
を
拝
聴
し
且
つ
清
水
の
御
援
助
を
望
む
亡
述
べ
次
に
農
業
研
究
所
長
近
藤
高
太
郎

氏
は
農
業
研
究
所
の
研
究
方
針
を
述
べ
た
L
ノ.
之
に
対
し
知
事
代
理
香
坂
警
察
部
長
は

｢典
鹿
骨
が
益
-
盛
大
に
費
遷

し
研
究
の
結
果
世
界
を
動
か
す
が
如
き
畢
術
研
究
の
結
果
を
蓉
表
さ
れ
た
L
L

岩
板
療
鹿
骨
技
師
は

｢
是
に
四
･C
で
囲

三



四

の
施
設
'
痕
の
施
設
の
足
ら
ざ
る
虜
を
禰
ひ
以
て
農
業
者
展
に
資
せ
ら
れ
た

J｣
武
南
都
窪
郡
長
は

｢
金
団
に
此
な
き

此
批
拳
あ
る
は
耳
に
我
郡
の
誇
-
･d
す
る
朗
'
是
に
由
･JB
て
範
牽
不
し
似
て
農
業
上
の
改
良
進
歩
を
促
進
せ
し
め
ら
れ

た
L
L
だ
訳
解
演
説
を
な
し
大
原
理
事
の
謝
辞
に
て
式
を
閉
ぢ
大
原
良
別
邸
に
於
て
園
遊
骨
を
開
き
立
食
の
饗
臆
あ
り

牛
山
裁
判
所
長
束
宅
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
同
氏
蓉
考
に
て
大
原
奨
鹿
骨
の
薦
歳
旦

二
唱
し
て
散
骨
せ
り
｡

大
垂

二
年
事
業
着
手
だ
共
に
農
業
研
究
所
を
設
置
し
て
種
轟
部
'
固
轟
部
'
化
畢
部
'
昆
島
部
及
病
理
部
を
置
き
で
研

究
し
其
研
究
結
果
は
随
時
報
告
書

によ
り
叉
講
演
骨
に
よ
-
て
政
友
せ
り
O

大
正
九
年
四
月
中
'
農
業
講
習
所
を
開
始
し
都
窪
'
見
島
'
苫
備
'
浅
口
'
其
他
諸
郡
よ
-
凍
た
れ
る
農
家
の
子
弟
に

農
業
教
育
を
行

へ
-
O

大
正
十
年
中
'
農
業
固
書
館
を
開
設

して
農
畢
'
生
物
畢
及
理
化
拳
に
関
す
る
内
外
開
音
を
蒐
集
J
で
研
究
の
資
料
と

な
す
の
み
な
ら
ず

7
股
に
灸
関
し
て
農
菜
の
進
歩
に
資
す
る
こ
と
･･tせ
-
O

大
正
十

7
年
七
月
二
十
八
日
大
原
孫
三
郎
氏
は

｢
小
作
人
が
自
作
の
目
的
を
似
て
土
地
譲
受
を
望
む
亡
き
は
之
に
漉
ず

る
こ
と
を
得
｣
三
石
ふ
憤
件
を
附
し
て
麦
に
土
地
百
四
町
五
反

丁
畝
十
六
歩
五
合
五
勺
を
財
圃
法
人
大
原
英
農
骨
の
資

産
と
し
て
寄
附
を
申
込
み
た
-
O
よ
-
て
評
議
員
骨
に
て
右
寄
附
申
込
を
受
-
る
こ
と
に
決
議
し
主
務
省
に
寄
附
行
男

礎
更
を
申
請

Jた
･B
｡
同
年
十
二
月
二
十

T
u
附
に
て
農
商
務
大
臣
及
文
部
大
臣
よ
り
右
認
可
を
得
た
-
｡
本
財
囲
法

人
設
立
の
せ
初
大
原
家
は
土
地
九
十
七
町
九
反
三
畝
二
十
六
歩
を
寄
附
し
薮
に
再
び
土
地
百
四
町
五
度
健
を
寄
附

Jた



る
が
故
に
本
財
閲
は
賓
に
二
百
鎗
町
歩
の
土
地
資
産
合
有

･J其
基
礎
は
益
～
鎖
国
を
加
ふ
る
に
至
れ
-
0

大
正
十

一
年
十
月
入
日
大
日
本
農
骨
組
裁
梨
本
宮
守
正
王
殿
下
は
岡
倉
々
頚
侯
欝
捻
平
鹿
荘
氏
'
中
島
侍
従
武
官
'
岡

山
療
知
事
長
短
連
氏
炭
焼
官
多
敦
を
随

へ
て
大
原
葵
鹿
骨
に
成
ら
せ
ら
れ
親
し
-
事
業
を
巡
覧
あ
ら
せ
ら
れ
た
-
0

大
正
十
三
年
四
月
大
原
英
鹿
骨
の
組
織
を
改
革
し
た
h
.
木
骨
り
目
的
は
農
業
に
開
す
る
革
術
研
究
と
其
施
用
に
よ
る

農
事
改
良
な
る
が
故
に
農
業
研
究
所
を
設
け
て
純
然
た
る
畢
衝
の
研
究
に
徒
事
す
る
亡
共
に
7
方
果
樹
'
哉
菜
等
の
試

作
'
材
穿
種
子
の
育
成
故
に
配
布
'
講
習
所
の
経
費
等
鹿
用
に
も
努
め
た
-
｡
さ
れ
で
徒
水
事
業
の
圭
膿
は
農
業
研
究

所
に
し
て
其
他
は
之
に
附
帯
し
た
る
も
の
な
h
.
立
に
大
正
三
年
本
骨
創
立
以
東
十
年
を
経
過
し
た
る
を
期
だ
J
て
改

革
な
行
ひ
て
夏
-二
者
展
す
べ
-
種
々
の
方
法
を
協
議
J
た
る
結
果
徒
水
行
ひ
た
る
鷹
用
に
属
す
る
事
業
を
全
麿
し
て
其

カ
を
併
せ
で
専
ら
畢
術
研
究
に
注
ぐ
こ
と
の
最
も
適
曹
な
る
を
認
め
た
-
'
困
-
て
果
樹
京
菜
及
花
井
を
栽
培
せ
る
国

益
部
を
腰
止
し
て
其
使
用
地
を
倉
欺
町
費
鹿
の
男
め
に
市
街
宅
地
に
提
供
し
又
農
家
子
弟
の
教
育
を
目
的
と
せ
る
農
業

講
習
所
を
も
廟
止
せ
-
0

大
正
四
年
以
来
毎
年
農
事
に
陶
す
る
講
演
骨
及
講
習
骨
を
開
催
L
で
研
究
結
果
を
灸
表
J
或
は
農
事
に
関
す
る
科
畢
知

識
の
普
及
に
努
む
O
括
講
生
は
岡
山
舷
を
圭
ビ

Jt
兵
庫
'
鹿
島
'
鳥
取
'
島
根
'
愛
媛
'
香
川
等
の
隣
株
よ
h
凍
た

･C･て
煤
郡
町
村
技
術
点
を
王
}J
L
之
に
中
等
及
小
畢
校
職
員
を
加
ふ
る
を
常
u
す
O
又
別
に

1
能
率
術
講
演
だ
･し
て
時

時
倉
敷
日
曜
講
演
な
る
も
の
を
開
催

･して
虞
-
畢
術
知
識
の
普
及
を
陶
れ
-
.

五



末

文
米
穿
蘭
等
の
育
種
な
行
ひ
て
其
改
良
種
苗
を
希
望
者
に
頒
布
L
或
は
螺
旋
選
種
器
及
身
定
鉄
を

考
量

J
で
頒
布
し
相

常

の成
続
を
奉
げ
た
-
.

印
刷
物
だ
一し
て
毎
年
大
原
農
薬
研
究
所
報
告
(欧
文
)及
農
畢
研
究
(農
畢
講
演
集
を
改
題
す
)を
蓉
刊
J
叉
時
々
大
原
農

業
研
究
所
特
別
報
告
を
出
版

して
贋
-
頒
布
･･)以
て
農
業
に
関
す
る
研
究
結
果

を灸表
せ
-
.

右
の
外
種
子
検
査
'
化
畢
依
頼
分
析
鑑
定
を
施
行
す
.

さ
れ
ざ
是
等
は
研
究
に
倖
ふ
附
帯
事
業
に
過
ぎ
ず
.

以
上
は
大
原
典
農
骨
沿
革
の
大
要
な
･Ll
と
す
.



第

二
章

寄
附
行
為

財
倒
法
人
大
原
英
鹿
骨
寄
附
行
為
左
の
如
-
O

財
圏
法
人
大
原
奨
農
骨
寄
附
行
為

′■一･ノ､一一■ヽ
聞同伺大

正

三

年

七

月

二

四

年

八

月

二
十

一

十

年

十

月

四

8日日

十

7
年
十
二
月
二
十

】
8

吹吹攻落
正正正
箆認認
可可可可
一ヽ･一ヽ′-I一′

第

7
章

日

的

第

一
催

本
曾
ハ

農
事

三
関

ス
ル

畢
術
ノ
研
究
及
農
事

/
改
善
ヲ
目
的
ト
ス

第

二

車

名

稀

第

二

健

太
骨
ヲ
財
国
法
人
大
原
築
堤
骨
卜
稀
ス

第

三

章

事

務

所

第

三

催

木
骨
ハ

事
務
所
ヲ
岡
山
煉
都
窪
郡
倉
敷
町
二
百
二
十
九
番
地
二
道
ク

第

四

章

資

産

第

四

候

本
骨
ノ
資
産
ハ

設
立
者
大
原
我
三
郎

n
叩
寄
附

シ
タ
ル

左
ノ
土
地
及
建
物
ヲ
以
テ
組
蛇
ス

7
.
土

地田

百
九
拾
九
町
五
反
五
畝
萱
歩

･七



畑宅

地

原

野

用
意
水
路

池

沼

山

林

金
町
式
反
八
畝
拾
歩

五
千
八
拾
萱
坪

〇
九
勺

六
畝
拾
式
歩

萱
畝
拾
五
歩
五
合

塵
反
六
散
歩

拾
八
歩

一
'
建

物煉
克
道
三
階
建
克
葺

此
建
坪

塵
給
萱
坪
萱
合
五
句

末
道
元
葺
中
屋

萱

棟

式

拾

棟

此
建
坪

五
百
〇
九
坪
宝
金
六
勺

木
造
草
葺
中
屋

拾

萱

棟

此
建
坪

式
有
給
萱
坪
五
食
七
勺

椅

子

董

此
建
坪

八
拾
坪
五
合

式

棟

A



金

網

室

式

棟

此
建
坪

…
四
拾
八
坪

第

五

健

木
骨
′
軽
農
.,

資
産
泣

二
其
事
業

ヲ
リ
生

ス
ル
諸
収
入
ヲ
以
テ
文
辞
ス

毎
年
度
軽
重

ノ
剰
鎗
金
.1

之
ヲ
別
途
積
立
金

･･
シ
本
骨
臨
時
ノ
費
用

lJ
充
ツ

木
骨

ノ
事
業
翼
賛

ノ
薦
補
助
金
奨
励
金
叉

.1
寄
附

ノ
申
込

ア
リ
タ
ル
ト
キ

.1
之
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

第

六
使

木
骨
ノ
資
産

.,
理
事
之
ヲ
管
理

ス
但
･b

資
産
管
理
′
方
法
ハ

評
議
員
骨

ノ
決
議
ヲ
鮭
テ
別

二
之
ヲ
定

ム

第

五

章

役

員

第

七

催

本
曾

二
左

/
役
員
ヲ
置
ク

理

事

一

名

監

事

二

名

評

議

員

玉
名
以
上

第

八

健

理
事
.,

設
立
者
之

二
嘗

ル
死
亡
其
他
ノ
事
故

ニ
ラ
グ
映
員
･･L
ナ
ク
ク

ル
ー
キ

.1
評
議
員
骨

二
於
テ
之
ヲ
選

任
ス

第

九

使

理
事
疾
病
其
他

ノ
事
故

tf依

り
骨
務
ヲ
執
ル
能

.1
サ
ル

場
合

.1
評
議
畠
中

ヲ
ワ
代
理
々
事

ヲ
互
選

ス
ル

tp

ノ

ト
ス



一〇

第

十

使

評
議
員

£
醍
立
者
之
ヲ
選
定
q
P
死
亡
其
他
ノ
事
故

一言

サ
映
員
ヲ
生
シ
タ
ル
J･
キ
',
評
議
員
骨

二
於
一7

之
ヲ
選
任
シ
理
事
ノ
承
認
ヲ
摩
ル
モ
ノ
J･
ス

･

第
十

7
催

監
事

'1
評
議
員
曾

二
於
テ
評
議
員
中

n
y
之
ヲ
選
任
ス

集
十
二
候

監
事
ノ
任
期
ハ

五
簡
年
ト
ス

第
十
三
傑

理
事

',
本
合
ヲ
代
表
シ

諸
般
ノ
事
務
ヲ
虞
理

ス

評
議
員

ハ
憲
要
事
項

二
閲

シ
随
時
理
事
ノ
協
議

二
輿
ル

モ
ノ
ト
ス

第
十
四
億

評
議
員
骨

ハ
理
事

二
於
テ
其
必
要
ヲ
認
メ
タ
ル
ト
キ
又
ハ

評
議
員
ノ
過
半
軟
ノ
請
求
ア
ル
ト
キ
理
事
之
ヲ

招
集

ス
第
八
候
及
第
九
催

/
填
命

二
於
テ
理
事
招
集
y
得
サ
ル

J･
キ
.1

監
事
之
ヲ
招
集
ス

第
十
五
傑

評
議
員
骨
ハ

過
半
数
出
席
シ
其
過
半
数
ノ
同
意
ア
ル

t!
非
サ
レ

.1

決
議

ス
ル
コ
J･
ヲ
得

ス

第

六

章

事

業

第
十
六
催

本
骨
',

第

7
傑
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
食
メ
左
/
事
業
ヲ
行
フ

1

度
業
研
究
所

/
設
置

二
'
農
草
枕
ノ
設
立

三
'
改
良
挿
甫
農
具
及
肥
料
ノ
普
及
頒
布

四
'

7
般
畢
術
ノ
講
演
及
印
刷
物
ノ
頒
布



第

七

葺

合

計

第
十
七
健

合
計
年
度
ハ

四
月

1
日

二
始

り
翌
年
三
月
三
十

1
日

一l
絡

ル

理
事
',

年
度
開
始
前

二
線
算
ヲ
定
メ
又
其
年
度
後

叫
簡
月
内

二
前
年
度
ノ
決
算
ヲ
丁
シ

監
事

二
報
告
シ

其

承
諾
ヲ
受
ク
へ
キ
モ
ノ
J･
ス

第

八

章

解

散

第
十

人
催

本
骨
.t

理
事
及
評
琴

員
舎

員
ノ
同
意
ア
ル

ニ
非
ラ
サ
レ

',
解
散

ヌ
ル
コ
ト
ヲ
得

ス

第
十
九
儀

本
骨
解
散

ノ
場
合

tT!於
ケ
ル
頻
除
財
産
£

醗
立
岩
累
代
ノ
粕
庶
人

二
好
局
ス

ル

モ
ノ
ト
ス

第

九

章

附

則

第
二
十
傭

本
寄
附
行
為

.,
評
議
員
骨
ノ
決
議
及
理
事
ノ
同
意

工
依

り
主
務
官
鹿

ノ
認
可
ヲ
得
テ
之
ヲ
鍵
更
メ
ル

コ
ト

ヲ
得
但
シ
某
日
的
ヲ
痩
吏

ス
ル

コ
ト
ヲ
得

ス

大
正
三
年
六
月
三
日

現
在
の
理
事
'
監
事
及
評
議
員
氏
名
は
左
の
如

し
.

理

事

大
鹿
孫
三
郎

監

事

林
原
得

て

三
橋
玉
見

大

原

孫

1二

郎

評
議
員

林
源
十
郎
'
虎
洋
治
'
大
原
五

T
P
三
橋
玉
見
'
柿
原
籍

7
'
近
藤
高
太
郎

l
一



善
二

第
三

章

使
置
'
面
積
及
建
築
物

Z
P
位
置

財
国
法
人
夫
原
典
鹿
骨
の
事
務
所
は
岡
山
療
都
窪
郡
倉
救
町
二
百
二
十
九
番
地
に
あ
り
.
其
敷
地
に
農
業

研
究
所
'
陶
書
館
'
渦
室
'
諸
種
の
建
築
物
及
試
歯
地
等
あ
-
倉
敷
町
の
南
端
-二
位

L
倉
敷
町
及
大
高
村
lこ
跨
れ
･9
.

二
'
面
積

大
原
典
鼻
骨
に
て
使
用
せ
る
宅
地
及
試
歯
地
を
令
計
す
れ
ば
重
商
塵
千
式
百
九
拾
七
坪
に
し
て
其
内
評
を

記
せ
ば
次
の
如

し
｡

敷

地

粗

面

横

内

鐸

川

二
二
'
二
九
七

道

路

敷

地

水

路

敷

地

二
'
九
二
三

六
二

五

1

三
､
四
〇
一

五
三
九

二
八
一二

寄
附
行
為
に
記
さ
れ
た
る
が
血
-
大
原
英
鹿
骨
所
有
の
土
地
は
田
地
百
九
拾
九
町
五
反
五
畝
萱
歩
.
畑
塵
町
武
反
入
朝

拾
歩
'
宅
地
五
千
八
拾
童
坪
九
勺
及
原
野
六
畝
拾
式
歩
な
る
が
前
記
の
宅
地
及
試
食
地
金
計
四
町
四
反
塵
畝
を
除
き
た



る
残
傍
の
地
は
何
れ
も
小
作
又
は
住
宅
情
地
に
附
し
て
其
小
作
料
及
借
地
料
を
以
て
本
合
鍵
農
に
充
つ
る
こ
ど

～
せ
-

三
'
建
築
物

大
正
三
年
七
月
の
設
立
認
可
の
昔
時
大
股
家
よ
･･C,寄
附
せ
ら
れ
た
る
建
築
物
は
木
造
克
葺
中
屋
E
l棟
'

此
建
坪
百
七
拾
坪
七
食
五
勺
'
木
造
草
葺
中
屋
参
棟
'
此
建
坪
八
拾
式
坪
に
過
ぎ
ど
-
L
が
英
検
建
築
物
は
埠
加
し
て

次
の
如
-
な
-
た
h
'
何
れ
も
設
立
者
の
寄
附
に
依
る
も
の
な
-
0

絶

建

築

物

7
'
木
造
中
屋
鹿
茸
附
ト
タ
ン
葺

内

辞

事
務
室
'
標
本
室
及
附
属
建
物

稀
巷
研
究
室

化
畢
研
究
室
及
附
虜
建
物

病
鼻
音
研
究
室
及
附
属
建
物

蓄
電
池
'
冷
戎
及
農
具
室

集
骨
所
及
附
属
建
物

尚
書
閲
覚
室
及
附
属
建
物

任

宅

四
二
梯

二
三
棟

坤

九
二
九
'
二
七

五

丁
三
'
二
二

三 二 五 一 三 五 - -

六
八
'
四
二

六
四
二

八

二

五
'
二
〇

七

1
'
六
八

二
八
'
八
六

三
四
'Tl二

二

一
'
二
九

T
O
二
'
<
1二



式

他

一
'
木
造
中
屋
草
書
及
板
葺

内

辞

収
納
合
及
附
属
建
物

農
夫
合
'
収
納
合
及
附
属
建
物

物

遼

堆
肥
合

農
夫
休
憩
室

寄
宿
舎
及
附
属
建
物

倶
襲
瀬

7
'
席
克
道
三
階
建
克
葺

f
P
温
室
及
椅
子
室

7
P
鯛

室

≡二二1二五二

六
'
三
五

二
三

〇
'
八
八

八

〇
'
五

一

四
九
'
六
四

二
二
'
五
六

二
六
'
四
七

六
､
九
四

二
四
'
八
二

1
九
'
九
四

三

7
P
T
六

7
〇
五
.
M
l二

四
八
'
六
八

建
物
は
書
庫
を
除
-
の
外
何
れ
も
木
造
中
屋
建
に
し
て
簡
易
を
旨
字
し
其
内
容
の
設
備
に
重
き
を
置
け
る
が
見
書
庫
は

煉
克
道
三
階
建
に
て
防
火
だ
堅
牢
亡
を
壬
と
せ
b
.



第

四

葦

農

業

研
究
所

大
原
英
鹿
骨
の
重
な
る
事
菜
は
耳
に
農
業
研
究
所
に
-
て
他
の
諸
専
業
は
寧
ろ
研
究
所
の
附
帯
と
見
る
も
誤
な
し
三
石

ふ
べ
L
O

農
業
研
究
所
は
大
草

二
年
に
開
始
せ
ら
る
｡
其
目
的
は
農
業
に
関
す
る
挙
筋
の
研
究
に
し

て其
結
果
は
直
接
草
地
に
鹿

用
せ
ら
る
･･
も
の
あ
h
或
は
翠
に
畢
術
上
の
研
究
に
止
ま
り
て
常
用
に
撞
き
も
の
あ
る
ペ
し
.
又
其
研
究
は
梅
め
て
自

由
に
し
て
類
時
日
に
し

て成
績
の
見
る
べ
き
も
の
あ
-
或
は
赦
年
十
数
年
の
長
期
に
亙
る
も
の
あ
る
ベ
L
O
又
研
究
題

目
も
地
方
的
の
も
の
あ
-
或
は
梅
め
て
此
地
方
の
農
業
に
関
係
透
き
も
の
あ
る
べ

L｡
要
す
る
に
地
方
的
事
情
年
月
及

目
前
の
刑
事
問
題
を
仝
-
超
越

･J
で
農
業
に
開
す
る
純
然
た
る
畢
術
の
研
究
に
徒
事
す
る
を
本
研
究
所
の
主
眼
と
な
し

極
め
て
寛
大
な
る
自
由
研
究
を
以
て
そ
の
特
色
ど
す
.

始
め
研
究
所
を
分
ち
て
六
部
門
と
せ
･LhO
即
ち
種
痘
.
園
轟
､
化
畢
'
昆
虫
'
病
理
及
事
務
是
れ
な
-
.
さ
れ
+.jJ
大
正

十
三
年
四
月
に
困
惑
部
を
麿
止
す
O

T
P
種
轟
研
究
室

搾
轟
研
究
室
は
大
正
三
年
に
事
業
を
開
始
し
普
通
農
事

一
般
に
関
す
る
事
項
'
就
中
圭
だ
し
て
作
物
育
種
'
邦
子
'
穀

物
及
半
壊
遺
侍
-こ
肺
す
る
事
項
に
つ
き
て
研
究
す
｡
其
他
栽
培
法
'
気
象
等
に
就
き
で
も
研
究
智
行
ふ
.
試
厨
地
は
水

]五



〓
ハ､

田
二
町
鎗
及
畑
地
四
反
僚
な
-
O

二
'
化
畢
研
究
窒

化
畢
研
究
室
に
で
は
大
正
四
年
に
事
業
を
開
始
す
｡
農
業
に
関
す
る
諸
般
の
事
項
を
化
畢
的
に
研
究
す
る
を
目
的

亨
L

tzE
下
生
こ
し
て
土
壌
及
肥
料
の
微
生
物
に
つ
き
て
研
究
す
.
其
方
法
は
化
畢
分
析
'
細
菌
串
的
研
究
及
宮
地
栽
培
試
駿

に
ょ
る
な
-
0

三
'
鹿
島
研
究
室

昆
畠
研
究
室
は
大
正
四
年
に
串
菜
を
開
始
す
O
農
作
物
及
困
惑
作
物
の
諸
種
音
義
の
性
質
'
形
態
'
生
態
等
を
調
査

し

て
作
物
に
封
す
る
加
書
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
は
勿
論
'
又
寄
島
の
天
敵
の
利
用
'
轟
等
の
偏
除
及
換
防
に
鋼
す
る

諸
般
の
事
項
を
研
究
す
.

四
'
病
理
所
見
重

病
理
研
究
室
も
亦
大
正
四
年
に
事
業
を
開
始
す
.
諸
種
作
物
の
病
気
を
調
査
し
其
病
原
分
布
故
に
地
勢
土
質
ど
の
関
係

を
研
究
し
'
又
植
物
の
免
疫
性
'
種
々
の
腐
除
漁
防
法
を
攻
究
す
.

五
'
事
務
室

大
原
典
鹿
骨
全
般
の
事
務
を
慮
理
す
.

研
究
所
に
附
設
し
て
有
用
植
物
を
蒐
集
し
た
る
植
物
園
ゐ
-
｡
之
れ
大
正
四
年
秋
に
於
で

今
上
天
皇
御
大
頑
記
念
と



し
て
設
け
た
る
も
の
に
し
て
其
面
積
は
約
千
六
百
坪
な
り
｡

研
究
所
内
に
別
に
標
本
室
を
丑
-
.
之
れ
研
究
資
料
を
蒐
集
し
又
農
業
者
の
参
考
品
を
も
併
せ
て
陳
列
J
叱
る
も
の
な

L

ワo
大
正
十
五
年
三
月
現
在
研
究
所
職
員
は
次
の
如

J
｡

農
業
研
究
所
長

農
畢
博
士

研

究

員

農
畢
博
士

研

究

員

埋

草

士

助

手

助

手

助

手

助

手

事
務
主
任

司

書

農

夫

長

近

藤

蔦

太

郎

板

野

新

夫

山

口
浦

輔

岡

村

保

荒

川

左

千

代

藤

本

隅

太

久

宗

批

山

四

孝

使

石

原

一

直

今

城

信

治

研

究

員

農
畢
博
士

春

川

息

盲

研

究

員

助

手

助

手

助

手

酉

門

弟

7

三

宅

忠

一

軸

内

克

巳

近

藤

三

郎

事

務

員

助

手

山

根

喜

代

造

高

橋

良

卒

右
職
員
以
外
に
農
夫
及
雇
人
若
干
名
あ
ー
て
研
究
を
介
助
す
｡



一
八

第

五

茸

農

業

図
書
館

大
正
十
年
に
本
骨
設
立
者
の
特
別
寄
附
に
よ
b
て
農
業
陶
書
館
を
設
立
せ
-
.
書
庫
は
参
拾
萱
坪
三
階
の
煉
克
桂
に
し

て
之
に
事
務
室
'
閲
覧
室
及
製
本
室
を
附
設
せ
-
｡
而
し
て
徒
凍
購
入
せ
る
図
書
の
外
に
大
殿
家
Jl
b
の
鳴
別
寄
附
金

ド
.･i
り
て
農
寧
'
生
物
畢
'
理
化
学
に
関
す
る
洋
書
'
和
漢
書
を
蒐
集

-
た
b
O
以
て
研
究
員
の
研
究
資
料
ノ,J
L.
す
の

み
な
ら
ず
叉
之
を
開
放

･して
7
股
の
閲
覧
に
供

し
て
農
業
の
進
歩
に
貢
献
せ
ん
ど
す
.

陶
書
蒐
集
に
つ
き
て
記
さ
ば
濁
逸
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
大
草
植
物
単
数
授
ブ

エ
ヅ
フ
ァ
ー
氏
が
大
正
九
年
に
苑
す
る
や
大
正
十

年
に
同
氏
遺
書

7
高
三
千
三
百
五
十
三
冊
を
纏
め
て
購
入

J
た
-
｡
次
に
山
口
浦
輔
氏
が
大
正
十

7
年
ま
わ
十
三
年
迄

燭
逸
に
在

り
て
莫
大
の
陶
書
を
蒐
集
せ
-
｡
又
大
正
十
二
年
に
松
本
圭

T
P
西
門
義

!
の
両
氏
支
那
に
渡
り
て
農
業
に

関
す
る
漢
書
を
蒐
集
し
た
-
.
右
の
外
随
時
購
入
せ
る
囲
書
も
亦
砂
か
ら
す
o

親
書
冊
数
は
次
の
如

し

(
大
正
十
五
年
三
月
現
在
)

親

書

組

数

内

薄

汚

吉

和
漢
書

四

一
'
二

一
六
冊

二
三

'
二
一
〇
珊

九
'
〇
〇
六
冊



第

六
章

畢
術
講
演
曾

講
習
骨

大
原
孫
三
郎
氏
は
骨
･･
信
温
毎
日
新
聞
に
掲
載
せ
る
山
路
愛
山
氏

の口
腔
講
演
と
題
せ
る
所
論
に
基
き
締
高
等
な
る
挙

筋
の
通
俗
的
普
及
を
も
目
的
の
中
に
加
へ

て倉
敷
日
曜
講
演
を
設
立
し
白
か
ら
昏
主
}J
な
-
'
其
第

7
回
を
明
治
三
十

五
年
十
二
月
十
四
日
時
の
岡
山
瞭
知
事
柑
垣
直
右
氏
'
法
畢
博
士
仁
保
塩
船
氏
を
晒
し
て
開
催
J
で
以
凍
明
治
四
十
年

四
月
第
五
十
同
に
及
ぶ
ま
で
殆
ん
で
毎
月
之
を
開
催

して
敢
骨
各
方
面
に
亙
り
畢
者
名
士
の
講
演
を
諦
ふ
こ
と
を
得
た

る
が
第
五
十
同
以
後
更
に
稗
-
長
期
に
J
で
鰹
蔚
せ
る
講
演
の
優
れ
る
あ
る
を
認
め
徒
凍
開
催
し
つ
･･
あ

わ
J
も
の
を

随
時
E
Lt

Lf
方
冬
期
又
は
夏
期
に
於
で
五
日
乃
至
十
日
間
に
亙
る
講
習
骨
桟
の
大
講
演
骨
を
開
-
二
だ
さ
し
大
正
三

年
五
月
に
至
る
十
有
二
年
間
同
を
重
ね
る
串
六
十
七
､
附
属
大
講
演
骨
五
同
ま
で
般
頼

し
た
-
｡
然
る
に
同
年
七
月
財

別
法
人
大
原
奨
鹿
骨
の
設
立
せ
ら
る
･･
に
常
b
其
寄
附
行
男
第
六
輩
事
業
S
l四
に
掲
げ
た
る
一
般
畢
術
の
講
演
と
し
て

倉
敷
日
曜
講
演
を
引
抱
-
こ
と
･･
な
れ
b
O
耐
水
各
方
面
の
畢
者
を
聴

し
て
時
々
H
畔
講
演
を
開
催
し
て
今
日
に
至
れ

h
ノ0

又
大
原
奨
農
骨
に
て
は
設
立
を
記
念
す
る
名
め
に
大
正
四
年
以
凍
毎
年

7
同
慶
拳
に
関
す
る
講
演
倉
又
は
講
習
骨
を
開

催
せ
-
0
大
正
五
'
六
'
七
年
に
は
毎
回

1
日
間
倉
敷
町
に
て
農
畢
講
演
倉
を
催

･した
る
が
大
正
八
年
以
凍
講
習
骨
亡

な
し
八
年
に
は
倉
敷
町
に

て三
日
間
'
九
年
に
は
開
山
市
し
て
五
日
間
､
其
後
毎
年
同
じ
-
岡
山
市
に
て
五
日
間
農
蒐

】
九



二
〇

講
習
骨
を
催
し
た
b
.
講
師
は
壬
と
し
て
曹
骨
農
業
研
究
所
の
職
員
LJし
て
各
自
の
研
究
費
表
を
骨
子
だ
す
れ
.I,J
こ
れ

を
機
亡
し
て
他
よ
･J}
畢
者
を
構
し
て
其
畢
詮
を
聴
-
こ
kJ
も
あ
-
｡
農
畢
講
演
骨
及
農
業
講
習
合
の
講
師
氏
名
及
演
題

を
列
記
す
れ
ば
左
の
如

AL
C

.

農
畢
講
演

及
農
業
講
習
骨

第

一
同
'
大
正
四
年
二
月
二
十
八
日

倉
敷
女
子
小
畢
校
講
堂

動
植
物
骨
董
上
に
於
け
る
石
衣
問
題

農

畢

士

農
業
亡

自
然

第

二

同
'
大
正
五
年
七
月
九
日

満
作
に
就
て

玄
米
品
質
諭

酸
性
土
壌
諭

坪
刈
の
誤
差
に
就
て

第

三

岡
'
大
正
六
年
七
月
八
日

農
村
の
青
年
教
育

梨
姫
心
喰
轟
に
裁
て

文

争

士

倉
敷
女
子
小
撃
校
講
堂島

畢

博

士

農

事

博

士

農

事

士

農

事
絡
巣

士

倉
敷
女
子
小
畢
梗
講
堂法

事

博

士

農

畢

士

大

杉

鶴

田

繁

君

義

富

者

盲

川

近

藤

大

杉

三

宅

赫

輝

君

高

太

郎

君

繁

君

千

秋

君

矢

作

春

川

粂

威

君

忠

召

君



果
樹
栽
培
に
就
て

小

山

益

太

君

稲
熱
病
菌
に
裁
て

農

畢

樽

巣
士

西

門

義

7

君

第

四

圃
'
大
正
七
年
七
月
十
四
日

倉
敷
男
子
小
串
校
講
堂

農
民
の
白
魔

紫
雲
英
肥
料
に
裁
て

晋
散
逸
侍
に
款
で

農

畢

博

士

農
畢

得

#

土

色

拳

士

横

井

時

敬

君

小

野

寺

伊

勢

之

助

君

山

口

浦

輔

君

第

五

同
'
大
正
八
年
七
月
五
日
よ
L
七
日
迄
三
日
間

倉
敷
高
等
女
畢
梗
講
堂

農
産
物
市
境
論
及
最
近
の
食
糧
問
曙

農
業
種
子
の
改
善

土
壌
の
肥
拝
に
就
き
て

第

六

同
'
大
正
九
年
七
月
十
二
日
よ
b
十
六
日
迄
五
日
間

農
業
界
の
鹿
骨
問
題

我
が
国
曲
の
清
水

植
物
の
病
者
抵
抗
性
に
裁
き
で

石
衣
硫
黄
合
剤
に
就
で

法

事

博

士

矢

作

条

寂

君

農

事

博

士

近

藤

高

太

郎

君

農

争

士

大

杉

開
山
市
保
倉
議
事
堂

繁

君

農
.
法
争
博
士

農

畢

博

士

農

畢

士

農

畢

士

高

岡

熊

雄

君

原笠

井

幹

春

川

恵

三
】



第

七

回
'
大
正
十
年
七
月
二
十
六
日
よ
上
二
十
日
迄
五
日
間

作
物
育
確
論

贋
貿
化
畢
大
意

小
作
制
度
論

果
樹
栽
培
に
就
き
て

昆
轟
の
性
の
研
究

第

八

回
'
大
正
十

7
年
七
月
十
日
よ
-
十
四
TT=
迄
五
日
間

米
穀
貯
蔵
に
関
す
る
研
究

在
中
窒
素
の
利
用
問
題

胡
瓜
の
モ
ゲ
イ
ッ
ク
病
諭

米
債
襟
筋
諭

植
物
病
床
商
の
寄
主
鰭
佳
嘗
法

椀
物
鰹
内
に
存
在
す
る
配
街
燈
に
つ
い
て

こ
こ

岡
山
市
商
品
陳
列
所

農

畢

博

士

淀

藤

茜

太

郎

農

畢

博

士

大

杉

農

畢

士

有

元

小

山

八

木

岡
山
市
商
品
陳
列
所

農

畢

博

士

近
藤

試

誠 壷 英

政 太 夫 繁

君 若 君 若 君

太

農

畢

博

士

大

農

争

士

笠

島

率

土

有南

蛮

率

土

宗

定 門 元 非 杉

哲 哉 英 幹

一 夫 央 繁 郎

君 君 君 君 君 君

第

九

回
'
大
正
十
二
年
七
月

一
日
よ
れ
五
日
迄
五
日
間

岡
山
市
癖
骨
講
尊
堂

楢
に
就
き
て
の
研
究

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎

君



果
晋
の
成
熟
中
に
於
け
る
化
拳
的
舜
化

p
肌Hu

民
意
の
生
態
に
つ
き
で

一(

成
外
生
物
に
困
る
植
物
の
疾
病

酵
素
の
化
拳
的
性
状
にこ
就
き
て

欺
米
農
業
成
案
談

第

十

同
'
大
正
十
三
年
七
月
十
日
･Lj
-
十
五
日
迄
五
日
間

熱
帯
の
作
物

理

畢

博

士

農

畢

士

農

畢

士

薬

事

士

農

畢

士

小春質
宗

捻

本 定 井 川 栓

圭 膏 幹 忠

二 夫 召 茂

若 君 君 君 君

岡
山
市
商
品
陳
列
所

農

畢

博

士

近

藤

馬
鈴
薯
の
菓
捲
病
(
シ
ャ
シ
ヤ
キ
)
に
就
き
て
の
知
見農

IiiZl

昆
良
の
生
態
に
就
き
て

こ(

戟
近
の
暦
鹿
追
博
学

理 農

畢 畢 拳

士 士 士

山 番 笠

口 川 井

浦 忠 幹

輔 盲 夫

君 若 君

禾
穀
類
の
｢
ヘ
ル
ミ

ン

ト

ス
ポ

サ
ク

ム
｣
病
に
就
き
て

有
毒
植
物
の
化
拳
的
成
分
に
裁
き
で

･

南
米
移
民
問
題

農 非

畢 畢

士 士

捻 宗 西

本 定 .門

圭 哲 哉

若 君 君



第
十

7
同
'
大
正
十
四
年
十
月
二
十
日
よ
-
二
十
四
日
迄
五
日
間

岡
山
市
商
品
陳
列
所

種
子
の
寿
命
に
就
き
て

土
壌
微
生
物
革
に
就
き

て
lid

足
痕
の
生
億
に
裁
き
で

三q一川H-

再
び
親
外
生
物
に
困
る
植
物
の
疾
病

兵

争

博

士

農

車

博

士

農

事

博

士

農

事士

水
素
｢
イ
オ
ン
｣
濃
度
測
定
だ
其
植
物
病
理
挙
上
の
施
用

ブ

ラ

ジ

ル
及
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
農
業
に
裁
き
で

農

事

士

近

藤

板

野

春

川

笠

井

西

門

松

本

高

圭 義 幹 息 新 太

郎

君

夫

君

盲

君

夫

君

一

君

一

君



第

七

章

研
究
業
績

大
正
十
五
年
三
月
現
在
研
究
に
徒
事

し
又
は
研
究
の
介
助
哲
男
せ
る
者
は
研
究
員
玉
名
'
助
手
七
名
'
雇
人
及
農
夫
若

干
名
に
し
て
是
迄
に
研
究
せ
し
事
項
姓
に
費
表
せ

･J研
究
業
績
の
概
要
を

掲
ぐ
れ
ば
次
の
如

JO

第

一
節

種
塾
に
関
す
る
事
項農

事

博

士

近

藤

菰

太

郎

日

本

農

業

種

子

の
研

究

我
執
の
農
業
種
子
に
つ
き
で
徒
水
研
究
せ
ら
れ
た
る
も
の
な

し
.
然
る
に
植
塵
上
に
於
で
種
子
の
研
究
は
其
根
本
な
る

こ
と
は
弦
に
言
ふ
を
侯
た
す

J
で
明
ら
か
な
･E
P

さ
れ
ば
予
は
明
治
四
十

1
年
･j
-
農
業
種
子
に
つ
き
で
研
究
･J
本
研

究
所
の
開
設
ビ
共
に
此
所
に
て
研
究
に
粒
席
徒
事
し
以
て
今
日
に
至
れ
I
｡

予
は
研
究
の
最
初
に
菅
-
て
普
-
種
子
を
蒐
集
し
た
-
.｡
同

1
稀
類
又
同

言
…
種
に
で
も
産
地
及
取
寄
先
の
異
な
る
も

の
は
骨
之
を
試
料
ビ
し
て
用
ひ
た
-
.
而
し
て
同

言
叩
様
に
で
も
可
及
的
多
-
の
試
料
を
得
ん
こ
ビ
LJ‥
努
め
た
り
.
港

外
産
種
子
も
之
を
得
れ
ば
試
料
と
し
て
用
ひ
て
我
国
産
の
.も
の
だ
比
較
研
究
に
供
し
た
-
.

二
五



二
六

種
子
を
得
れ
ば
先
づ
種
子
検
査
を
施
和
し
て
其
清
潔
歩
骨
'
蓉
芽
歩
食
及
用
鳩
を
決
定
し
て
種
子
の
畢
牙
の
状
況
を

研

究
し
欠
に
障
子
の
形
態
'
色
揮
'
婁
量
'
比
重
'
確
度
の
斑
紋
等
外
部
特
性
に
つ
き
て
精
査
し
た
-
.
解
剖
的
に
種
皮
'

膝
乳
'
肱
等
各
部
の
組
頼
を
も
研
究

し叉
之
を
蒔
付
け
て
生
す
ろ
幼
組
物
に
つ
き
で
其
特
性
を
も
調
香
せ
JD
.
か
-
の

如
き
種
々
の
方
法
.'J
よ
h
て
捕
手
の
特
性
を
研
究
決
定
し
た
-
｡
而
し
て
右
の
結
果
は
直
ち
に
種
子
の
善
悪
及
品
稲
の

鑑
識
に
用
ひ
ら
れ
得
る
な
-
0

今
日
迄
に
予
の
研
究
せ
し
種
子
の
種
類
は
次
の
如
し
｡

大
根
'
漬
菜
街
'
蕪
青
書
嚢
蓑
'
茶
菓
二
日同
乗
'
甘
藍
等
十
字
花
科
植
物
'
南
瓜
'
届
蒲
'
錬
瓜
'
冬
瓜
'
西
瓜
P
苦

瓜
'
胡
瓜
'
甜
瓜
'
越
瓜
等
り
朗
鹿
科
植
物
'
胡
薙
蘭
.
野
萄
葵
'
塘
若
､
洋
芹
等
の
轍
形
科
椀
物
'
牛
芽
'
芯
笹
'

荷
嵩
-
除
鹿
菊
等

の菊
科
.
茄
子
'
蕃
茄
.
蕃
椴
.
煙
草
等
の
茄
科
.
敦
盛
.
火
頻
発
二
番
兼
'
胡
菜
等
東
和
'
葱
類

大
麻
'
桑
'
紫
蘇
'
荏
胡
麻
'
胡
麻
及
草
棉
'
黄
萄
葵
.
商
麻
'
秋
草
等
の
鶴
葵
科
等
.

右
の
成
績
は
今
日
迄
に
次
の
誌
上
に
て
費
表
せ
ら
れ
た
JL,O

M
.
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o
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種
子

の
蓉
芽

力
保
有
年
限

農

畢
博

士

近

藤

高

太

郎

種
子
の
蓉
芽
力
保
有
年
限
は
穐
々
の
催
件
に
ょ
-
て
異
る
も
の
に
し
て
其
材
料
を
異
に
L
又
採
種
及
貯
減
の
場
所
を
異

に
す
る
に
徒
ひ
て
そ
れ
-
＼

別
に
研
究
す

べ
き
も
の
L･J
b
0
枚
に
予
等
は
我
執
ii

見
る
種
子
八
十
二
試
料
を
ば
布
袋
に

入
れ
で
室
内
に
貯

へ
乍
ら
其
馨
芽
力
保
有
年
限
を
調
査
せ
h
t
其
結
果
は
次
の
如
し
｡

T
P
予
の
試
料
に
で
は

叫
舷
に
種
子
の
敬
芽
力
保
有
年
限
が
諸
外
国
に
て
徒
凍
発
表
せ
ら
れ
た
る
挿
子
の
蓉
芽
力
保
有

年
限
に
此
し
て
甚
し
-
短
か
き
を
怒
む
.

二
'
右
の
振
田
中
主
な
る
か
の
は
窺
候
風
土
の
差
異
に
あ
-
.
我
国
は
夏
季
に
高
温
に
し
て
且
つ
多
額
な
る
故
に
種
子

の
馨
芽
カ
を
ば
甚
し
-
嘗
す
る
も
の
な
る
べ
し
｡

三
'
さ
れ
ば
我
国
に
て
碍
子
の
貯
歳
にこ
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も
の
三
吉
ふ
べ
-
叉
欧
米
の
文
戯
に
表
は
れ
た
る
種
子

二
七



二
人

の
蓉
芽
力
保
有
年
限
を
ば
直
ち
に
我
執
の
種
子
.J
通
用
す
べ
か
ら
ざ
る
を
鵡
む
O

四
'
予
は
種
子
の
費
芽
力
保
有
年
限
が
ニ
ー
三
年
の
も
の
を
常
命
樺
子
だ
し
四
'
五
年
叉
は
五
年
以
上
の
も
の
を
長
命

種
子
と
･し
一
年
又
は
二
年
後
に
で
も
蓉
芽
軟
の
甚

だ少
な
き
も
の
を
知
命
種
子
}J
L
で
甚
別
せ
J｡
O

五
'
長
命
種
子
に
は
革
且
'
繰
豆
､
紫
雲
英
'
赤
軍
且
､
小
豆
'
疏
豆
'
線
瓜
'
南
瓜
'
西
瓜
'
胡
瓜
'
茄
子
'
慕
兼
'

劫
麻
'
大
根
'
髄
菜
'
両
君
'
鳳
仙
花
等
が
屈
す
｡

六
'
常
命
種
子
に
は
粗
米
'
大
変
'
裸
変
'
小
変
､
萄
黍
'
大
豆
'
胡
瓜
'
九
届
蒲
'
瓢
箪
'
蕃
茄
'
茨
凄
'
葱
'
石

刀
柏
､
牛
芳
'
胡
菜
萄
'
大
麻
'
草
棉
'
虞
美
人
草
'
雛
菊
'
金
鵜
菊
等
軟
多
の
菊
科
の
草
花
'
千
日
紅
'
庭
石

菖
'
金
魚
草
'
べ
チ
ユ
ニ
ヤ
'
ア
ラ
セ
イ
ト
ク
'
石
竹
'
シ

レ

ネ

'

サ

ル
ビ
ヤ
P
立
葵
､
芙
蓉
'
ク

n
P

サ
イ
プ

レ
ス
パ
イ
ン
等
之
に
屈
す
.

七
'
短
命
種
子
に
は
玄
米
'
粟
'
黄
変
'
紫
蘇
'
土
普
蹄
'
デ
ギ
ク
リ
ス
'
飛
燕
草
'
其
他
の
草
花
'
ア
カ
メ
ガ
シ
バ
'

ク

ヌ
ギ
'
桐
'

'1
ン
ノ
キ
'
ク
チ
ナ
シ
等
の
林
木
種
子
之
に
属
す
.

狂
態
最
大
部
署

日
本

.1こ於
け
ち
種
子
の
費
芽
力
保
有
年
限

農
拳
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二
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六
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種

子

の
貯

戒

に
関

す

る
研

究

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎

我
国
に
て
は
種
子
の
費
芽
力
保
有
年
限
は
詩
外
観
に
で
徒
衆
費
表
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
比

L
で
甚
だ

J
-
短
か
き
を
詔

む
｡
こ
れ
我
国
は
夏
季
高
温
に
J
て
且
つ
多
温
な
る
に
よ
る
な
る
ペ
L
｡
而
し
て
我
執
に
て
は
禰
子
貯
戒
に
特
別
の
研

究
を
要
す
る
な
-
｡
よ
･C,で
予
は
樺
子
を
如
何
に
し
て
貯
減
す
れ
ば
最
も
有
効
に
し
て
且
つ
晋
際
的
な
る
か
を
研
究
し

て
次
の
結
果
を
得
た
-
0

7
'
徒
水
生
石
衣
を
ば
種
子
の
貯
苑
に
用
ふ
れ
ば
教
具
あ
-
ビ
述

べ
た
る
人
々
あ
れ
で
も
何
れ
も
其
耳
歯
は
十
分
な
ら

す
｡
よ
-
て
予
は
長
期
間
に
亙
-
且
っ
多
軟
の
稽
類
に
つ
き
て
精
確
に
年
石
衣
ビ
種
子
の
蓉
芽
力
保
存
と
の
関
係

を
研
究
し
併
せ
て
其
官
用
的
慣
伍
を
も
調
査
せ
･｡
.

二
t
M
種
子
を
袋
に
入
れ
た
る
も
の
'
拘
碍
子
の
み
を
密
封
せ
し
も
の
'
弼
和
子
を
生
石
衣
と
密
封
せ
し
も
の
と
の
三

種
に
区
別
し
て
貯
戒
す
れ
ば
閏
は
M
e
/
^
よ
･,
も
粘
着
に
費
芽
力
保
存
に
効
果
あ
る
を
見
た
-
.
而
し
て
生
石
衣
を

種
子
と
直
接
混
合
す
る
こ
1
1は
必
要
催
伸
に
あ
ら
ず

し
て
樺
子
の
傍
に
生
石
衣
を
添
附
す
る
も
可
な
-
O
種
子
を

生
石
衣
と
凍
封

J
て
地
中
低
温
に
貯
ふ
れ
ば
夏
に
蓉
芽
力
保
存
に
効
果
あ

-
.

三
'
貰
用
上
に
は
種
子
を
汲
め
よ
-
乾
捜
し
て
袋
に
入
れ
た
る
ま
･･生
石
灰
だ
共
に
ブ
>

キ
樺
に
密
封
し
乾
燥
低
租
の

地
に
孔
を
掘
り
で
深
き
聾
を
埋
め
其
中
に
ブ
,
キ
種
を
安
定
し
上
を
蓋
ひ
置
か
ば
種
子
貯
寂
の
目
的
を
蓮
す
べ

･･)

二
九



三
〇

四
'
種
子
の
肝
癌
に
は
乾
塊
が
根
本
要
件
な
り
.
面
-
て
生
石
次
'
木
次
'
養
次
､
濃
硫
硬
'
捜
化
カ
ル

シ

ュ

ー
ム
の

何
れ
が
棉
子
貯
寂
に
最
も
流
管
せ
る
や
を
試
擬
せ
る
も
何
れ
も
貯
蔵

,I)効
果
あ
れ
ご
豊

泉
次
.
木
次
は
多
義
を
要

す
る
故
に
賓
際
上
不
便
な
る
べ
-
叉
濃
硫
観
の
使
用
は
更
に
不
便
Ll
b
｡
要
す
る
所
珪
石
衣
は
安
伯
に

･

J
て
且
っ

取
扱
ひ
に
至
便
な
る
故
に
之
が
使
用
を
最
も
適
嘗
LJ
-
ど
す
.

近
賠
高
太
郎
著

生
石
灰
が
種
子
の
蓉
芽
力
保
存
.1
及
ほ
で
赦
免

農
拳
骨
利
発
二
首
K
十
六
班
-

二
首
七
十

r
助
､
大
Lt
l十
四
鞍
山ハ
月
､

一
-

1
T

近
藤
龍
太
郎
著

様
子
の
貯
戚
W
乾
換
創

見
教
骨
報
警

青

七
十
四
肝
､
大
正
十
四
年
九
月
'
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25,

米

の
容

積
重

の
研

究

農
垂

博

士

近

藤

高

太

郎

米
に
陶

し
て
研
究
せ
ら
る
べ
き
事
項
多
し
.
而
し
て
氷

り品
質
を
決
定
す
る
項
日
宇

し
て
用
ひ
ら
る
一
客
拡
葺
の
問
題

も
亦
重
要
L
t
る
研
究
事
項
L･4
'少
｡
予
は
以
前
に
容
積
蚤
に
つ
き
で
研
究
の
結
取
を
費
表
せ
り
｡
其
大
要
は
次
の
如
L
o

一
'
玄
米
の
容
積
重

玄
米
の
容
粒
重
は
政
多
の
原
田
に
よ
-
て
変
化
す
る
も
の
に
し
て
予

'i研
究
に
ょ
れ
ば
種
々
の
L催
件
ビ
容
積
重
と
の
開



係
は
次
の
如
し
｡

甲
'
玄
米
の
容
積
重
を
大
な
ら
し
む
る
催
僻

イ
'
粒
面
の
滑
か
LJ
る
こ
と

.1
'
細
砂
の
混
入

ホ
'
粗
の
ま
･L･
よ

日
乾
し
又
火
乾
す
る
こ
と

乙
'
玄
米
の
容
横
重
を
小
な
ら
J
む
る
催
件

イ
'
粒
面
の
粗
難
に

一

し
て
滑
な
ら
ざ
る
こ
と

∴

砕
米
'
批
'
藁
等
の

ホ
'
水
分
吸
収

丙
'
容
積
重
だ

1
律
の
関
係
な
き
傑
件

イ
'
粒
の
大
さ

ロ
'
粒
形
知
楠
凶
形
に
て
豊
満
な
る
こ
yJ

tI
P
嘗
質
を
同
じ
-
せ
る
大
小
粒
の
混
合

ロ
'
粒
形
長
楯
固
形
に
て
割
合
に
肩
甲
な
る
こ
ど

こ
'
玄
米
を
直
接
日
乾
又
は
襲
剤
に
よ
る
乾
燥

徒
凍
世
人
は
玄
米
の
審
査
に
於
で
容
積
重
の
大
な
る
を
似
て
乾
燥
せ
る
大
粒
を
得
る
も
の
ど
せ
-
｡
さ
れ
で
此
事
は
椎

茸
な
ら
す
O
叉
容
積
重
の
小
な
る
は
屡

J･･
砕
米
'
籾
'
枇
'
藁
等

の混
入
及
浸
潤
に
よ
D
で
粒
面
の
滑
な
ら
ざ
る
に
原

因
す
る
こ
と
多
-
名
め
に
英
品
質
の
不
良
な
る

7
存
亡
見
得
れ
で
容
積
蘭
は
叉
細
砂

の混
入
及
大
小
粒
の
池
井
文
様
少

量
の
約
滴
を
加
ふ
る
等
の
溜
め
に
埼
加
す
る
が
故
に
其
大
な
る
を
以
て
在
ち
に
砥
極
的
に
英
米
賓
の
優
良
な
る

1
微
ビ

三
l



三
二lヽ′

)

見
倣
し
待
ざ
る
な
り
｡
惟
ふ
に
玄
米
の
審
査
に
於
で
は
寧
ろ
容
積
重
測
定
の

7
項
を
除
外

して
T
千
枚
の
霊
草

7枚
形

′_､＼

(

ー
H一

ー
H一

】l
H】

の
亜
否
三
来
賓
四
乾
燥
五
清
瀬
の
五
項
目
に
つ
き
て
審
査
す
べ

･し.
只
我
国
に
て
は
現
今
玄
米
を
容
量
に
て
東
員
す
る

iZq

iZq

hl一一川Hl

が
故
に
容
積
重
の
大
な
る
は

7
定
容
量
中
に
多
量
の
穀
粒
の
入
,JB
L
場
合
多
き
を
想
定
し
得
る
が
故
に
賀
川山
上
に
於
で

其
容
積
重
は
参
考
と
す

べ
き

7
項
な
る
'(
し
.

二
､
玄
米
の
乾
湿
と
そ
の
容
積
重
と
の
関
係

玄
米

り容
積
重
ビ
他
の
諸
催
件
ど
の
関
係
に
裁
き
で
は
前
陳
の
如
-
な
れ
.～
只
乾
燥
}J
容
積
重
ど
の
関
係
に
つ
き
で
は

更
に
研
究
を
行
ふ
の
必
要
を
認
め
て
玄
米
を
日
光
,J
直
射
し
て
乾
燥
し
或
は
乾
燥
米
に
少
量
の
水
分
を
加

へ
て
玄
米
の

含
水
畳
を
埠
威
し
以
て
其
容
積
重
の
塵
化
を
見
た
-
O
さ
れ
ど
乾
燥
の
事
た
る
種
々
の
方
法
あ
り
で
或
は
日
射
に
よ
･Et

或
は
火
力
に
よ
･Et或
は
乾
燥
剤
に
よ
る
等
其
方
法
稽
々
な
る
が
故
に
是
等
乾
燥
経
の
異
な
る
に
ょ
-
て
玄
米
の
含
水
量

と
其
容
積
重

亡の
関
係
は
相
異
る
を
保
し
難

JO
故
に
予
は
弦
に
夏
に
精
細
に
玄
米
を
種
々
の
方
法
に
ま
A
で
乾
燥
し

或
は
弧
潤
な
ら

Jめ
以
て
其
乾
塊
}J
容
積
重
と
の
関
係
を
研
究
し
た
る
に
次
の
如
き
結
果
&
.得
た
-
.

)

)

lヽ′

玄
米
の
乾
弧
亡
共
に
其
容
積
重
に
壁
化
を
凍
た
す
は

1
含
水
量
の
埠
波
二
枚
の
大
さ
の
襲
化
及
三
枚
面
の
粗
滑
の
三
因

′_＼

(

′ー
･

子
の
相
互
作
用
に
よ
る
も
の
に
し
て
乾
燥
の
方
法
の
異
る
や
其
三
国
子
の
相
互
作
用
も
亦
相
異
る
に
よ
-
て
乾
燥
と
容

積
重
亡
の
関
係
に
相
違
を
凍
た
す
も
の
な
h
O

籾
米
を
日
照
に
ょ
,JB
て
乾
燥

･して
後
に
粗
摺
し
た
る
玄
米
は
乾
煉
ご
共
に
正
比
的
に
其
容
積
重
を
埠
加
し
叉
玄
米
を
火



カ
に
で
強
-
乾
煉
す
る
痔
は
乾
燥
1)共
に
正
比
的
に
其
容
積
重
を
有
畑
す
れ
で
も
玄
米
の
値
に
て
直
接
日
照
に
ょ
･Lh
て

乾
捜

し
或
は
乾
燥
剤
に
て
徐
々
に
乾
燥
す
る
時
は
乾
燥
の
度
堵
加
亡
共
に
反
此
的
に
其
容
積
重
を
減
少
す
O

l
度
乾
燥

し
た
る
玄
米
を
温
潤
･

し
た
る
客
気
中
に
放
置
す
る
亡
き
は
乾
煉
方
法
の
如
何
に
開
せ
ず

一
般
に
吸
混
じ
共
に

其
容
積
重
を
減
少
す
O
之
れ
主
と
し
て
粒
の
重
畳
埠
加
よ
h
も
其
膨
脹
す
る
こ
}J
大
な
る
に
基
-
な
り
｡

立
米
の
乾
混
}J
容
積
重
と
の
踊
係
を
見
る
に
其
乾
燥
の
方
睦
の
異
る
に
依
り
て
両
者
の
関
係
に
差
異
あ
り
故
に
虞
義
に

&
'て
容
積
重
の
大
小
を
以
て
米
粒
の
含
水
量
の
多
少
を
決
定
す
る
の

T
戟
1J
な
す
こ
}J
碓
は
す
｡
さ
れ
'･,J
農
家
は
粗
米

を
日
照
に
ょ
･｡
叉
は
火
力
に
て
乾
燥
し
て
後
に
玄
米
亡
L･t寸
を
常
ど
す
O
然
る
亡
き
は
玄
米
の
含
水
量
と
其
容
積
重
の

大
小
と
は
正
比
的
に
材
披
す
る
も
の
な
れ
ば
狭
義
に
於
て
嘗
際
の
玄
米
審
査
上
に
て
は
ま
-
乾
燥
せ
る
こ
と
は
芙
蓉
積

重
な
大
な
ら
し
む
る

7
回
U
見
徹
し
得
る
な
-
q

三
'
籾
米
の
乾
韻
亡
容
積
童

子
が
粗
米
の
乾
韻
と
容
積
重
亡
に
つ
き
で
研
究
し
て
得
た
る
結
果
は
次
の
如
し
O

粗
米
の
容
積
重
は
其
乾
燥
及
攻
韻
に
よ
り
て
舜
化
す
.
こ
れ
含
水
量
の
埼
減
と
粗
米
の
大
さ
の
痩

化
と
の
相
互
作
用
に

ょ
る
な
･e
一.
而

し
て
乾
燥
の
方
法
の
異
る
や
伸
二
原
因
の
相
互
作
用
相
異
る
が
故
に
其
乾
燥
度
と
容
積
重
と
の
関
係
は

相
異
な
る
な
･cIO
又
粗
米
を
日
照
に
よ
-
又
は
乾
燥
剤
に
よ
-
て
乾
燥
す
る
時
は
乾
燥
の
度
相
加
"
共
に
概
し
て
其
容

積
重
を
材
加
す
れ
+･J

火
力
に
ょ
･>
強
-
急
激
に
髭
燥
す
る
時
は
其
容
積
重
は
反
っ
て
椀
少
す
｡

7
度
乾
燥
せ
る
粗
米

三
三



三
四

を
張
潤
せ
る
客
気
中
に
放
置
し
吸
水
せ
し
む
る
時
は
乾
燥
の
方
法
の
如
何
に
開
せ
ず
吸
水
と
共
に
美
容
積
量
も
亦
規
則

正
し
-
相
加
す
.
而
し
て
粗
米
は
日
照
或
は
乾
燥
剤
又
は
火
力
に
よ
-
て
乾
燥
す
る
時
は
其
容
積
重
の
舜
化
は
相
異
る

が
故
～
.粗
氷
は
其
容
赦
重
に
よ
･･1
て
乾
娩
頗
歓
決
定
す
d
･=
ビ
能
は
す
.

右
の
成
績
は
衣
の
誌
上
に
て
蓉
表
せ
ら
れ
た
-
0

近
藤
蔑
太
郎
著

立
米
の
容
積
重
に
就
き
て

農
重
曹
報
第
首
五
十
三
流
'
大
正
四
年
五
月
.
三

二
ニ
ー
三
四
七

触
感

娼

響

叛
米
だ

真

の
乾
苧

芸

容
慧

-

-

に
撃

て

墓

曾
我
苦

手

入
蚊
.
大
正
五
芙

月
･
五
〇
四
-
空

.

M
･
K
o
N
D
O
,

U
n
lersuch
ung
en
iitR
r
d
as
V
o
tum
g
evpich
l
d
es
en
th
iilslen
R
eisk
o
rn
eS･
B
el･
d･
G
h
lrl
1
邑
･
f･
L
a11d
w
･
F
o
rsch
urlgen
･
Ijd
｣
,

ZJ
ef=
J
t
9
)
6
.
S
.
I-

26.

糠

層

の
厚

さ

の
測

定

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎

玄
米
の
審
査
に
於
で
は
種
々
の
事
項
に
つ
き
観
察

J
其
良
否
を
査
定
す
.
而
し
て
糠
居
の
厚
薄
は
鴇
き
耗
h
の
圭
L1
る

原
因
な
る
が
故
に
来
賓
審
査
に
於
で
最
も
菜
要
な
る
事
項
な
･･1
.
徒
兼
米
を
解
剖
的
に
研
究
し
其
構
造
を
記
載
L
た
る

も
の
少
か
ら
す
.
さ
れ
で
社
家
数
多
の
試
料
を
用
ひ
て
糠
屠

り各
部
分
に
つ
き
其
厚
薄
を
測
定
的
に
精
細
な
る
研
究
を

な
し
米
の
熟
度
だ
糠
膚
の
厚
さ
と
の
関
係
'
品
稽
ビ
独
居
の
厚
さ
と
の
関
係
'
赤
米
及
精
米
の
糠
膚
の
特
性
等
を
解
剖

的
測
定
的
に
研
究
J
た
る
も
の
な
し
.
よ
-
て
予
は
右
に
つ
き
で
研
究
-

た

る
に
次
の
結
果
を
得
た
～-/0



米
は
熟
炭
の
異
な
る
に
よ
h
て
糠
膚
に
厚
薄
あ
h
.
金
糠
犀
は
乳
熟
に
於
て
厚
-
し
て
黄
熟
に
至
-
稀
!
薄
-
な
れ
.･,J

黄
熟
以
後
に
於
で
は
著
し
き
葬
化
な
し
.
糠
の
外
層
(
果
皮
'
種
皮
)は
乳
熟
の
時
は
甚
｢
厚
さ
も
漸
次
熟
度
の
進
む
に

徒
ひ
て
薄
-
な
･E
t完
熟
に
遷
し
て
最
も
滞

･し
｡
内
層
(
外
騒
乱
及
糊
粉
盾
)は
前
に
反
し
て
乳
熟
の
時
は
津
-
し
て
漸
次

熟
度
の
進
む
に
従
ひ
厚
-
荏
-
完
熟
に
於
で
最
も
厚
J
.
内
層
が
金
原
L
'対
す
る
比
は
乳
熟
に
於
で
最
も
小
に
C
て
熟

す
る
に
徒
ひ
大
ど
な
り
完
熟
に
於
て
最
大
な
･L
,｡
故
に
米
が
よ
-
熟
す
れ
ば
其
糠
中
に
は
糊
粉
及
脂
肪
倉
皇
を
埠
加
す

べ
し
｡

米
の
品
秤
の
兵
な
る
や
糠
層
に
厚
薄
あ
-
.
下
米
品
種
に
於
で
最
も
厚
-
中
米
'
上
米
と
順
次
米
質
善
良
Ll
る
品
種
に

於
で
順
次
に
津
し
｡
糠
の
外
層
は
下
米
に
於
で
最
も
厚
-
中
米
.
上
米
に
於
で
順
次
に
滞

.し｡
之
れ
果
皮
は
下
米
に
於

で
最
も
厚
-
中
米
'
上
米
に
於
で
順
次
に
津
け
れ
ば
な
り
｡
内
層
も
亦
下
米
に
於
で
厚
-
上
米
に
於
で
薄
L
O
之
れ
糊

粉
骨
も
亦
下
米
に
於
で
厚
-
上
米
に
於
て
薄
け
れ
ば
な
-
O
さ
れ
で
仝
糠
盾
に
封
す
る
内
居
の
厚
さ
の
比
は
上
米
に
於

で
最
も
大
に
し
て
下
米
に
於
て
小
な
h
.
さ
れ
ば
米
質
良
き
米
よ
-
得
た
る
糠
は
米
質
悪
し
き
米
よ
り
得
た
る
も
の
よ

-
も
槻
粉
及
脂
肪
の
含
量
多
J
O
精
米
に
降
し
糠
を
生
す
る
こ
ざ
最
も
少
-
し
て
且
つ
糠
の
滋
養
成
分
の
含
量
最
も
大

な
る
も
の
を
得
ん
と
せ
ば
米
贋
佳
良
な
る
品
種
を
選
び
で
最
も
よ
-
登
熟
せ
L
む
ベ
J
.

精
米
の
糠
膚
は
各
部
分
共
に
糎
米
に
比
一し
て
概
し
て
厚
-
し
て
恰
も
糎
の
下
米
に
近
似
せ
-
.
さ
れ
で
品
種
の
異
な
る

･
に
ょ
ID
糠
居
に
厚
薄
あ
れ
ば
育
種
に
.･言
Tl
で
糠
膚
の
厚
き
品
種
を
作
る
こ
W
を
得
べ
し
.

三

五



三

六

.
赤
米
は
英
和
皮
細
胞
が
膨
大

･して
式
中
に
赤
色
物
質
を
充
填
す
る
が
故
に
赤
色
を
呈
す
る
な
-
.
普
通
の
白
色
光
に
て

は
精
度
は
甚
だ
滞
-
し
て
其
厚

7
｢
ミ
ュ
ー
｣を
超
え
ざ
れ
で
赤
米
に
て
は
七

-
九
｢
ミ
ュ
ー
｣
に
透
す
.
殊
に
糠
膚
は
厚

-
且
つ
赤
色
物
質
は
果
皮
の
内
面
に
位
せ
る
が
故
に
精
白
雲
Pi.す
に
長
時
間
を
要
す
?
な
h
.

陸
稲
米
の
糠
層
は

T
股
に
水
沼
よ
-
も
厚
き
も
の
に
あ
ら
す
.
殊
に
外
盾
は
上
米
の
加
-
薄
し
.
内
盾
は
比
較
的
に
甚

だ
厚
-
名
め
に
内
層
の
粂
糠
盾
に
封
す
る
比
は
上
米
に
於
け
る
よ
-
も
何
大
な
る
&
.認
め
た
-
.
さ
れ
ば
糠
は
良
き
水

沼
米
の
如
-
多
-
の
糊
粉
及
脂
肪
を
合
有
す
べ
L
.

近
藤
高
大
部
署

光
の
糠
盾
の
厚
さ
に
銑
さ
て

農
事
骨
報
弟
首
八
十
五
車
､
大
正
七
年

1
月
.
七
〇
-
九
〇

M
･
K
o
N
I)0
,
U
n
te･such
un
get)
iib
e･
d
ie
D
icke
d
er
R
eisk
teiesch
ich
t.
B
e･.
d.
O
h
a･a
･lt
)st.
f.
L
at)dw
.
Fo
･sch.B
d
.
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rTe
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9
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米

穀

貯

蔵

に
関

す

る
研

究

農

事

博

士

近

藤

講

太

郎

貯
戒
に
伴
ふ
米
質
の
頻
化
は
米
の
研
究
特
に
貯
蔵
問
題
中
甚
.tl
重
要
な
る
事
項
な
る
は
言
ふ
な
供
花
や

.

予
等
大
正
五

年
水
石
に
つ
き
種
々
の
試
料
を
用
ひ
て
研
究
し
っ
･･
あ
-
.
其
調
査
項
目
は
俵
米
の
温
度
'
含
水
量
'
千
枚
重
'
容
積

重
'
吸
水
カ
'
剛
度
'
釜
殖
歩
合
'
酵
素
等
の
舜
化
な
-
.
結
果
の
大
要
を
述
ぶ
れ
ば
次
の
如
し
.

一
'
儀
米
の
温
度



予
等
が
研
究
所
の
簡
易
な

る
小
倉
庫

に
つ
き
て
祝
電
せ
る
所

に
ょ
れ
ば
俵
米
泡
は
夏
季
及
秋
季
に
於
て
は
倉
庫
温
ま
A

も
高
-
し
て
冬
季
及
春
季

に
は
反
っ
て
低
さ
を
見
た
-
.
又
完
全
な
る
土
戒
に
多
量
の
俵
米
を
堆
積

Jた
る
も
の
に
つ

き
て
調
査
J
た
る
所

に
ょ
れ
ば
夏
季

L
'は
下
層
に
積
ま
れ
た
る
俵
に
於
て
は
前
例
の
如
-
俵
米
粗
が
倉
庫
温
よ
-
も
高

さ
こ
と
あ
れ
で
上
部

_こ
至
る
に
徒
ひ
て
反

っ
て
俵
米
粗
は
倉
庫
組
よ
A
も
低
し
.
冬
季
に
於
て
は
倉
庫
の
下
部
よ
り
上

部
迄
常
に
俵
米
温
は
倉
庫
温
よ
-
も
低

L｡
倉
庫
の
温
度
は
夏
季
'
冬
季
共

に
下

部
よ
-
上
部
に
至
乙
に
徒
ひ
て
益

･L･

高
温
ど
な
る
な
-
O
従

っ
て
俵
米
も
下
部
に
積
ま
れ
た
る
よ
-
も
上
部
に
積
ま
れ
た
る
も
の
に
於
て
高
漁
な
A
.
さ
れ

ば
換
気
其
他
の
方
法
に
ょ
-
て
倉
庫
内
の
上
部
の
客
先
及
上
部
の
俵
米
を
冷
却
せ
し
む
る
こ
ビ
必
要
な
･｡
O
又
俵
米
泡

は
倉
庫
漁
の
高
ま
る
時
或
は
米
の
水
分
含
量
多
き
亡
き
等
に
高
ま
る
は
勿
論
な
る
が
又
音
曲
の
費
生
に
よ
-
で
も
甚
･･3

-
上
昇
す
る
も
の
な
-
.

二
'
俵
米
の
水
分
含
量

俵
米
の
水

分
倉
皇
は
貯
寂
久

し
け
れ
ば
次
第
に
波

少す
O

又
客

中の

水
分
含
量

に
ょ
Iで
著
し
き
影
響
を
蒙
-
て
埠
披

す
る
も

の
に

し
て
Z
年
中
に
て
は
六
月
'七

月
に
水
分
は
最
大
量

だな
-て
十
二
月
二
月
に
最
小
量

ど
な
る
な
る
-
.

俵
米
は
貯
頻
の
始
め
に
於
で
艮
-
乾
燥
さ
る

-
も
又
そ
の
乾
捜
不
良
な
る
も
何
れ
も
貯
液
中
に
峯
中
よ
り
漁
気
を
班
牧

し
て
水
分
倉
皇
は
雨
着
共
に

7
時

T
致
す
る
こ
と
あ
り
O
さ
れ
で
数
年
貯
兜
後
水
分
の
披
せ
し
時
_二
は
初
め
に
艮
-
戟

燥
さ
れ
･し
も
の
にこ
は
鏡

に
も
水
分
は
ノ少
な
-
初
､め
乾
燥
若
し
か
-
し
も
の
に
は
後
に
も
水
分
は
多
-

して
両
者
の
水
分

三
七



三
八

含
量
に
差
異
あ
･･1
｡
上
米
'
中
米
'
下
米
等
米
賓
む
差
兵
に
よ
A
で
貯
戒
中
に
水
分
含
量
の
堵
波
に
差
異
を
呈
せ
ず
｡

又
籾
米
の
水
分

含
量
の
葬
化
も
玄
米
に
於
け
る
ビ
同
じ
.
而
し
て
倉
庫
内
の
温
度
は
下
部
に
大
に
･･)で
上
部
に
至
る
に

徒
ひ
て
轟
～
波
少
す
O
さ
れ
ば
倉
庫
を
乾
燥
し
米
の
水
分
含
量
を
少
か
ら

Lめ
ん
に
は
倉
庫
の
下
部
の
客
気
を
乾
燥
す

る
Li
注
意
す
べ
し
0
又
倉
庫
外
の
客
気
が
倉
庫
内
の
客
気
よ
-
も
寒
冷
に
し
て
水
蒸
気
破
カ
の
小
な
る
時
は
倉
庫
を
開

廃
し
之
だ
反
射
な
る
時
は
開
扉
す
べ
も

例
へ
ば
夏
季
に
董
間
は
倉
庫
を
開
扉

し
夜
間
開
扉
す
る
が
如
し
.

三
'
玄
米
の
千
枚
重
量

玄
米
の
千
社
重
量
は
其
貯
戎
久
し
け
れ
ば
漸
次
に
減
少
す
.
又

1
ケ
年
間
に
於
で
は
春
夏
に
於
で
千
枚
重
は
大
に
し
て

秋
冬
に
於
で
小
な
h
.
千
枚
重
の
検
少
は
水
分
の
減
少
'
呼
吸
作
用
に
伴
ふ
物
質
の
減
耗
'
轟
徴
害
等
に
困
る
も
の
な

る
が
千
社
重
埠
加
は
水
分
の
堵
加
に
困
る
な
-
.
玄
米
の
乾
燥
良
好
な
ら
ば
千
枚
重
の
械
少
は
小
な
れ
.A,J
乾
燥
不
良
な

ら
ば
其
減
少
は
大
な
-
.

玄
米
の
千
社
重
は
米
質
の
良
否
に
よ
-
て
美
顔
化
に
差
異
あ
る
を
認
め
ず
.
叉
粗
米
の
千
枚

童
顔
化
は
玄
米
に
於
け
る
ど
同
じ
.

四
'
米
の
容
積
重

俵
米
の
容
積
重
は
貯
頗
年
数
A,J
共
,J
堵
加
す
.
さ
れ
で
五
ケ
年
後
に
は
大
に
減
じ
た
-
.
叉
季
節
に
よ
-
て
容
積
重
は

材
波
す
.
六
月
よ
-
十
月
迄
は
小
に
し
て
十
二
月
よ
-
]
育

造
は
大
な
A
U
而
し
て
自
徐
の
月
は
其
中
途
に
あ
る
な
-
.

よ
-
乾
燥
せ
ら
れ
LJ
る
米
､
又
品
質
の
良
好
な
る
米
は
貯
液
中
常
に
大
な
る
容
積
重
を
有
す
.
粗
米
の
容
穂
重
は
夏
季



に
&
'て
少
し
-
小
'
冬
季
に
於
て
少

し-
大
な
る
を
認
ひ
れ
'～J
美
顔
化
は
玄
米
の
加
-
甚
し
か
ら
ず
.

五
'
米
の
吸
水
能
及
吸
水
膨
脹
能

米
を
浸
水
し
た
る
時
に
現
は
る
･～
米
の
汲
水
膨
脹
歩
合
及
加
重
歩
合
は
米
の
貯
蔵
年
月
･fJ
密
接
の
関
係
ゐ
･JB
で
貯
蔵
年

月
の
久
し
き
にこ
徒
ひ
て
規
則
正
し
-
吸
水
及
膨
脹
能
は
轟
-
波
少
す
.
今

貯
威
月
数
を
ガ

写
し
吸
水
膨
脹
歩
合
叉
は
加

重
歩
合
を

ク
ビ
L
e
.

花
を
常
数
だ
せ
ば

jJI
a
,1n
の
関
係
を
呈
す
.
さ
れ
ば
汲
水
及
膨
脹
能
を
測
定
す
れ
ば
俵
米
の

貯
戒
年
月
敦
を
推
定
す
る
を
得
'
米

tiL汲
水
及
膨
脹
髄
は
米
の
水
分
合
豊
に
よ
-
て
差
異
あ
る
は
言
ふ
迄
も
無
し
｡
さ

れ
..,J
貯
戎
年
月
に
よ
I
で
其
頻
化
す
る
にこ
此
す
れ
ば
其
影
響
は
極
め
て
微
衷
な
-
.

1
年
中
の
季
節
に
件
ふ
酸
水
及
膨

脹
龍
の
感
化
は
極
め
て
小
な
-
千

六
､
米
の
剛
度

米
の
剛
度
は
貯
戎
年
数
ご
共
'1
珂
加
す
.
又
季
節
に
ょ
b
て
剛
度
は
舜
化
し
て
六
月
よ
JL,九
月
迄
は
最
小
u
な
･,
'
十

f
月
よ
-

7
月
又
二
月
迄
は
最
大
t･6
-
.
米
の
乾
燥
亡
そ
の
剛
度
W
相
伴
ふ
は
言
ふ
迄
も
L･4
-
.

七
'
米
の
鴇
き
耗

米
は
安
全
に
貯
減
せ
ら
れ
し
な
ら
ば
其
鴇
き
耗
は
寧
ろ
貯
鹿
年
数
亡
共
に
波
や
.

7
年
申
に
で
は
七
月
'
八
月
は
鴫
き

耗
が
最
大
に
し
て
十
二
月
'

7
月
'
二
月
に
最
小
L･.
･･}･0
米
質
及
乾
燥
の
良
否
に
ょ
-
て
抱
き
耗
に
差
異
あ
る
は
言
を

倹
た
す
.

三
九



四
〇

八
'
米
の
釜
殖
'
食
塊
'
粘
性

米
は
貯
藤
久
し
け
れ
ば
其
釜
苑
は
大
な
-
.
又
乾
燥

よ
き
時
に
釜
苑

の大
な
る
=
空
言
を
侯
た
す
O

季
節

に
ょ
-
又
上

中
'
下
米
に
よ
-
て
生
す
る
釜
苑
の
差
異
は
甚
だ
小
な
-
.

而
･し
て
夏
季
に
於
で
梢
小
に
J
て
冬
季
に
稽
大
な
-
.
米

の
食
味
は
貯
寂
と
共
に
劣
座
す
O
而
し
て
食
味
よ
-
せ
ば
玄
米
の
貯
減
年
限
は
二
ヶ
年
に
し
て
永
-
も
三
ヶ
年
迄
な
JJE,

ど
す
.
又
米
糊
の
粘
性
は
米
の
貯
裁
年
政

･̂J
共
に
減
す
｡
夏
季
を
過
ぐ
る
ご
と
に
急

に
粘
性
を
失
ふ
.
三
岡
夏
季
を
過

ぐ
れ
は
夏

に
急
に
粘
性
を
械
す
る
な
-
.
申

し
て
米
の
乾
燥
の
よ
き
時
或
は
米
質
の
良
好
な
る
時
は
其
糊
の
粘
性
は
大

な
り
〇

九
'
米
の
蓉
芽
力

立
米
の
脊
芽
カ
は
収
穫
翌
年
の
五
月
迄
は
完
全
に
保
た
れ
'
六
月
'
七
月
に
於
て
披
じ
始
め
'
八
月
に
急
に
減
退
L
t

九
月
に
は
極
め
て
少
数
が
蓉
芽

し
.
十
月
に
は
殆
ん
で
死
滅
一し
て

一
再
に
達
せ
ず
.
十

1
月
に
は
全
部
死
す
｡
乾
燥
の

良
好
な
る
米
或

は
米
質
の
良
き
も
の
に
於
て
は
蓉
芽
カ
の
保
存
可
な
-
.
粗
米
の
尊
芽
カ
は
玄
米
tJ同
じ
-
貯
寂
と
共

に
減
ず
れ
で
其
保
存
は
朽
良
好
に
し
て
十

7
月
後
に
も

1
宛
位
は
寮
芽
カ
あ

-
.

十
'
酵
素
の
活
力

米
の
デ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
活
力
は
翌
年
の
七
月
に
急
に
減
す
.
リ
パ

ー
ゼ
及
ペ
ル
オ
キ

シ
ダ

ー
ゼ
の
活
力
は
八
月
後
に
急

に
披
少

一し恰
も
米
仏
脊
芽
カ
の
減
退
に
伴
ふ
O
カ
タ
ラ

ー
ゼ
の
活
力
は
貯
減
中
に
漸
次
淑
ず
れ
で
薯
し
き
塵
化
無
し
.



又
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の
反
旗
は
常
に
認
め
ら
れ
其
葬
化
無

し
.

十

一
'
今
摺
米

今
摺
米
の
米
質
変
化
の
状
況
は
秋
摺
米
に
於
け
T
ビ
同
じ
.
乾
燥
不
良
な
る
今
摺
米
に
で
は
粗
摺
歩
命
少
な
-
穐
き
耗

b
多
-
且
つ
産
質

J易
き
な
.～
の
憂
あ
れ
..,J
之
は
秋
摺
貯
寂
光
に
於
で
も
同
じ
-
怒
む
る
朗
な
-
.
通
菅
に
乾
燥
せ
し

今
摺
米
に
就
き
て
は
右
の
如
き
映
鮎
を
怒
む
る
こ
ど
な
L
O

十
二
'
貯
穀
袋

貯
穀
袋
の
使
用
は
轟
音
防
除
に
有
数
な
り
.
而
し
て
柾
質
強
靭
な
る
日
本
舵
に
て
作
ら
俵
共
の
際
に
破
現
せ
ら
る
-
1,)

ど
な
-
又
俵
の
南
口
の
折
目
が
緊
密
に
接
着
し
て
息
の
佳
人
し
得
ざ
る
を
第

一
の
要
件
ど
す
O
而
し
て
柿
蛙
の
塗
布
は

和
音
の
効
果
あ
h
.

十
三
'
米
穀
貯
寂
の
要
項

米
穀
貯
寂
の
要
項
は
乾
燥
､
防
蔽
'
密
封
及

願
畠
等
な
-
O
是
等
の
事
項
に
注
意
し
て
倉
庫
の
位
置
､
構
造
及
管
理
､

俵
装
'
容
器
'
調
製
等
に
つ
き
改
善
を
計
ら
ざ
る
ペ
か
ら
す
｡

近
藤
寓
太
耶
者

米
穀
貯
蔵
にこ
関
す
る
折
究

大
原
農
業
研
究
所
特
別
観
官
第
二
野
､
大
正
十
四
年
八
月
､
農
畢
講
撮
集
第
五
巷
'
大
正
十
二
年
七
月
､

1
-
二
五

舵
増

設

昔

俵
光
の
汲
座
に
警

て

警

研
芸

↑
重

大
葺

1年
二
月
=

⊥

七

純
増

詣
者

米
雷

管

に於
け
ろ
米
宗

書

生
の
憲

に

警

て

糧
食
研
究
竺

十
雫

大
字

孟

買

T

l四

如

甑

蒜
青

光
若

菅

に
雷

鼻

の
吸
水
望

吸
歪

麓

の
誓

.1
雪

空

研
究
竺

十

重

大
正
十
二
葉

月
二

王

1

日

]
･



匹
こ

粗

種

の
賛

芽

に
関

す

る
研

究

農

畢

博

士

近

藤

薦

太

郎

1
'
粗
種
の
筏
熟
及
蓉
芽

或
る
植
物
の
柏
手
は
速
度
の
熟
期
に
蓮
す
る
も
採
種
後
直
ち
に
登
芽
せ
･し
め
ん
が
薦
め
た
ど
ひ
之
に
適
菅
の
温
熱
'
水

分
及
酸
素
を
供
給
す
る
も
蓉
芽
す
る
こ
ざ
無
-
し
て
採
収
後
若
干
期
日
放
置
し
た
る
後
に
於
て
初
め
て
蓉
芽
す
る
も
の

な
る
は
既
に
知
ら
ろ
･･
革
質
な
り
.
戯
粒
に

於
で
も
亦
収
穫
即
時
蓉
芽
せ
し
め
ん
だ
す
る
も
芙
蓉
芽
不
良
に
し
て
敦
週

を
経
過
し
LJ
る
後
に
於
で
整

1
に
費
芽
を
な
す
も
の
な
-
O
か
-
種
子
は
収
穫
即
時

に
は
未

だ蓉
芽
す
る
カ
な
く
若
干

期
間
内
に
発
芽

rTjt準
備
を
宴

-し
此
準
備
の
終
る
や
何
時
に
で
も
蓉
芽
に
遮
音
な
<･境
遇
に
あ
れ
ば
直
ち
に
聾
芽
す
る
も

の
に
し
て
抹
稽
彼
に
於
け
る
此
費
青
を
ば
禰
し
て
後
熟

三
吉
ふ
.
粗
種
に
つ
き
て
未
だ
其
後
熱
を
研
究
し
た
る
も
の
な

し
.
予
は
大
正
四
年
よ
-
六
年
に
亙
-
栢
七
種
々
の
熟
期
に
刈
取
-
壬
宇
一し
て
後
熟
1)
蓉
芽
と
の
関
係
に
つ
き
で
研
究

し
併
せ
て
乾
燥
及
日
光
の
蓉
芽
に
及
ぼ
す
影
響
及
不
健
全
蓉
芽
等
に
つ
き
で
研
究

し
LJ
-
O
試
料
ビ

し
て
大
正
四
年
に

於
で
碓
町
'
紳
カ
'
日
の
出
選
及
盲
備
穂
を
用
ひ
大
正
五
年

に
は
群
慶
'
雄
町
'
日
の
出
選
'
苫
備
穂
及
耐
力
を
用
ひ
た

一

･JP
.

此
等
の
諸
品
種
を
乳
熟
'黄
熟
'完
熟
及
過
熱
の
四
期
に
分
も
て
試
料
1
.す
.
か
-
し
て
採
牧
せ
し
籾
精
を
種
々
の

方
法
に
て
貯
寂

し
で
時
々

一
定
期
間
を
置
き
で
取
-
出
だ

･J
芙
蓉
芽
を
調
査
せ
･c
l.
右
嘗
歯
の
結
果
は
次
の
如
し
0

粗
種
は
乳
熟
に
て
粒
の
内
容
未
だ
乳
状
を
LL･.す
時
は
其
費
芽
歩
合
甚
だ
少
な
け
れ
で
も
良
-
後
熟
せ
し
ひ
れ
ば
健
全
に



費
芽
す
る
カ
あ
･･,
.
既
に
責
熟
に
達
し
粒

の内
容
固
ま
る
に
到
れ
ば
後
熱
完
了
亡
共
に
完
全
に
蚤
芽
す
｡
完
熟
は
若
干

の
後
熱
を
要
し
'
過
熟
に
於
て
は
殆
ん
'･JJ
後
熟
を
保
た
ず
J
て
完
全
に
蓉
芽
す
｡
而
し
て
粗
種
を
乾
燥
す
れ
ば
急
速
に

叉
温
潤
な
れ
ば
徐
々
に
後
熟
を
湾
す
｡
漸
次
乾
燥
す
れ
ば
乳
熟
に
て
は
早
き
は
五
日
'
普
通
約
十
五
日
'
黄
熟
に
で
は

三
箇
月
に
て
後
熟
を
完
了
す
.
完
熟

.Jこ
て
は

1
箇
月
を
座
れ
ば
後
熟
を
完
了
す
｡
撮
潤
せ
L
む
れ
ば
後
熱
緩
徐
な
れ
ど

後
に
は
乾
燥
保
存
よ
-
も
其
成
績
良
好
な
-
O
叉
未
熟
且
後
熟
未
完
の
粗
種
は
蓉
芽
開
始
遅
疑
に
し
て
且
長
期
聞
達
積

載
芽
す
れ
ぎ
熟
す
る
に
徒
ひ
或
は
後
熱
完
了
す
れ
ば
蓉
芽
早
-
且
頬
期
間
に
丑

Z
に
蓉
芽
す
る
も
の
な
り
0

枚
穫
即
時
に
於

て登
芽
不
良
な
る
粗
種
も
之
を

1
度
日
光
に
曝
･し
て
乾
燥
し
た
る
後
に
畳
床
す
れ
ば
急
に
蓉
芽
を
促
進

す
.
殊
に
乳
熟
'
黄
熟
に
於

で編
著
な
る
を
認
め
た
･E,｡
又
未
熟
且
後
熱
未
完
の
籾
種
は
之
を
光
線
L'照
ら
し
て
費
芽

せ
L
ひ
れ
ば
暗
黒
理
よ
り
も
大
に
登
芽
を
促
進
す
｡
さ
れ
+,J既
に
良
-
熟
し
或
は
後
熱
完
了
の
も
の
に
で
は
明
暗
は
費

芽
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
.

籾
種
の
費
芽
に
際
J
で
は
種
々
の
不
鰹
重
な
る
費
芽
を
な
す
｡
而
し
て
乳
熟
に
で
は
幼
根
の
み
を
伸
長
し
て
幼
芽
を
出

さ
tj
る
も
の
最
も
多
し
0
之
に
反
し
て
黄
熟
'
完
熟
'
過
熱
に
で
は
幼
芽
の
み
伸
長
し
て
幼
根
を
出
さ
ず
或
は
甚
だ
遅

れ
て
膝
軸
の
元
よ
り
副
根
を
叢
生
す
る
も
の
著
し
-
多
し
｡
過
熱
に
於
て
は
是
等
不
健
全
費
芽
は
浪
少
す
.A｡
後
熟
に
よ

-
蓉
芽
歩
食
材
加
す
る
時
は
健
全
な
る
費
芽
の
埠
加
す
る
は
素
よ
-
な
れ
で
叉
不
健
全
発
芽
の
生
す
る
こ
と
も
多
し
.

蓉
芽
試
嶺
に
際
し
7
ザ
ヴ
ュ
ー
ム
の
養
生
を
見
た
る
が
此
ブ
ザ
リ
ユ
ー
ム
は
暗
黒
裡
よ
-
も
日
光
に
照
さ
る
J･･t時
に
よ

E
Z三



四
四

-
昔
生
し
翁
め
に
幼
芽
が
光
る
･･
も
の
著
し
-
多
き
を
醒
め
た
-1
.

二
'
粗
種
の
浸
水
だ
蓉
芽

抑

-
籾
種
を
浸
水
す
る
は
粗
種
に
改
め
十
分
の
水
を
吸
収
せ
し
め
置
き
で
苗
代
に
於
で
籾
秤
の
作
動
を
防
ぐ
.i,
共
に
下

種
後

7
両

日
に

L
で
費
芽
せ
･し
め
ん
だ
す
る
に
あ
-
て
其
意
義
は
催
芽
に
あ
る
な
h
.
予
は
従
妹
の
粗
抑
浸
清
の
畢
詮

に
つ
き
で
疑
を
有
す
る
も
の
な
-
O
よ
h
て
浸
清
に
つ
き
大
正
八
年
に
研
究
し
た
-
其
結
果
は
次
の
如

し
O

粗
種
は
浸
漬
水
塊
の
寒
暖
に
ま
A
で
其
吸
水
に
遅
速
あ
る
は
晩
に
世
人
の
知
る
朗
な
る
が
又
水
温
に
よ
-
て
其
飽
和
水

量
に
大
差
あ
-
.
某
水
に
で
は
飽
和
所
要
水
量
が
少
な
-
し
て
暖
水
に
で
は
多
し
.
従
妹
浸
漬
期
間
を
定
む
る
に
粗
相

の
吸
水
飽
和
に
達
す
る
迄
の
日
故
に
よ
-
た
れ
で
是
は
誤
謬
に
･し
て
寧
ろ
曹
該
水
温
に
於
け
る
粗
種
の
費
芽
柳
要
日
数

に
準
蚊
す
べ
L
O
か
-
蓉
芽
所
要
日
軟
に
準
壊
し
て
浸
種
目
教
を
定
む
る
と
き
は
低
温
に
で
は
既
に
水
は
飽
和

一心
た
る

も
僻
若
干
日
間
浸
水
す
べ
き
必
要
あ
る
ペ
-
又
高
温
に
で
は
未
だ
飽
和
水
量
に
達
せ
ず

し
て
既
に
播
種
の
要
あ
る
ペ

J

浸
種
の
目
的
は
催
芽
に
あ
A
で
放
水
に
あ
ら
ず
故
に
苗
代
に
下
種
す
れ
ば
速
か
に
寺
井
成
育
す
る
に
十
分
な
る
期
間
だ

け
浸
漬
す
べ
し
東
･,T･u
地
方
に
で
は
浸
相
の
不
足
を
禰
ひ
或
は
浸
種
目
軟
を
頬
桁
す
る
食
め
PbJ特
別
の
催
芽
法
を
行
ふ
は

適
法
ど
こ
玄
ふ
ペ
･･).
而

一し
て
浸
稚
日
数
の
相
加
ビ
共
に
苗
代
lこ
於
で
粗
種
が
蓉
芽
す
る
二
王
早
き
は
言
ふ
を
供
花
ざ
れ

で
登
芽
後
に
於
け
ろ
根
芽
の
成
長
に
は
特
異
の
影
響
を
鬼
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ず
.

三
'
苗
代
に
於
け
る
籾
種
の
蓉
芽



苗
代
は
稲
作
改
良
上
根
本
的
に
研
究
す
べ
き
問
題
な
る
が
就
中
播
種
後
費
芽

し
て
副
根
を
叢
生

L
幼
苗
の
地
に
直
立
定

着
す
る
迄
約
十
日
間
は
苗
代
管
理
上
最
も
肝
要
な
る
期
間
に
し
て
此
間
の
虚
定
を
誤
ま
ら
ん
か
蓉
芽
不
良
ど
な
り
或
は

根
芽
を
損
傷

･し或
は
苗
は
倒
伏

して
浮
苗
ど
な
Jl
大
な
る
失
敗
を
な
す
こ
と
歌
で
稀
な
ら
す
O
さ
れ
ば
苗
代
の
研
究
に

つ
き
で
も
苗
代
に
於
け
る
粗
積

り蓉
芽
状
態
は
如
何
叉
蓉
芽
後
苗
の
定
着
直
立
す
る
迄
の
根
芽
の
成
長
如
何
を
決
定
す

る
こ
と
其
根
本
な
り
O
徒
木
賃
嶺
室
内
に
於
け
る
籾
の
簿
芽
試
験
叉
固
場
に
於
け
る
苗
代
試
歯
の
成
績
は
種
々
あ
れ
で

も
未
だ
苗
代
に
於
け
る
粗
相
の
蓉
芽
に
つ
き
で
精
細
に
研
究
せ
る
も
の
あ
る
を
聞
か
す
.
さ
れ
ば
予
は
大
正
六
年
よ
-

大
正
八
年
迄
種
々
の
季
節
に
於
で
十
回
小
仕
掛
に
苗
代
を
作
-
て
粗
相
の
蓉
芽
及
費
芽
後
の
生
育
状
態
を
研
究

して
苗

代
に
於
で
最
も
早
-
蓉
芽
せ
J
め
健
全
に
生
育
せ
し
ひ
る
に
は
如
何
L･+
る
事
項
に
注
意
す
べ
き
や
を
明
ら
か
に
せ
-
.

苗
代
は
探
水
､
浸
水
及
飽
和
水
の
も
の
と
し
之
に
川
砂
'
肥
土
'
焼
瓶
類
を
以
て
蓋
ひ
でN
る
も
の
だ
金
′､
蓋
は
ざ
る
も

の
ど
し
又
飽
和
水
'
洩
水
の
も
の
に
て
之
に
槽
開
港
水
し
て
董
聞
落
水
せ
る
も
り
亡
或
は
芽
千
を
行
ふ
ビ
行
は
ざ
る
t)

に
よ
h
て
十
三
種
の
苗
代
を
作
-
LJ
b
O
粗
種
は
雄
町
及
紳
カ
の
二
品
種
を
用
ひ
た
Jl
｡
試
願
の
結
果
は
次
の
如

し
0

苗
代
に
で
は
幼
芽
は
深
水
に
於
で
最
長
-
伸
び
減
水
だ
共
に
短
-
な
る
も
の
な
h

｡

之
に
反

し
て
幼
根
は
浅
水
に
於
で

過
-
出
で
且
兎
-
､
飽
水
に
於
で
最
早
-
出
で
且
伸
ぶ
O
さ
れ
で
幼
根
も
塞
冷
苗
代
に
で
は
深
水
に
於
て
長
-
伸
び
飽

水
に
で
は
萎
縮
し
て
伸
び
ず
｡

7
枚
に
飽
水
苗
代
に
於
で
最
も
強
健
な
る
良
苗
を
生
じ
深
水
苗
代
に
で
は
苗
の
成
積
不
良
な
-
.
さ
れ
ど
寒
冷
苗
代
は

四
五



四

六

異
例
に
し
て
深
水
の
ま
と
放
置
す
る
を
最
良
好
な
b
E
L
汲
水
し
て
浅
水
又
は
飽
水
だ
な
さ
ば
共
成
摸
極
め
て
患
AJ
き

を
認
め
た
-
O
又
苗
代
は
寒
暖
を
間
は
す
董
間
落
水
し
て
夜
間
潅
水
す
る
は
有
害
無
益
に
し
て
寧
ろ
温
暖
及
炎
暑
L1
ら

ば
常
に
落
水
す
べ
-
寒
冷
な
ら
ば
童
樺
潅
水
す
べ
き
t
.
-
O

苗
代
に
川
砂
'
焼
粗
殻
'
肥
土
等
を
撒
布
し
て
覆
蓋
物
を
設
け
粗
種
.SJ重
ふ
は
粗
椎
の
費
芽
及
其
稜
の
生
育
に
患
影
響

を
輿
ふ
る
も
の
一な
J｡
O
又
徒
凍
水
苗
代
に
於
て
は
芽
千
を
行
ふ
な
常
亡
す
れ
+A,J
特
に
芽
干
AJ行
ふ
の
必
要
無
き
な
-
O

浮
苗
は
租
暖
叉
は
高
温
苗
代
に
於
で
は
常

,J起
れ
で
も
寒
冷
苗
代
に
て
は
此
息
な

L
O

之
を
要
す
る
に
温
暖
又
は
炎
暑
に
て
温
熱
の
問
題
を
閑
却
･し
得
る
時
は
苗
代
は
可
及
的
波
水

･し之
に
反

し
て
寒
冷
に
て

温
熱
不
足
す
る
時
は
湛
水
し
て
苗
代
の
温
度
を
高
む
れ
ば
粗
相
の
蓉
芽
及
其
生
育
は
良
好
ど
な
る
な
Jb
O

前
述
の
粗
相
の
馨
芽
に
関
す
る
研
究
は
次
の
誌
上
に
て
馨
乗
せ
ら
れ
た
b
O

M
.
R
o
n
d
o
)

U

b

e.N
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und
K
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苗

代

の
温

度

の
研

究

農

畢

博

士

近

藤

寓

太

郎

p
肌り

予
は
苗
代
の
根
本
的
研
究
の
必
要
あ
る
を
改
め
大
正
五
年
よ
-
之
に
関
す
る
研
究
を
行
ふ
｡
其
事
項
は

1
苗
代
の
温
度

′t＼

】■
れu

IⅣ肌H】

11
れH】

二
苗
代
に
於
け
る
粗
種
の
費
芽
三
苗
の
成
育
四
苗
の
種
類
ビ
米
の
収
量
と
の
開
係
等
な
-
O
次
に
苗
代
の
温
度
に
つ
き

q一川r

iZq

nt柑r

で
其
研
究
の
大
要
を
述

べ
ん
.
苗
代
に
於
け
る
粗
相
の
馨
芽
に
つ
き
て
は
既
に

｢
粗
種
の
馨
芽
に
関
す
る
研
究
｣
に
於

で
述

べ
た
-
.
苗
の
成
育
及
苗
の
種
類
ビ
米
の
牧
童
と
の
関
係
に
つ
き
で
は
其
研
究
大
約
完
了
･J
た
れ
で
未
だ
費
表
す

る
に
至
ら
ず
｡

苗
代
に
下
種

.して
よ
-
速
か
に
蓉
芽
及
成
長
せ
し
め
ん
}J
せ
ば
蒔
き
床
の
温
度
を
高
-
保
持
す
る
こ
と
必
要
な
-
｡
殊

に
塞
冷
な
る
地
方
又
は
寒
冷
な
る
季
節
に
蒔
付
-
る
必
要
あ
る
時
に
於
て
然

h
ど
す
.
よ
h
て
先
づ
大
正
五
年
五
月
に

水
苗
代
の
地
皮
温
及
地
中
温
を
計
-
'
大
正
六
年
に
深
水
苗
代
'
浸
水
苗
代
及
夏
に
淡
水

Jて
飽
和
水
だ
な
し
た
る
苗

代
に
つ
き
で
地
皮
温
を
測
定
し
'
大
正
七
年
に
は
大
約
同
様
の
耳
駿
を
行
ひ
'
大
正
八
年
に
は
吏
-こ
深
水
'
浅
水
､
飽

水
の
外
に
飽
水
に
川
砂
'
肥
土
'
焼
粉
殻
を
撒
布

･J
た
る
も
の
及
深
水
に
焼
粗
殻
を
撒
布
し
た
る
も
の
等
七
種
の
苗
代

を
作
-
て
同
年
四
月
'
五
月
'
七
月
'
八
月
'
十

一
月
､
十
二
月
に
童
夜
に
亙
-

て
苗
代
の
温
度
を
観
測
せ
Jか
.
又
大

正
九
年
五
月
､
六
月
に
は
苗
代
の
水
面
組
だ
水
底
塩
ビ
を
取
測

･

し
平

｡
.
か
-
数
年

に
亙

-
て
観
測
し
た
る
結
果
に
⊥

-
次
の
事
雷
を
認
め
た
-
.

四
七



四
八

寒
冷
な
る
地
方
又
は
塞
冷
な
る
季
節
に
苗
代
を
設
-
る
時
は
苗
代
の
温
度
を
高
-
保
持

して
籾
種
を
し
て
播
相
後
早
-

費
芽
せ
･･j
ひ
る
こ
亡
甚
肝
要
な

ら
.
而
し
て
深
水
〓

寸
水
)苗
代
'
浅
水
苗
代
及
飽
水
苗
代
の
三
種
に
つ
き
著
聞
の
地

皮
渦
を
相
互
に
比
梗
す
れ
ば
約
午
前
十

7
時
迄
は
深
水
苗
代
は
浅
水
及
飽
水
の
も
の
よ
･E,も
其
地
皮
温
は
常
に
低
さ
を

怒
.5
れ
.A,,
式
後
は
逆
樽
･し
て
深
水
苗
代
の
地
皮
温
が
最
高
に
て
浅
水
'
飽
水
の
も
の
順
次
に
低
温
hq
h

O

か
-
し
て
午

前
十
時
､
午
後
二
障
及
五
時
の
三
岡
軌
測
の
平
均
に
ょ
れ
ば
深
水
苗
代
が
最
高
温
に
し
て
浅
水
苗
代
之
に
次
ぎ
飽
水
苗

代
が
最
低
温
な
-
.
水
苗
代
に
て
水
深
七
分
､

7
寸
五
分
及
二
寸
の
も
の
･L･
地
皮
猛
を
比
較
せ
ば
午
前
中
は
七
分
水
苗

代
が
最
高
温
に
て
こ
寸
水
苗
代
が
最
低
況
な
-
.
さ
れ
で
午
後
に
於
で
は
反
っ
て
二
寸
水
苗
代
が
最
高
淵
に
し
て
七
分

水
苗
代
が
最
低
温
な
ら
.
か
-

Jで
午
前
十
時
'
午
後
二
時
及
五
時
の
三
岡
観
測
の
卒
均
に
ょ
れ
ば
水
深

7
寸
五
分
及

二
寸
の
も
の
は
水
深
七
分
の
も
の
よ
･｡
も
其
地
皮
温
は
高
し
.
叉
苗
代
の
水
を
深
-
せ
ば
基
地
皮
温
が
夜
間
に
冷
却
せ

ら
る
1
こ
と
緩
和
に
し
て
飽
水
ど
な
さ
ば
酷

J
-
冷
却
せ
ら
る
ー
こ
ぞ
既
に
知
ら
る
J
が
如
し
｡
右
の
諸
事
晋
よ
-
せ

ば
苗
代
の
地
皮
を

Jで
温
暖
な
ら
し
め
ん
に
は
書
槽
を
通
じ
て
深
水
ビ
な
す
を
最
も
利
な
E
'J･
し
減
水
す
れ
ば
反
っ
て

不
刺
壮
-
｡
而
J
で
水
深
二
寸
迄
は
深
き
程
有
利
な
り
ど
す
.
塞
地
又
は
寒
冷
時
の
苗
代
に
於
で
苛
も
地
皮
温
を
高
め

ん
･kJ
せ
ば
深
水
亡
な
す
こ
亡
肝
要
な
る
べ
し
.
飽
水
叉
は
浅
水
だ
な
さ
ば
其
地
皮
粗
が
纏
め
て
低
温
な
る
が
故
に
寒
冷

な
る
季
節
に
は
之
を
避
け
ざ
る
ペ
か
ら
す
o

苗
代
時
期
が
既
に
温
暖
に

Jで
其
気
温
が
夜
間
冷
却
す
る
も
十
五
度
を
下
る
u
ど
な
-
丑
間
二
十
度
以
上
な
ら
ば
苗
代



を
疎
水
と
な
し
て
特
に
地
皮
温
を
高
ひ
る
の
要
な
き
の
み
な
ら
ず
反
っ
て
採
水
の
名
め
に
粗
種
の
不
健
全
費
牙
及
浮
苗

を
生
じ
て
受
-
る
損
害
が
大
な
る
故
に
汲
水
を
避
け
て
飽
水
又
は
建
水
ど
な
さ
し
む
る
を
良
好
な
･L,
ど
す
.

苗
代
に
川
砂
'
肥
土
'
焼
粗
忽
等
を
撒
布
す
る
は
雀
'
雑
草
'
過
乾
'
鯉
分
等
の
昔
を
防
ぎ
苗
の
抜
き
取
り
を
容
易
な

ら
･し
ひ
る
の
効
果
あ
ら
ん
も
只
苗
代
の
温
度
問
題
よ
b
せ
ば
特
別
に
寒
冷
期
に
て
地
皮
温
室
向
め
糊
神
官
し
て
早
-
餐

芽
成
育
せ
J
ひ
る
の
要
あ
る
時
に
は
是
等
の
嶺
蓋
を
設
-
る
は
反
っ
て
地
皮
渦
を
し
て
低
下
せ
し
む
ろ
が
故
に
之
を
避

け
ざ
る
べ
か
ら
す
O
さ
れ
t,J
若
し
覆
蓋
の
必
要
あ
る
場
合
に
は
焼
籾
殻
の
如
き
を
選
ぶ
を
良
好
な
-
ど
す
.

気
温
ビ
苗
代
温
亡
の
関
係
は
季
節
に
ょ
b
又

T
日
中
の
観
測
時
刻
_こ
よ
-
て
大
に
異
る
も
の
だ
6
-
.
温
暖
乃
至
高
温
な

る
季
節
に
で
は

1
股
に
云

へ
ば
壬
間
の
高
租
な
る
時
刻
に
は
東
独
は
苗
代
地
皮
租
よ
･L,
も
低
-
し
て
聴
聞
冷
却
せ
る
時

に
は
反
っ
て
気
温
が
苗
代
組
よ
り
も
高

▲し
.
さ
れ
で

寒
冷
な
る
季
節
に
て
は
夜
間
に
は
気
温
は
苗
代
の
地
度
温
Jj
-
ち

夏
に
冷
却
低
温
な
-
.
苗
代
を
採
水
k,な
さ
ば
概
し
て
童
聴
共
に
苗
代
租
は
容
気
温
よ
-
も
高
き
が
故
に
寒
冷
期
に
は

深
林
'J
な
し
茂
-
営
利
な
h
ど
す
.
飽
水
苗
代
租
に
於
て
は
董
柁
気
温
よ
b
も
低
温
な
る
の
み
な
ら
ず
聴
聞
に
於
て
も

気
温
に
近
-
冷
却
す
る
が
故
に
保
温
上
甚
だ
不
利
な
-
.

苗
代
の
地
皮
温
亡
地
中
温
亡
の
関
係
は
密
接
な
る
も
の
に
あ
ら
ず
'
地
皮
粗
は
日
々
の
天
候
及
時
刻
に
ょ
り
て
高
低
定

ま
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
地
4
･漁
は
日
々
の
天
候
に
ょ
-
て
急
激
な
る
垂
化
を
受
-
る
こ
と
な
し
.
さ
れ
ば
苗
代
の
粗
雑

馨
芽
LiLは
見
地
中
温
の
み
が
相
隣
係
す
る
も
の
に
し
て
地
中
租
を
考
慮
す
る
の
要
無
し
.

E
九



五
〇

水
苗
代
の
地
皮
粗
だ
水
面
膚
の
温
度
亡
は
相

7
致
せ
す
O
例
へ
ば
五
'
六
月
の
観
測
に
よ
れ
ば
約
午
前
十

7
時
迄
は
水

面
租
が
地
皮
温
よ
L
lも
少
し
-
高
温
な
れ

で十
7
時
後
に
は
地
皮
温
が
反
っ
て
水
面
温
よ
･D
著
し
-
高
さ
を
認
め
た
る

が
如
し
.
右
に
関
す
る
研
究
の
成
棟
は
次
の
誌
上
に
て
費
表
せ
ら
れ
た
-
0

近
藤
高
大
耶
着

苗
代
の
粗
度
の
研
究

島
拳
曾
報
井
二
官
二
十
三
鞍
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大
正
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四
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六
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-
359
,

不
稔
楢
及
縞
楢
に
就
き
.て
の
研
究

農

事

博

士

近

藤

高

太

郎

予
等
は
稀
の
常
型
よ
り
し
て
慶
一
異
型
の
寮
生
す
る
を
藩
め
た
ろ
が
故
に
其
異
型
に
つ
き
て
研
究
せ
-
｡
就
中
不
稔
稀

及
縞
箱
は
頻
化
物
の
重
な
る
も
の
な
-
｡
今
倫
研
究
は
完
了
せ
ざ
れ
で
も
今
日
迄
LF費
表
せ
･L
は
不
稔
稲
の

一
例
及
縞

稀
の

1
汎
樽
性
に
つ
き
で
L･t
b
｡
其
結
果
の
概
略
を
記
せ
ば
衣
の
如

･し｡

甲
'
不
稔
満
の

一
例

予
等
の
研
究
せ

･･)不稔
箱
の

7
例
は
普
通
の
瑠
｢紳
カ
｣

中
に
突
然
に
出
現
せ
し
も
の
L･t
b
.
辞
は
強
-
大
粒
'
有
芭
'

1
帝
に
着
け
る
社
は
少
数
'
比
較
的
に
不
稔
数
多
-
J
で
枯
富
頼
ビ
異
ろ
は
勿
曲
普
通
に
ょ
-
登
現
す
ろ
不
稔
頼
よ
-



も
著
し
-
呉
れ
-
｡
･此
宿
を
ば
欺
年
連
績
し
て
純
系
繁
殖
を
な
す
も
常
に
不
稔
稀
の
み
を
生
じ
て
括
欝
相
を
生
す
る
こ

と
な
し
.
さ
れ
ば
此
不
稔
箱
は
臥
接
合
子
に
し
て
他
に
知
ら
れ
た
る
異
接
合
子
不
稔
帯
亡
は
全
-
其
れ
-
O
不
稔
粒
歩

合
の
甚
だ
大
な
る
こ
亡
他
に
知
ら
れ
た
る
不
稔
宿
に
比
す
べ
-
も
あ
ら
ず
〇
六
ヶ
年
の
平
均
に
於
て
六
七
〆
な
h
O
穂

の
上
に
於
け
る
不
稔
粒
分
布
は
普
遍
的
に

して
特
定
の
分
布
状
態
を
認
め
ず
｡
さ
汁
.A,J
第
二
次
枝
穂
に
於
て
は
第

1
次

枝
穂
に
於
け
る
よ
-
iD
不
埠
壮
楕
～
多
き
が
血
J
.
而
し
て
穂
の
構
造
表
を
作
成
し
て
不
稔
粒
分
布
の
状
態
を
駒
査
せ

-
.
又

丁
株
中
に
於
で
辞
の
長
さ
の
頓
序
に
ょ
-
て
不
稔
粒
歩
合
に
差
異
L.
J
.
出
穂
の
順
序
に
於
て
も
亦
蓋
し
然
る

一べ
き
か
｡

乙
'
藤

沼

縞
帝
は
練
積
に
此
し
て
辞
は
短
か
-
身
重
は
小
に
し
て
穀
粒
は
少
な
-
枕
は
反
っ
て
多
L
t
韮
種
賃
は
軽
小
な
-
.
穂

軸
の
長
さ
に
於
で
は
善
果
な
し
｡
縞
潤
は
線
滞
よ
-
偶
然
に
屡

-費
生
す
O
予
等
が
立
に
圭
ビ
し
て
研
究
せ
し
鵜
沼
は

軸
力
よ
b
偶
然
に
馨
生
せ
る
も
の
な
-
｡
而
し
て
細
胞
の
核
外
に
起
れ
る
建
具
に
蓑
田
す
.
縞
楢
の
次
世
代
に
は
白
市
.

編
稽
及
線
描
を
生
す
｡
白
苗
は
早
-
死
す
.
線
婿
の
次
世
代
は
線
相
の
み
を
生
じ
て
固
定
す
0
縞
箱
の
次
世
代
に
は
日

清
'
縞
稽
及
練
肩
の
三
型
を
生
す
る
こ
ご
前
世
代
の
鵜
沼
ビ
同
じ
｡
以
後
連
年
同

一
現
象
を
線
h
返
す
.
而
･J
て
連
年

べ
デ
グ

リ
ー
栽
培
々
灯
す
も
縞
稽
の
み
を
生
す
る
系
統
叉
縞
稽
ビ
自
酋
ビ
の
み
を
生
す
る
系
統
を
作
る
こ
と
能
は
す
し

て
必
ず
若
干
の
練
稀
を
生
す
.
予
等
が
ま
･k)
し
て
連
年
調
査
せ
し
編
帝
に
於
で
は
其
次
世
代
に
約
六
四
〆
の
自
粛
'
三

五
】



五
二

r
〆
の
縞
潤
及
五
郎
の
練
絹
を
生
じ
其
歩
合
は
大
約

7
足
せ
-
.
而
し
て
甚
だ
多
-
の
日
商
だ
'
甚
だ
僅
少
の
練
婿
を

生
す
る
を
見
た
-
｡
縞
稲
に
は

f
代
Lこ
て
滑
滅
し
次
世
代
に
は
練
絹
の
み
を
生
じ
て
縞
滞
及
白
子
を
鐘
や
ざ
る
場
合
も

屡
､･,
あ
り
｡
籾
種
の
色
ビ
之
よ
-
蛙
す
る
稲
の
色
ど
の
間
に
は
密
接
の
関
係
あ
ら
自
粗
よ
-
は
白
子
を
生
す
.
縮
掴
ま

D
は
白
子
'
縞
箱
及
緑
稲
を
生
じ
様
相
よ
-
は
ま

と
･して
線
描
を
生
や
精
粗
に
で
も
白
色
部
が
多
き
も
の
叉
膝
部
の
側

が
白
色
な
る
亡
き
は
白
子
を
生
ず
る
歩
合
多
-
'
線
色
部
が
多
き
も
の
叉
膝
部
の
側
が
線
色
な
る
も
の
に
は
練
絹
が
多

-
生
す
.
護
穎
及
花
種
の
色
と
稲
の
色
亡
の
閥
に
も
密
接
な
る
関
係
あ
-

O
穂
の
縞
は
モ
ザ
イ
ッ
ク
を
な
す
に
ょ
h
て

呉
れ
る
色
の
粗
の
分
布
も
モ

ザ
イ
ッ
ク
的
な
-
.
故
に
白
苗
'
縞
招
'
様
相
を
生
す
る
粗
種
は
穂
の
上
に
モ
ザ
T
ッ
ク

的
に
分
布
す
｡
縞
婿
は
非
メ
ソ
デ
〝

別
的
斑
菜
に
屈
し
母
膿
遺
博
を
な
し
卵
細
胞
の
原
形
質
に
よ
り
で
子
に
博
は
る

f

例
な

-0

_
佃

蛸璃
響

不
語

の

1
例
に
言

て

菜

食
等

盲

五
品

･
歪

十
二
年
音

近

藤烏
太
郎

武

口元
汲
着

娼
相
の
研
兜

農
草
書
報
第
二
召
七
十
七
戟
~
大
正
十
四
年
十
二
月

藤

本隅
大

槽

の
一交

雑
研
究

理

事

士

山

口

涌

輔

品
種

｢
雄
町
L
t
｢
軸
力
｣

間
の
雄
和
の
後
背
に
現
は
れ
た
る
ど
の
分
離
現
象
に
ょ
れ
ば
､
ど
の
｢
有
無
｣

だ
い
ふ
頼
朝
的



着
眼
も
よ
-
見
た
る
場
合
t

A.ほ
ど
に
関
し
て
単
性
雑
種
な
-

｡
然
れ
で
も
こ
れ
を
量
的
に
見
れ
ば
有
巴
の
個
憶
閥
に

は
種
々
の
(
凡
ゆ
る
～
)程
度
あ
-
て
其
分
布
は
両
親
の
該
特
性
間
に
跨
る
を
見
る
.
恰
も
穎
色

の分
離
が

｢
有
無
｣
だ

い
ふ
相
封
瀧
に
徒

へ
ば
畢
性
雑
種
の
分
離
に
該
普
す
ご
見
る
を
得
可
き
も
t

Z
反
共
の
色
調
の
陰
影
を
考
慮
中
に
入
る

る
や
'
同

7
封
象
が
二
性
雄
種
'
三
性
雅
称
等
の
分
離
に
該
曹
す
る
こ
}J
あ
る
ビ

一
般
な
ら
ん
か
.
但
-
己
の
畳
的
葦

異
が
他
の
孝
井
に
関
す
る
場
合
に
於
て
然
る
が
如
-
外
的
国
子
の
影
響
に
基
因
す
る
こ
と
も
亦
極
め
て
蓋
然
的
な
れ
ば

夫
が
精
密
決
定
は
今
後
の
研
究
に
侯
た
ぎ
る
可
か
ら
す
.

次
に
品
種

｢蹄
カ
｣
'
｢
鳥
櫛
｣

間
の
安
雄
研
究
に
依
っ
て
題
色

り分
離
が
三
牲
雛
租

りそ
れ
に
該
嘗
す
る
こ
と
を
知
-

得
た
-
.
予
は
鼓
に
B
t
R
及
び
S
な
る
三
つ
の
｢
グ
ソ
｣
を
仮
定
L
t
s
は
頴

の先
端

(
梓
先
)
及
び
護
頴
に
紅
赤
色

の
反
騰
を
生
せ
し
め
t
S
な
け
れ
ば
'
少
-
も
問
題
が
穎
色
に
関
す
る
限
-
'
何
等
の
着
色
反
臆
を
も
生
せ
し
め
得
ざ

る
も
の
LJ
る
こ
と
を
推
定
せ
-
.
R
は
頴
の
爾
除
の
全
面
に
於
け
る
赤
褐
色
の
反
騰
を
約
定
す
る
｢
グ
y
L
を
現
は

.Lt

其
の
反
鮭
に
は
S
の
共
存
を
前
提
ど
す
'
即
ち
RS
は
曹
該
着
色
を
因
果
す
る
も
Rs
は
無
色
な
-
O
B
は
R
従
っ
て
S
に

因
果
す
る
着
色
を
黒
紫
色
に
改
調
す
る
も
の
ど
す
｡
之
等
三
つ
の
｢
グ
y
L
の
仮
定
℃
よ
っ
て
｢紳
カ
L
t
｢鳥
稀
｣
問
の

雄
楳
'
従
っ
て
其
の
後
蘭
に
生
す
る
旗
色
に
隣
す
る
多
様

の分
離
現
象
は
皆
該
三
｢
グ
y
L
の
無
拘
束
分
離
'
従
っ
て
組

令
せ
の
約
定
す
る
現
象
範
型
的
事
象
な
-
ビ
解
す
る
こ
亡
を
得
.
見
抜
に二
倍
問
題
1,な
･｡
得
可
き
は
S
従
っ
て
R
が
果

し
て
基
本
的
畢

J
｢
グ
y
L
な
-
や
否
や
の
鮎
に
あ
-
.
予
の
考
察
書こ
よ
れ
ば
S
が
sl
及
び
SN
の
硬
合
｢
グ
y
L

な
る
こ

五
三



五
月

と
ほ
准
な
る
が
如
し
｡
愉
又

R
が
Rl
及
び
R"
の
複
合
せ
る
も
の
た
J｡
得
可
き
こ
と
も
重
点
的
な
る
か
に
息
は
る
｡
予
は

遮
音
L1
る
材
料
に
よ
っ
て
今
後
該
問
題
を
開
明
し
得
ん
kb期
待
す
｡

命
題
色
が
何
等
か
の
模
式
に
て
黒
紫
の
も
の
に
は
柱
頭
'
芭
'
某
片
'
菓
鞘
.
辞
(節
閉
)其
の
他
に
も
類
似
の
着
色
あ

ら
て
'
現
象
範
型

B
R
S
ビ

B
rS
と
の
間
に
殆
ん
で
差
異
を
識
別

･し難
′＼

頴
色
が
何
等
か
の
様
式
に
て
紅
赤
叉
は
赤

褐
色
の
も
の
に
は
前
記
諸
部
一に
殆
ん
で
認
知

し
待
可
き
着
色
な
n
jか
又
は
あ
る
部
分
に
徴
窮
な
る
着
色
あ
h
P
両
も
現

象
範
型

b
R
S
ビ
b
rS
と
の
間

には
殆
ん
で
其
の
差
を
判
別
し
難
し
｡
此
現
象
は
後
衛
甫
世
代
に
於
て
例
外
な
-
現
は

れ
'
相
隣
的
な
る
か
の
軌
あ
る
こ
と
'
印
度
産
帝
品
種
に
就
て
.',

-
ネ
ル
t
へ
ク
ク

ー
氏
等
の
軌
寮
せ
る
場
合
に
頼
似

た
-

0

倍
又
品
種

｢耐
力
㌧

｢
鳥
嬬
｣
間
の
安
雄
に
は
内
藤
乳
に
関
す
る
分
離
を
も
件
ひ
た
h
｡
恐
ら
-
玉
萄
黍
及
稲
に
於
て

牡
衆
徒
知
さ
れ
た
ろ
加
-
単
性
雑
輔
の
そ
れ
な
る
可
き
も
'
両
も
そ
の
分
離
比
に
は
往
々
に
し
て
漁
期
此
よ
E
苦
し
さ

偏
差
あ
る
を
知
-
'
第

7
次
的
原
国
字
･し
て
種
々
の
考
察
を
赦
す
以
外
に
'
第
二
次
的
誘
因
と
J
で
予
は
｢
グ
y
Ls
と

内
藤
乳
の
化
翠
的
成
分
に
開
輿
す
る
｢
グ

ソ
L
M
と
の
間
の
｢
ダ
ン
ケ

-
ヂ
｣
現
象
を
揖
凝
せ
り
.
蓋
し
S
ビ
M
と
の
間

に
は

｢
ク
､ワ
ッ
ス
オ
ー
バ
I
L
二

7
餌
を
算
す
る

｢
リ

ン
グ
I
デ
J

関
係
あ
り
'
且
つ
内
藤
乳
に
関
す
る
前
記
の
偏
差
が

｢
リ
ン
ケ
I
デ
｣
の
架
命
及
び
反
擦
爾
相
に
於
で
頼
反
す
る
結
果
竪
不
･J
た
る
が
故
な
･a
O
燕
れ
で
も
前
記
偏
差
の
第

一

次
的
原
因
が
何
た
る
か
は
倫
依
然
ピ
し
て
未
決
定
の
値
厳
存
す
｡
基
は

7
に
今
後
の
教
主
批
判
的
研
究
の
結
果
を
傷
つ



可
き
な
D
.

予
は
瑳
-こ
見
出
さ
れ
た
る
｢
タ
ン
ケ
I
デ
｣
群
を

S
･M
｢
,
ソ
ケ
-
デ
｣
群
ビ
命
名
せ
-
.

開
花
期
に
開
輿
す
る
｢
ゲ

ン
｣
の
戎
者
は
前
記
｢
ワ
ン
ケ
-
デ
｣
群
に
属
す
る
こ
ビ
殆
ん
で
確
賓
に
し
て
'
現
に
進
行
中

の
研
究
は
其
の
間
の
滑
息
を
静
ら
し
得
可
L
ビ
期
待
す
.
玄
米
の
着
色

(赤
米
)
に
開
輿
す
る
｢
グ
ソ
｣
が
同
じ
-
前
記

｢
,

ン
ケ
I
ヂ
｣

群
に
属
す
可
き
は
極
め
て
蓋
然
的
な
れ
デ
も
其
の
数
最
批
判
的
決
定
は
既
に
進
捗
中
の
研
究
の
結
果
に

倹
た
ぎ
る
可
か
ら
す
.
同
僚
の
植
物
鰹
部
に
於
け
る
着
色
国
子
若
し
-
･i
着
色
因
子
の
執
れ
か
〓

ノ亡
S
と
の
間
の
関

係
に
就
で
も
亦
然
-
.

Y

･
V

A

M
A
G
U
C
H
T,

E
tu
d
es
d
'Z1]1いd
itl.･
Su
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b
e
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h
e
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e
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o
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esR
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.
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s
t
･
(
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I
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eft
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楢

の
｢
キ

セ

ニ

ア
｣

に
裁

て

埋

草

士

山

口

浦

輔

徒
水
沼
の
嫌
種
の
研
究
に
於
て
硬
性
は
稀
性
に
射

して
優
性
な
る
こ
}J
は
知
ら
れ
た
れ
で
も
'
共
は
多
-
は
外
観
的
特

性
よ
-
の
推
断
に
J
で
其
化
串
的
性
質
に
立
入
-
た
る
研
究
は
撞
め

で希
な
ー
.
著
者
は
｢
紳
カ
｣
ビ
｢鳥
傭
L
E
の
搬
種

の
第
二
代
た
る
米
粒
に
於
で
外
取
上
に
も
准
性
と
稀
性
と
の
中
間
に
位
す
も
も
の
あ
る
を
貴
兄
し
些
か
其
生
物
化
串
的

五
五



五

六

研
究
を
施
行
せ
る
結
果
粒
の
稀
に
封
す
る
優
性
が
不
完
全
な
る
こ
亡
を
知
る
に
至
れ
-
o
然
れ
で
も
此
串
貫
を
確
露
す

る
に
は
更
に
深
-
澱
粉
及
び
｢
デ
キ
ス
ー
-
ソ
｣
の
化
拳
的
研
究
と
相
侯
っ
て
植
物
憶
内
に
於
け
る
共
等
の
形
成
の
研
究

に
人
ら
ざ
る
可
か
ら
す
｡

Y
･
Y

A
M

AGUClll,
B
e
itra
g

zul
K
e
n
t旨
is
d
e
l
X
e
T)
ie
n
b
eiO
J
j
,･
a

JJtZ.;/a
L

出
O
-･
M
a
g
･
T
o
kyo
J
V
o
l･3

2JNo
･
3
7
7
)
J
9
1
8
･

楢
花
の
開
期
ご
着
任
･,)
が
穀
粒
の
重
さ
に
封
す
ら
関
係
に
裁
て

理

事

士

山

口

摘

輔

著
者
は
先
つ

一
穂
上
の
開
花
期
が
其
花
の
着
位
に
餌
っ
て
特
有
〝i
る
規
則
的
順
序
を
有
す
る
こ
と
を
若
干
品
種
i'裁
て

軌
察
し
此
開
花
の
特
有
な
る
規
則
的
順
序
従
っ
て
北
の
着
位
が
栽
粒
の
重
さ
に
密
接
の
㈲
係
を
葡
し
従
来
の
如
y

Z
穂

.

を

!
金

字
し
て
見
た
る
場
合
の
開
花
期
(
着
位
を
考

へ
す
･し
て
第

!
日
日
'
第
二
日
日
三
千
血
が
如
き
)
亡
米
粒
の
重
さ

ど
の
関
係
に
比

Jよ
･｡
多
-
合
理
的
に
し
て
ね
乗
で

1
機
上
に
於
け
る
米
粒
重
の
分
布
を
理
解
し
易
か
ら

Jむ
可
き
を

述

べ
た
･0
.

.
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ア
サ
ガ
ホ
に
於
け
る
帝
化
の
出
現
に
就
て理

事

士

,山

口

禰

輔

帯
化
の
原
因
を
開
明
す
る
の

7
助
1
,し
て
著
者
は
ア
サ
ガ
ホ
を
賓
巌
材
料
宇
し
て
培
養
試
歯
及
其
他
の
貰
歯
的
虞
理
だ

解
剖
串
的
故
に
費
青
史
的
研
究
と
な
行
ひ
少
-
亡
も
ア
サ
ダ
ボ
の
乳
化
の
最
初
の
磯
田
が
幼
董
ビ
子
菓
柄
と
の
癒
着
に

存

し
従
っ
て
生
壁
の
維
管
束
部
ビ
子
真
の
維
管
束
部
と

の分
離
の
徐
々
た
る
に
存
す
る
を
明
に
す
.
然
れ
ど
も
之
を
以

て
直
に
瀞
化
の

1
股
的
原
因
と
な
す
は
何
未
だ
早
計
た
る
を
免
れ
ざ
る
可

-
.

(
附
馳

此
研
究
の
最
大
部
分
は
東
京
骨
組
大
串
理
科
大
串
植
物
畢
教
室

に焚
て
七

七
･Qも
の
に
屈
す
)

山

口

珊

輔

着

ア
サ
が
ホ
に
於
け
ろ
碍
化
の
出
現
に
耽
さ
て

枯
物
事
稚
強
要

二
十
馨
第
三
官
五
十
七
戟
'
大
正
五
年
九
月

¥
.
y
A
M
A
G
U
CH
T,

tLTb
er
d
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A
tJftreten
d
er
V
e･b
an
d
eru
n
g
b
ei
P
jla
7･bitu
k
ed
e,a
"
a
C
h
.
山S.

J.
･m
]al
o
f
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e
C
o
lLeg
e
o
f
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.
U
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T

o

kyo,
t
9
1
6
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V
o
t･
X
X
X
tX
)

A
lt･2･

ア
サ
ガ
ホ
の
｢
ア
ン
ー
チ
ャ
ン
｣
色
素
に
就
て

(漁
報
)

埋

草

士

山

口

浦

輔

｢
ア

y
t
チ
ャ
ン
｣

の
化
撃
的
構
成
に
陶
し
て
は
ク
T
ル

シ
テ
ッ
ク
-
氏
及
そ
の
共
同
研
究
者
諸
氏
の
幾
多
の
研
究
あ
る
は

周
知
の
事
貰
Ll
-
O
予
が
ア
サ
ガ
ホ
の
｢
ア
ソ
ト
チ
ャ
ン
｣
に
関
す
る
研
究
を
思
ひ
立
ち
た
る
は

1
つ
は
該
植
物
の
花
色

素
の
化
拳
的
構
成
が
未
知
な
る
に
も
よ
れ
で
予
の
ひ
そ
か
に
主
眼
と
日
す
る
所
は
花
色
素
の
化
率
的
構
成
'
従

っ
て
其

五
七



五
八

井
反
腰
を
知

-
'
出
水
待
可
-
ん
ば
花
色
遮
樽
の
内
的
原
田
'
従
っ
て
｢
グ
y
L
井
草
の
性
質
の

7
角
を

7
膚
立
入
っ
て

窺
知
せ
ん
だ
試
み
た
き
が
食
め
LJ
-
.
由
奉
ア
サ
ガ
ホ
は
花
色
葬
具
に
極
め
て
宮
む
を
以
て
名
あ
り
､
従
っ
て
此
種
の

研
究
材
料
ビ
し
て
多
望
に
し
て
両
も
至
難
た
る
可
き
は
想
像
す
る
に
難
か
ら
す
.
予
は
先
つ
予
の
温
情
研
究
の
際
分
離

･

J
得
た
る
濃
紫
色
花
を
有
す
る
等
質
接
合
子
の
花
非
粉
末
を
以
で
せ
り
.
隷
備
試
歯
の
後
'
ウ
ィ
ル

シ

テ

ッ
ク

-
氏
の
用

ひ
た
る
｢
メ
チ
-

ル
ア
ル

コ
ホ
ル
｣
が
最
適
の
浸
出
剤
た
る
を
知
-
'
逢
化
水
素
約
三
%
を
含
め
る
菅
該
浸
出
潮
に
て
冷

浸
L
t
源
液
よ
b
｢
エ
ー
テ
ル
｣
に
て
沈
澱
せ
一し
め
､
更
に
同
法
を
再
三
繰
返
し
っ
～
不
純
物
を
源
過
し
､
最
後
に
｢
エ
ー

テ
ル

｣
に
て
十
分
に
洗
練

J欺
水
性
の
粘
欺
物
質
を
得
た
ト
(牧
丘
は
花
井
粉
末
量
の
約

7
0

%

)
O
そ
の
｢
'i)
ク
リ
ソ
｣

酸
鍵
は
帝
兼
紫
紅
色
の
結
晶
に
し
て
外
に
柱
状
の
黄
色
結
晶
を
泥
や
(｢
fi1
ク
-
ン
L
酸
の
｢
ア
ル
カ

リ
｣

鰻
類
な
ら
ん
).

但

J試
料
少
丑
､
従
っ
て
前
記
結
晶
低
の
牧
童
寡
少
に
し

て東
に
研
究
を
進
む
る
こ
と
を
得
や
.
折
っ

て予
は
こ
れ
を

後
日
に
期
し
前
記
の
粗
亜
化
物
に
親
で
そ
の
加
水
分
解
生
成
物
た
る
糖
類
が
葡
萄
糖
な
る
こ
U
を
確
め
得
た
h
.
果
し

て
ア
サ
ガ
ホ
の
｢
ア
ン
ト
チ
ャ
ン
｣
が
｢
ア
",-
ル
ア
ル

コ
ホ
ル
｣
試
法
の
暗
示
す
る
が
如
-
二
糖
原
質
な
る
や
否
や
は
純

盤
化
物
を
適
者
皇
得
た
る
後
な
ら
で
は
決
定

J難
し
｡

予
は
ア
サ
ガ
ホ
の
｢
ア
シ
ト
チ
ャ
ン
｣

に
海
砂
｢
ヘ
デ
ラ
ブ
ェ
I
y
Lな
る
名
稀
を
堤
鼓
せ
･JCh.

Y
･
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圃
場
試
験
の
茸
腺
的
訣
差
劫
に
諸
種
坪
刈
法
の
此
戟

農
単
線
策
士

三

宅

千

秋

農
作
物
は
如
何
な
る
注
意
を
以
て
す
る
も

1
圃
場
内
に
於
で
さ
へ
1
境
な
る
生
育
を
遂
げ
し
め
琴

し｡
之
れ
柑
宙
の
個

性
'
土
壌
の
不
均

7
'
肥
料
の
偏
･,
及
其
他
種
々
の
不
明
な
る
原
因
が
或
は
畢
碑
に
或
は
相
隣
透
し
て
働
-
に
よ
A
で

超
ろ
過
-
.(
か
ら
ざ
る
事
耳
な
-
｡
而

-
て
音
人
は
英
生
育
の
不
卒
等
が
普
通
如
何
な
る
程
度
に
あ
る
も
の
な
h
や
に

就
き
其
大
婁
に
で
も
測
定
し
盈
か
ば
種
々
の
目
的
を
以
て
行
は
る
1
圃
場
試
境
の
借
用
程
度
も
白
か
ら
推
知
J
待

'(
-

或
は
其
生
育
不
平
等
性
の
有
様
が
明
ら
か
だ
な
ら
ば
坪
刈
の
蓮
法
を
も
美
也
L
得

べ
し
.
又
英
坪
刈
威
鏡
の
借
用
程
度

も
自
ら
稚
め
ら
る
･･な
-
｡
焦
ら
に
我
国
に
て
は
未
だ
此
生
育
の
不
卒
等
性
に
つ
き
で
赦
量
的
に
貰
測
及
計
算
な
行
ふ

た
る
も
の
な

し
.
さ
れ
ば
著
者
は
水
稲
及
大
変
に
つ
き
で
生
育
不
平
等
性
の
程
度
を
甘
測
･

し
そ
れ
を
基
ビ
し
て
普
油
の

圃
場
拭
鹿
の
借
用
程
度
を
論
じ
進
ん
で
相
の
坪
刈
法
を
行
ひ
其
坪
刈
牧
丑
の
偏
差
を
比
較
研
究
せ
-
O

著
者
が
大
変
に
就
き

て行
ひ
た
る
嘩
刈
の
結
果
に
ょ
れ
ば
次
の
如
し
｡

ィ

､
7
坪
隈
の
教
皇
の
横
準
偏
差
は
約
十
八
%
な
り
き
｡

tI
'
連
積
合
計
温
ま
-
も
散
在
合
計
匠
の
偏
差
が
岡

1
両
席
に
放
て
は
少
皇
な
-
｡

.,

'
坪
刈
i
h
も

7
椴
の
試
料
採
収
法

(S
am
p
ling.M
eth
?
a
)
の
庶
甥
を
適
用
し
得

ろ
も
の
な
ら

叉
荷
作
に
就
き
て
行
ひ
ね
る
坤
刈
の
結
果
に
ょ
る
も
前
述
大
変
.I'裁
き
で
行
ひ
ね
ろ
結
果
ビ
同
様
に
し
て
唯

一
呼
値
の

五九



六
〇

偏
差
が
十
飾
な
る
を
異
に
せ
る
の
み
｡

右
の
如
-
圃
場
試
歯
の
結
果
は
或
る
特
定
の
国
子
が
各
院
に
差
別
的
に
作
用
せ
ら
れ
す
ご
も
可
成
不
平
等
に
捷
育
す
る

を
免

か
れ
ざ
る
故
に
普
通
の
圃
場
試
鹿
に
て
各
区
の
面
積
僅
か
に
赦
坪
叉
は
十
敷
坪
に
過
ぎ
ざ
る
時
は
各
直
の
収
量
の

差
は
十
〆
内
外
に
て
も
此
差
異
は
全
然
各
値
に
差
別
的
に
作
用
せ
し
め
た
る
或
特
定
因
子
の
結
果
に
ょ
る
も
の
Ll
-
ど

断
定
し
難
-
従
っ
て
圃
場
試
験
を
設
計
し
又
は
其
結
果
よ
-
或
特
定
国
子
の
作
用
を
判
定
せ
ん
と
せ
ば
柿
苗
に
純
系
な

る
も
の
を
用
ふ
る
等
の
注
意
を
十
分
に
す
る
の
み
な
ら
ず
外
に
圃
場
試
巌
匿
の
面
積
'
区
政
及
其
各
値
の
配
列
等
に
つ

き
考
慮
を
要
す
べ
き
む
少
な
か
ら
ざ
る
ペ
L
｡

著
者
は
又
箱
の
坪
刈
法
の
正
確
度
姓
に
其
諸
方
法
の
得
失
に
つ
き
て
研
究
し
た
る
が
次
の
結
果
を
特
化
-
0

ィ
.
代
表
的
生
育
部
位
を
選
定
す
る
際
に
は
概
ね

7
様
に
異
の
代
表
的
部
分
よ
-
は
精
一
生
育
の
可
良
な
る
部
分
を

選
出
せ
ん
AfJ
す
る
傾
向
あ
り
｡

p
t
全
圃
場
中
代
表
的
生
育
部
位
十
箇
所
を
選
び
其
十
箇
所
よ
-
各
十
株
宛
を
刈
取
ト

で

一
枚
の
田
よ
-
都
合
古
株

を
収
穫
す
る
方
法
叉
は
全
圃
場
の
重
な
る
四
隅
角
を
基
鮎
と
し
相
封
す
る
二
隅
に
射
角
的
に
純
を
張
-
て
以
て

交
叉
せ
る
二
健
の
純
に
浩

へ
る
株
を
刈

h
取
り
で
収
量
を
決
定
す
る
方
法
は
良
好
な
-
･jJ
懲
め
た
-
｡
特
に
封

角
線
法
に
於
て
然
I
ど
す
.

.t
P
7
圃
場
中
英
代
表
的
生
育
を
Ll
せ
り
.jJ怒
む
る
部
位
に
長
さ
十
二
択
三

二
十
択
ど
の
二
本
の
鈍
を
直
角
に
張
-



て
其
細
に
て
囲
ま
れ
た
る
長
方
形
部
位
中
-こ
て
頬
連
に
滑

へ
る
其
両
端
及
中
央
線
の
T二
箇
所
に
て
十
二
沢
に
滑

へ
る
株
款
を
刈
取
る
方
経
は
甚
だ
不
正
確
.Ll千
･,･亡
認
め
た
-
｡
叉
他
の
二
方
法
に
就
き
晋
測
を
な
せ
L
も
其
何

れ
も
が
良
法
と
認
め
能
は
ざ
･D
き
O

右
の
研
究
の
結
果
は
載
せ
て
次
の
誌
上
に
あ
E
.

C
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M
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3
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S
m
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l
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F
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u
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e
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三
宅
千
秋
著

大
歩

に
耽

て

行

ひ

ii
る
坪
刈

の

誤

差

農

拳

骨

報

第

百
二

十

七

教

､

大
正
二
年

1
月

由

略
の
坪
刈
法
に
就
て

農
事
官
報
第
百
五
十
四
凍
.
大
正
四
年
六
月

同

1
圃
盤
内
に
於
け
ち
相
轍
の
収
量
偏
興

農
拳
骨
軸
第
首
五
十
五
薮
､
大
正
四
年
七
月

第

二

節

化
学
に
関
す
る
事
項

酸

性

土

壌

に
関

す

る
研

究

亀

畢

博

士

大

杉

繁

硬
質
土
壌
に
し
て
著
し
-
磯
性
反
騰
を
呈
す
る
場
合
あ
る
事
は
夙

に欧
米
各
国
の
聾
者
に
依
I
で
研
究
費
衷
せ
ら
れ
た

る
虞
な
ら
殊
に
我
国
に
於
て
は
大
工
原
博
士
の
精
細
,.仏
る
研
究
の
結
果
其
分
布
非
常
に
贋
-
農
業
上
大
問
題
ビ
認
め
ら

れ
各
地
に
於
て
研
究
し
着
々
其
効
果
を
皐
げ
っ
･･
あ
･｡
焦
れ
で
も
其
理
論
に
親
で
は
諸
説
紛
々
未
だ
必
ず
し
も
亜
き
た

六

】
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六
二

b
U
l耳
ふ
可
ら
や
著
者
亦
多
年
此
虫
に
裁
て
研
究
を
試
み

7
先
づ
研
究
に

7
段
落
を
結
べ
-
以
下
本
研
究
の
大
要
を
摘

錬
せ
ん
U
す
｡

ノヽ7
土
壌
硬
性
に
関
す
る
文
叔

(大
鹿
鼻
糞
研
究
所
特
別
嶋
骨
8
1鞍
鼻
絹
)

ut川r
土
壌
の
顧
性
に
関
す
る
文
献
は
極
め
て
多
軟
あ
れ
.AJ,も
之
を
大
別
す
れ
ば
左
の
四
種
ビ
な
し
得
可

･J
O

イ
'
土
壌
が
盤
基
に
敏
乏
せ
る
冶
果
よ
b
生
す
ろ
其
鼻
基
に
封
す
る
蓮
孝
的
且
交
換
的
吸
収
作
用
に
よ
-
説
明
せ
ん
}J

す
る
も
の

B
'
土
壌
に
吸
牧
せ
ら
れ
居
る

7
種
の
蓉
土
を
以
て
原
田
と
す
る
も
の

.t
'
土
壌
水
浸
液
の
水
素
｢
イ
ォ
y
L
の
浪
度
に
関
す
る
も
の

一l･'
土
壌
の
庶
糖
特
化
作
用
に
腕
す
る
も
の

右
四
秤
に
就
き
評
諭
せ
-
O

F
Hu

二
吐

基
亡
土
壌
酸
性
亡
の
関
係

(特
別
至
嘉

一競
参
照
)

iZq著
者
は
先
つ
風
化
に
依
-
土
壌
竪
基
の
流
失
甚
･し
き
ほ
ざ
其
磯
性
の
甚
･し
き
お
耳
壊
し
吏
ら
に
両
者
の
数
量
的
圃
係
に

就
て
品

様
の
寄
算
を
認
め

(S
藍

餌
聖

雛

1TS
-

慕

)
更
に
赤
色
酸
性
土
壌
ご
熱
帯
地
方
及
亜
熱
帯
地
方
の

赤
色
土
己
の
比
較
研
究
を
貰
行
し
た
る
結
果
雨
着
に
類
似
す
る
卦
も
あ
れ
で
も
風
化
の
程
度
に
於
で
大
な
る
差
異
を
認

め
た
-
帥
ち
義

の
風
化

に
際
し
て
は
発
つ
姓
基
成
分
の
取
消
行
は
れ
次
で
株
券
化
物
の
分
解
行
は
る
1
も
の
な
る
が



酸
性
土
壌
に
凍
て
は
風
化
は
只

だ前
者
に
止
ま
る
結
果
土
壌
中
に
は
姓
基
に
映
乏
せ
る
多
量
の
株
券
化
物
存
在
･し
て
以

て
土
壌
に
硬
性
反
鹿
を
生
や

しむ
る
も
熟
帝
地
方
の
赤
色
土
に
於
で
は
右
佳
蓉
化
物
の
分
解
も
行
は
れ
以
て
特
有
な
る

赤
色
土
を
生
成
す
る
事
を
鷺
槍
せ
-
C
(農
事
曾
#

井至
ハ十七
-至
ハ十
八
故
か
併
せ
重
用
)

Cid三
硬
質
敢
性
土
壌
に
依
る
盤
基
の
政
牧

(♯
別
報
青
井
表
参
照
)

ht一川H-
硬
質
酸
性
土
蟻
に
艶
顛
液
を
加
へ
汲
牧
就
鹿
を
行
ひ
し
結
果
英
次
牧
は
建
基
に
対
し
選
梓
的
_‥
し
て
且
非
変
換
町
な
-

吸
収
せ
ら
れ
し
豊
基
の
畳
は
生
成
せ
ら
･n
L
塵
基
の
量
に
殆
三

敦
す
る
事
を
費
見
し
(紬
藍

第

㌔rt
*
111抑

窟せ

農

)
夏
に
用
ひ
し
盤
類
枚
の
浪
度
と
酸
牧
丘
の
関
係
に
就
で
は
酸
牧
に
よ
-
萄
離
せ
ら
る
～
磯
の
作
用
あ
る
湾
に
橿
て

雀
姓
だ
な
-
徒
て
正
確
に
7
t,
イ
ン
ド

ク
ツ七
氏
の
吸
着
式
に
徒
は
ざ
れ
で
も
其
傾
向
は
既
着
作
用
な
る
を
認
め
た
-
O

Cid四
土
盛
が
逢
類
液
よ
･b
亜
基
を
汲
牧
す
る
際
の
磯
の
影
響

(♯
別
報
告
第
表
参
照
)

(酸
性
土
湊
に
韓
類
液
を
加
ふ
れ
ば
姓
基
の
放
牧
せ
ら
る
～
結
果
遊
離
磯
を
生
じ
此
遊
離
酸
は
右
放
牧
に
重
大
の
影
響
官

有
す

T
椴
に
遊
離
せ
ら
る
･･･
酸
の
作
用
易
さ
ほ
で
汲
牧
は
完
全
な
Jb
種
々
の
武
儀
の
結
果
酷
醜
加
里
を
用
ひ
し
場
合
亡

塩
化
加
里
を
用
ひ
し
場
合
に
於
で
前
者
は
軸
性
慶
大
に
鐘
者
は
其
小
な
る
は
ま
ビ
し
て
右
酸
の
作
用
の
差
異
に
依
る
可

Jrbを
静
じ
且
浸
出
液
中
或
は
多
量
の
馨
土
'
銭
を
或
は
少
丑
の
之
等
を
見
出
す
は
仝
-
遊
離
せ
ら
る
･･
酸
の
溶
解
力
に

依
る
可
き
を
賞
壊
し

7
部
論
者
の
血
-
浸
出
せ
ら
る
-
蓉
土
を
以
て
土
壌
軸
性
の
原
田
ビ
な
す
の
嘗
ら
ざ
る
を
貰
点
せ

-
(軸
等

聖

5
6
1表

音

量

且

六
三



六
四

ノヽ五
硬
質
土
壌
の
磯
性
と
某
贋
質
物
の
関
係

(聴
別
望
嘉

一鍍
参
照
)

lut一柑じ
土
壌
の
硬
性
は
其
｢
ソ
ー
ル
｣
の
量
と
も
｢
ゲ
ル
｣
の
豊
亡
も
何
等
教
皇
的
鯛
係
成
立
せ
ざ
る
を
鐙
甲

し
た
･ch土
塊
酸
性
が

7
縄
の
屡
質
物
の
存
在
に
基
因
す
可
き
は
明
か
な
れ
で
も
組
で
の
牒
質
物
が
骨
酸
性
の
庶
四
と
な
る
に
非
や
簡
単
に
土

壌
の
醸
性
を
贋
質
物
に
原
田
す
ご
LJ
す
の
普
ら
ざ
る
を
賓
壌
せ
り
.

lid六
頗
質
土
壌
の
商
性
k)磐
土
の
関
係

(♯
別
慧
量

]
戟
重
職
)

l‖Ⅶ川H-
先
つ
多
数
の
土
塊
に
就
き
種
々
の
竣
類
を
用
ひ
て
浸
出
液
の
硬
性
と
蓉
土
の
関
係
を
研
究
せ
る
に
両
者
の
間
に

7
舷
的

関
係
な
き
を
稚
め
(鴇
紐

詣

第

11節

義

音
量
照
)
吏
ら
に
漁
め
土
壌
に
水
酸
化
磐
土
或
は
水
硬
化
甥
の
層
状
椎
を

匪
仮
せ
J
ひ
る
も
竜
も
酸
性
を
相
加
せ
ざ
る
事
を
知
-
只

だ硫
酸
蓉
土
を
以
て
同
壕
の
賓
駿
を
行

へ
ば
著
し
-
硬
性
を

埠
加
し
た
れ
で
も
右
硫
酸
蓉
土
k)同
様
の
水
素
｢
イ
オ
ン
｣

を
有
せ
る
硫
磯
を
用
ふ
る
も
同
様
の
結
果
を
待
た
る
が
故
に

右
は
仝
-
液
の
酸
性
の
影
響
な
る
可
し
だ
な
し
之
等

の成
績
に
依
J｡
土
壌
の
硬
性
を
以
て
漫
類
に
依
-
土
壌
中
に
改
版

せ
ら
れ
L
磐
土
及
域
の
再
び
放
出
せ
ら
る
j
J
の
亡
な
す
所
詮
の
昔
ら
ざ
る
を
論
じ
た
-
O

lid七
硬
質
酸
性
土
嬢
の
水
浸
液
の
水
素
｢
イ
オ
ン
｣
の
濃
度

(塘
別
聖
晶

表

参
照
)

(硬
質
酸
性
土
境
の
水
浸
出
液
を
水
素
電
極
法
に
て
測
定
せ
L
結
果
何
れ
も
酸
性
,J
相
普

･J且
其
大
さ
は
捜
化
加
里
淀
的

液
の
酸
性
度
及
薦
糖
の
特
化
カ
ビ
大
漁
並
行
す
る
事
を
音
感
せ
J･Eh.

Eiid八
媒
質
軸
性
土
壌
に
依
る
薦
糖
の
特
化

(特
別
莞
畳

表
さ
照
)

huLH-



先
つ
硬
質
磯
性
土
壌
が
茂
糖
を
特
化
す
る
を
認
め
此
串
賃
は
硬
性
土
壌
に
の
み
特
有
な
る
を
嘗
倫
し
進
で
葺
性
質
を
倹

し
壬
と
し
て
土
粒
の
表
面
.J
於
て
行
は
る
r
事
､土
壌
の
酸
性
度
ビ
密
接
の
関
係
あ
ら
事
'
温
度
の
影
響
'濃
度
の
影
響
'

反
笠

等

の
関
係
は
普
悪

に
依
る
琵

作
用
真

岡
小
君

島

姦

め
た
-
(

農
拳
骨
報
集
百
七
十
七

耽
百
八
十
九
鞍

リ.
イ
か
､
サ
イ
H
y
ス
昇
血
管
毛
五
現
在

音

節
欧
文
報
骨

第

7
懲

第

五

蚊

併
せ
且

逸

ん
で
右
琵

作
用
の
原
因
物
に
警

研
究
し
-

結
至

粒
に
置

せ
ら
.1
か
卦

軒
軌

(
㌢

レ

卦

酸
蓉
土
及
び
艶
化
穿
土
)
が
多
少
の
影
響
あ
る
も
大
部
分
は
不
溶
性
憩

(
ま
亡
し
て
硬
性
桂
硬
変
土
)
に
依
る
こ
･/J
を

霊

せ
-
(
…
鐙

絹

的

卦

兜

町
脚

-

且

更
に
特
化
の
蓬

-

は
白
票

粉
の
守

諾

剤
の
署

亡
も
相
違
し

且

水

浸

出

液

の

水
素

｢
イ

オ

ソ

｣
の
畳
は
之

を
説
胡
す
る
に
不
充
分
な
､JL
只
だ
粒
子
の
表
面
に
は
周
囲
の
液

中
よ
b
水
素
｢
イ
オ
ン
｣
の
温
度
大
な
る
可
L
と
想
像
せ
ば
説
明
し
得
べ
き
を
記
載
せ
-
O

F
れu

九
結
論
'
多
数
晋
歯
の
結
果
土
壌
峻
性
に
開
し
左
の
結
論
を
な
せ
A
｡

Ⅶ一川r
7

'
硬
質
土
壌
の
職
位
反
旗
を
呈
す
る
は
風
化
に
際

し
堕
基
分

の
洗
失
せ
ら
れ
且
生
成
せ
to
磯
性
碓
蓉
化
物
の
分
解
は

行
は
れ
ざ
る
が
薦
め
にこ
土
壌
中
に
多
量
の
卑
基
に
不
飽
和
の
牒
質
物
を
生
じ
徒
で
土
壌
は
捜
基
を
選
揮
的
に
且
非

変
換
的
に
吸
収
す
る
に
困
る
｡

二
'
土
壌
腹
類
浸
出
液
の
酸
性
を
以
て
土
壌
に
放
牧
せ
ら
れ
居
る

f
種
の
磐
土
或
は
域
に
起
因
す
ご
な
す
は
不
昔
な
-

浸
出
液
に
磐
土
の
溶
解
す
る
や
否
や
は
用
ふ
る
飽
頼

り種
頻
に
関
係

L発
券
土
の
吸
収
試
験
に
於
て
も
吸
収
せ
ら

れ
し
藩
士
亡
酸
性
の
問
に
何
等
の
隣
係
な

し
只
だ
少
量
の
吸
収
せ
ら
れ

J磐
土
塊
は
土
壌
の
水
浸
液
の
水
素

｢
T

六
五



六
六

オ
ン
｣
の
濃
度
及
薦
糖
の
樽
化
に
は
少
し
-
関
係
あ
れ
.U
塵
類
浸
出
液
の
硬
性
虎
に
は
殆
ど
関
係
な
け
れ
ば
蓉
土

を
以
て
土
壌
酸
性
の
原
田
と
な
す
は
不
普
三
石
ふ
可
L
.

三
'
硬
質
簡
性
土
塊

り水
定
紋
は
明
に
観
世
に
し
て
ま
と
J
で
吸
収
せ
ら
れ
居
る
少
量
の
硫
酸
磐
土
及
埋
化
磐
土
の
影

響
な
る
可
し
｡

四
'
土
壌
酸
性

だ其
屡
質
量
の
間
に
は
何
等
の
関
係
な
J
.

五
'
酸
性
土
蟻
は
薦
糖
を
樽
化
し
其
原
田
は
次
牧
せ
ら
れ
居
る
容
土
建
も
徴
窮
の
影
響
あ
れ
で
も
大
林
分
は
不
溶
性
酸

性
物
の
影
響
に
し
て
其
王
国
物
は
硬
性
徒
酸
蓉
土
な
-
樽
化
の
方
法
は
白
金
黒
粉
の
如
き
接
触
剤
の
作
用
亡
も
異

な
h

又
土
塊
液
の
水
素
｢
イ
オ

ン
｣
濃
度
を
以
で
も
読
明
し
が
た
-
此
卦
何
は
研
究
を
要
す
｡

右
の
研
究
に
親
す
る
報
告
は
左
記
錐
誌
に
て
費
表
せ
ら
る
.

枯大穂大
月杉月杉
虎 虎

男繁男驚
著 者

M
無
機

甘酸性
土
境
に
於
け
･品

性
に
就
て

農
争
官
報
粛
軍

ハ
十

丁

二
蚊
､
大
正
五
竺

月
-
二
月

虹
土
､

赤土
及
赤
色
酸
性
土
塊
に
裁
て

農
草
食
報
弟
首
六
十
七
-
八

軒.
大
正
五
年
七
月
-
八
月

?:

6stJG
l
u
.
T
.
U
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e
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芦
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d
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1
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批

施

虎

管

酸
望

警

俵

晶
糖
の

特
化
-

ス'-
管

.1
放
て

農
筈

報
苦

手

毒

･
大
正
-

ハ
月

大

杉

繋
着

;嘆
賞
酸
性
土
盛
･1
依
る
庶
辞
の
時
化
に
就
て

農
歩
合
報
兼
官
八
十
九
敬
､
大
正
七
年
五
月

F
･
E
,

R
ZcE
&
S
,

Os

uGl,
T
h
e
lnve
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f
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S
u
g

a･
b
y
soilsi
nd
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s
u
b
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t
h
eELatu
･
e
O
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o
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S
o
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n
c
e
V
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N
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p
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大

杉

繁着
土壌の
触槻酸
性
に
馳
す
る

研
究

大
腰
農
集

軒先
tt
梓
別

報
骨昇
一

辞.
大
正
九
年

九月

S
.

elsuG
I,

Tnversionof
canesugar
b
y
mi
n

eral
･
acid･so
it,

Bet.d
e
s

6

h
a

･a･hst･
f,h
n
d
w
.
F
o
rs

ch.tj
d

.

T

,
(I

ef

t5,p
,
5
79,

Sept.t9
20
,

施
肥
に
依
る
土
壌
の
反
魔
の
愛
化
に
就
き
て

農

事

博

士

大

杉

質

施
肥
の
結
果
肥
料
の
反
旗
が
土
壌
の
反
鹿
に
影
響
す
る
革
は
既
知
の
事
な
･｡
放
れ
で
も
此
の
結
論
は
植
木
鉢
就
農
の
如

-
室
内
に
於
で
両
も
多
量
の
肥
料
を
使
用

Jた
る
場
合
の
結
果
に
基
-
も
の
多
し
｡
著
者
は
圃
場
に
於
て
普
通
の
使
用

量
の
場
金
具

J
て
如
何
な
る
結
果
の
生
す
る
や
を
試
聴
し
た
･｡
即
ち
種
々
の
反
鹿
を
呈
す
可
き
肥
料
を
種
々
に
配
食
し

て
圃
場
試
食
地
に
施
し
大
変
を
栽
培
し
冬
期
に
土
壌
の
浸
出
液
の
水
素

｢
イ
オ
ン
｣
の
濃
度
を
試
験
せ
る
に
硫
酸
｢
ア

ン

モ
こ
ヤ
｣
､
過
燐
酸
石
衣
'
硫
酸
加
里
使
用
瞳
が
顕
著
に
酸
性
を
呈
し
た
る
と
'
醜
化
石
来
院
'
木
次
陰
'
石
衣
窒
素
低

が
著
し
-
｢
ア
ル
カ

リ
I
L牲
反
鹿
を
呈
J
た
る
を
除
き
他
は
何
れ
も
倣
｢
ア
ル

カ

リ
I
L性
を
呈
す
る
を
見
出

Jた
b
｡

第
二
年
目
に
同

J
肥
料
を
連
用
し
大
変
を
栽
培

Jて
前
記
刷
標
反
騰
を
試
食

した
る
に
金
-
前
記
と
同
棲
に
L
で
肥
料

の
輔
類
にこ
依
-
反
鷹
に
差
異
な
き
の
み
な
ら
ず
敢
或
は
｢
ア
ル
カ

リ
I
L物
の
集
積
す
る
僻
向
を
欝
め
ざ
-
き
｡
次
に
同

様
の
試
食
を
水
田
に
於
で
行
ひ
た
る
にこ
絶
て
骨
な
｢
ア
ル
カ

リ
I
L性
に
し
て
其
程
度
は
港
軟
水
む
場
Q
Lと
同
様
な
b
即

ち
水
田
に
於
て
は
土
壌
の
反
鹿
は
蒋
軟
水
の
反
鹿
に
支
配
せ
ら
る
-
串
を
帯
め
た
-
O
要
之
肥
料
反
鹿
諭
は
二
ヶ
年
雷

六
七



六
八

行
せ
る
圃
場
試
験
に
於
で
は
大
部
分
成
立
せ
ざ
る
を
知
れ
D
.

S
.

OstJGt
&
N
.
Sc.Y
A
M
A
,

OL)the
ch
an
ge
of
So
iT
reaction
by
m

aun
r
ln
g
I
.

Bet.d.
OL
h
am
･T
n
st.f
.
L
a
n
d
w
I
F
oTSCh
.13d
L

T
,
H
efI
I.
I9
2
T
I

s･
79
-
9
3
･

土
壌

の
接

綱

作

用

に
就

て

農

学

博

士

大

杉

rl｣

土
塊
の
過
酸
化
水
素
分
解
作
用
14こ
就
き
研
究
し
た
る
結
果

F
れu

一
土
壌
の
物
理
的
状
感
が
分
解
力
に
至
大
の
影
響
あ
る
を
見
出
せ
-
即
ち
同

1
土
壌
に
&
'て
土
壌
の
表
面
積
の
慶
化
す

iZqる
時
は
分
解
力
も
亦
之
に
徒
で
痩
化
す

1
股
に
土
壌
粒
子
を
腰
質
化
す
る
時
は
分
解
力
は
材
大
L
之
を
荘
園
す
る
時
は

披
少
す

ノヽ二
土
壌
の
成
分
だ
分
解
力
の
開
係
に
親
で
は
舵
機
'
擢
酸
旗
'
醜
化
｢
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
L
等
は
此
の
作
用
な
-
酸
化
浦
俺
.

nl
柑u

酸
化
銭
'
腐
聾

等
は
｢
ゲ
ル
｣
に
で
も
｢
ソ
ー

ル
｣
に
で
も
盛
に
過
顧
化
水
素
を
分
解
し
其
強
さ
は
前
記
の
順
に
減
少
す

然
れ
.F,J
も
浦
俺
及
域
の
硫
酸
捜
及
捜
化
物
に
は
此
の
作
用
な
t
又
土
壌
の
過
酸
化
水
素
分
解
力
だ
前
記
域
'
満
俺
'
腐

植
質
の
如
き
輝
質
物
の
含
量
と
の
間
に
的
確
な
る
量
的
関
係
を
見
出
す
能
は
す
土
･B
の
反
魅
も
亦
影
響
を
及
ぼ
し
1
殻

に
醜
性
は
之
を
阻
止
し
｢
ア
ル
カ

リ

I
L
性
は
之
を
促
進
す
O

)三
土
壌
の
細
菌
的
作
用
及
酵
素
的
作
用
も
亦
過
頗
化
水
素
分
解
作
用
L'至
大
の
関
係
あ
C
就
中
酵
素
的
作
用
の
影
響
殊

nu川u



に
顕
著
な
･O
｡

S.G
su
Gl,
O
n

theCatalytic
A
c
tion
o
f
S
o
ils
.

B
e
t
.
a
.

O.h
ara･tnst
.
f
.
L
a
n
d
w
.
F
o

rsch
.B

d.tt,H
e
f
t
2
.

t9
2
1
.
S.
19
7-
21
8
.

.

植
物
に
封
す
る
各
種
酸
類
の
刺
戟
及
有
害
作
用
に
就
て
の
研
究

農
豊
終
策
士

小

野

寺

伊

勢

之

助

#

7

研

究

の

日

的

土
壌
中
に
於
て
有
機
質
肥
料
の
卦
解
せ
ら
る
1
に
際
･し
有
機
酸
が
生
成
せ
ら
れ
遊
離
状
態
に
あ
b
得
る
こ
と
は
高
石
畢

士
等
に
ょ
-
て
研
究
せ
ら
れ
L
を
似
て
予
は
此
場
合
に
生
や
る
酸
類
及
宿
酔
が
敦
棚
の
作
物
に
及
ぼ
す
刺
戟
及
有
事
作

用
を
知
ら
ん
と
し
て
此
研
究
を
行
へ
-

0

研

究

の

方

法

供
試
作
物
に
は
大
豆
､
菜
豆
､
裸
変
､
二
十
日
大
根
を
用
ひ
酸
類
に
は
酪
酸
､
酪
酸
'
乳
頼
'
相
磯
(
碑
酸
尿
素
)を
用

ひ
酸
の
濃
度
は

7
丑

に
〇
･
〇
二
-

]
･
〇
元
を
有
す
る
も
の
に
つ
き
水
耕
試
験
を
行

へ
-

｡

而
し
て
長
さ
及
重
量
を
秤

量
･し
比
較
せ
-
0

研
.究

の

結

果

1■■u〓

椴
に
根
は
酸
に
依
･E･腐
蝕
せ
ら
れ
其
成
長
を
止
む
ビ
雄
も
茎
葉
は
何
成
長
を
頼
行
す
る
を
見
る
.
而

して
酸
に
依

nttr

六九



七
〇

ろ
侵
蝕
は
局
部
的
に
生
す
る
が
如
し
｡
叉
刺
戟
作
用
は

一
般
に
棲
準
に
比

し長
さ
の
み
埠
す
傾
向
あ
-
｡
茎
葉
の
成

長
ご
根
の
成
長
亡
は
其
割
合
卒
行
せ
ず
.
叉
植
物
の
重
量
亡
成
長
せ
し
組
長
と
の
間
に
何
等
の

1
致
を
見
出
す
能
は

す
〇

1
れ‖u

二
酪
酸
'
酷
硬
及
乳
酸
は

7
立
に
〇
･
〇
二
元
以
下
を
合
有
す
ろ
液
に
で
も
刺
戟
の
効
果
を
奏
す
ペ
L
t大
豆
の
成
長
を

(妨
寄
せ
ざ
る
液
は
〇
･
7
克
以
下
に
し
て
刺
戟
作
用
の
強
き
も
の
よ
-
記
す
時
は
酪
酸
'
酷
酸
'
乳
酸
ど
す
.

F
れu

三
柵
酸
〇
･
〇
五
元
は
供
試
作
物
の
何
れ
に
も
有
数
に
刺
戟
作
用
を
呈
す
｡

hlしHr
l
れ‖u

四
作
物
の
稚
類
に
依
･'
抵
抗
力
の
順
に
記
す
時
は
大
豆
'
菜
豆
'
裸
穿
'
二
十
日
大
根
ど
す
.

(F
れu

五
酪
酸
の
〇
･
〇
二
元
協
は
何
二
十
日
大
根
'
裸
変
にこ
封
し
て
は
標
準
匿
よ
･｡
患
き
空
不
L
t
菜
豆
は
稽
標
準
に
近
き
を

b一川r
示
せ
-
.
然
る
に
大
豆
に
封
し
て
は
標
準
値
よ
-
も
良
好
な
る
空
不
せ
-
.
但
し
〇
･
二
束
陰
以
上
は
有
害
な
-
0

酪
観
は
二
十
日
大
根
'
裸
変
'
菟
豆
の
執
れ
も
棲
草
陰
よ
A
は
成
長
劣
る
も
大
豆
に
封
し
て
は
焦
ら
す
'
却
っ
て
良
好

な
h
.

但
し
〇
･
二
元
値
以
上
は
大
豆
に
有
等
な
JE
,｡

碑
酸
は
裸
穿
'
菜
豆
に
対
し
〇
･
∪二
元
も
〇
･
1
克
以
上
も
悪
し
き
も
共
同
の
濃
度
は
刺
戟
作
用
を
呈
し
標
準
値
よ
h
l

成
長
宜
し
-
二
十
日
大
根
は
〇
･
〇
五
元
が
刺
戟
作
用
を
呈
し
そ
れ
以
上
も
叉
以
下
の
〇
･
〇
二
元
も
恵
か
b
き
.

乳
酸
は
二
十
日
大
根
'
裸
変
'
菜
豆
の
順
に
で
皆
標
準
よ
-
劣
る
｡
但
し
大
豆
は
〇
･四
克
以
上
は
害
す
O

l
れ‖u

六
酸
の
適
度
に
稀
薄
な
る
液
は
成
熟
を
促
進
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
裸
変
に
で
知
れ
e
o

iZl



英

二

前
に
述

べ
L
は
著
者
が
猟
逸
園
に
於
で
行
ひ
し
貰
埼
結
果
な
る
を
似
て
作
物
其
他
を
異
に
す
る
日
本
に
於
で
其
れ
る
作

物
及
呉
れ
る
酸
類
を
用
ひ
て
試
壊
し
如
何
な
る
結
果
を
待

べ
き
や
を
知
ら
ん
要

して
更
に
次
の
研
究
智
行
ひ
た
･･

,.

研

究

の

方

捷

供
武
儀
類
は
硫
酸
'
楯
簡
'
鞄
酸
'
蟻
酸
ヽ
酷
磯
'
乳
酸
を
各
々
硬
度
を
五
度
､
十
度
'
十
五
度
､
二
十
度
､
二
十
五

度
二

二
十
度
二

二
十
五
度
･
五
十
度
･
七
十
五
度
･
百
度

(
壷

は
醜
準

豆

○
蝿
を
中
和
す
る
に
用
ゐ

AA)TbNaO
H

の
蝿
欺
な
･o
)
宇

し
蓉
芽
試
験
の
.培
養
液
に
は
髄
液
の
み
を
'
水
耕
武
儀
に
は
｢
ク
ノ
ッ
ブ
L
鞭
又
は
｢
ザ
ッ
ク
ス
｣
液
を

用
ひ
各
植
物
の
長
さ
及
重
量
智
測
れ
-
0

研

究

の

結

果

l
nu一

水
稲
'
大
変
'
大
豆
'
赤
っ
め
草
の
費
芽
及
生
育
に
封
す
る
酸
類
の
限
界
酸
度
を

不
せ
ば

れⅦ
川HLl
J

イ
蓉

芽

試

廟

qttL

磯

名

酷

酸

蟻

酸

乳

酸

水

屑

三

十

五

度

二
十

五

度

大

変

三

十

五

度

二

十

五

度

赤
つ
め
草

三

十

度

二
十

五

度

三

十

度七
一



楯 瞳 硫

酸 噴 散

三

十

五

度

五

十

度

十

五

度

二

十

五

度

二
十

五

度

七
二

二

十

五

度

二

十

五

度

三

十

度

耕

試

歯

髄

名

酪

酸

蟻

酸

乳

醜

硫

磯

塩

酸

椅

酸

水

稲

十

度

十

度

二

十

度

十

度

十

度

十

度

大五五十五五五

五

度 皮 皮 度 度 度 変

五 五 五 五 五 五 大

度 炭 塵 度 皮 度 豆

上
表
よ
-
抵
抗
力
の
強
き
も
の
よ
･JP
順
次
に
並
ぶ
る
時
は

費

芽

試

駿

水
荷
､
赤
っ
め
草
'
大
変

水

耕

試

壌

水
稲
'
大
変
'
大
豆



)二
乳
酸
は
植
生
に
有
害
作
用
を
呈
す
る
場
令
多
し
.
蟻
酸
は
大
変
の
蓉
芽
に
対
し
刺
戟
作
用

を
呈
す
る
こ
と
あ
る
も
他

(の
植
物
に
は

1
投
に
有
書
作
用
を
呈
す
る
場
食
多
し
.
酪
酸
は
大
変
の
費
芽
に
際
し
て
好
黒
を
奏
す
る
こ
ご
あ
る
も
'

他
の
租
物
に
は
此
関
係
書
､し
か
ら
ず
'
楯
酸
は
水
稲
の
馨
芽
に
際
し
有
効
な
る
場
令
多
L
t
瞳
酸
は
硫
酸
よ
-
有
事
作

用
少
き
が
如
き
も
大
豆
に
封
し

ては
両
酸
共
同
横
に
植
物
を
萎
蔀
せ
し
め
'
硫
酸
は
馨
芽
'
水
耕
爾
試
嶺
成
蹄
に
於
で

刺
戟
及
有
嘗
作
用
の
強
き
を
示
せ
-
.
就
中
水
稲
の
水
耕
試
験
に
親
で
は
著

Jか
-
ラ
.

ノヽ三
植
生
に
封
す
る
酸
の
有
害
作
用
の
強
さ
も
の
よ
-
順
次
に
記
す
時
は

q■川r硫
酸
'
腹
酸
'
蟻
酸
､
酎
酸
､
乳
簡

.11
H川

四
通
度
の
顧
級
は
時
に
良
好
Ll
る
刺
戟
剤
た
･り
'
上
長
成
長

(L
i
n
~

gew
ICh
stum
)
に
艮
結
果
を
耕
す
は
多
-
の
場
合
に

q■川r
適
度
の
酸
の
特
有
現
象
な
-
.

右
に
関
す
る
研
究
報
告
は
載
せ
て
次
の
誌
上
に
あ
ら
｡

小
野
寺
伊
勢
之
助
著

植
物
に
封
す
る
各
種
酸
頓
の
刺
戟
及
肩
書
作
用
に
就
て

農
弟
曾
報
帯
首
五
十
五
耽
(
大
正
四
年
七
月
)
四
四
七
-
四
七
二

回

植
物
の
酸
に
封
す
る
影
響
に
就
て

農
拳
骨
報
井
首
六
十
七
戟
(
大
正
五
年
七
月
)
四

】
九
-
四
四
九

(･
O
NODERA,
U
ntersuch
t]n
gen
Atx
r
d
ie
B
esch
ad
igu
ng
d
er
P
fl
an
ZeZl
d
u-ch
S
auren
un
d
ab
e-
d
ie
R
ei=wi
rk
l
ng
d
er
S
a
u
rel

au
f
P
fl
1n
ZeP

Ber.d.Oh
a
l
a
･Tn

st.f,
T
an
dw
･Fo
r
s
c
h
,
B
d
,
I
,lJ
e
f=

,
79
(6,



七
四

蟻
酸
'
酪
酸
及
乳
酸
の
分
離
定
量
法
に
裁

て
農
事
待
策
士

小

野
寺

伊

勢

之

助

研

究

の

目

的

有
機
質
肥
料
の
分
解
L'依
･O
生
す
る
蟻
酸
'
酷
職
及
乳
商
の
舟
俄
定
量
法
に
良
捷
な
し
｡
依
･･,
て
分
解
の
際
生
す
る
磯

の
欺
感
を
研
究
す
る
上
に
必
要
な
る
新
定
畳
方
法
を
妾
出
せ
ん
だ
す
る
に
あ
-
.

研

究

の

方

法

種
々
の
分
離
法
を
槍

･J其
中
金
の
目
的
LJ施
用

J
得
ら
る
べ
べ
考
へ
ら
る
～
蟻
酸
の
定
量
韓
中
良
好
な
b
E
怒
め
ら
る

る
第

一
水
銀
唾
.ぜ
第
二
水
銀
塵
に
葬
化
し
て
求
む
る
も
の
及
渦
浦
俺
磯
加
里
法
を
槍
せ
L
に
後
者
は
正
確
な
る
結
果
を

典
へ
･J
を
以
て
之
に
或
る
量
の
酷
酸
､
酪
酸
'
｢
プ
ロ
ビ
オ
y
L
磯
'
乳
観
等
を
混
じ
た
る
場
命
を
武
藤
し
及
乳
磯
を
祷

磯
に
頻
化
せ
JJ
め
て
定
量
す
る
法
及
蟻
酸
'
酷
簡
'
酪
酸
'
乳
酸
等
混
合
孜
の
分
別
蒸
気
恭
解
を
行
ひ
其
結
果
ユ
h
し

て
蟻
酸
､
酪
酸
､
乳
酸
を
混
合
せ
･し
塘
食
に
於
け
ろ
分
離
走
査
法
と
J
て
次
記
新
法
を
鼻
出
せ
A
.

)イ
定
量
法
の
原
理

nl一川r
混
合
液
が
三
酸
の
み
な
る
時
は
其
使
然
ら
ね
時
に
他
の
無
機
酸
ビ
混
せ
し
場
合
は
｢
エ
ー

テ

ル
｣
に
て
浸
出
L
英

1
部
を

以
て
油
滴
俺
観
加
里
法
に
依
･}
蟻
酸
を
定
量
L
他
部
･･̂
･D
は
乳
酸
を
禄
酸
に
観
化
し
て
定
見
す
.
酷
額
は
過
満
俺
酸
加



里
の
影
響
な
き
が
故
-こ
薦
液
ユ
ー
｢
エ
ー
テ
ル
｣
に
て
浸
出
し
浸
出
液
を
轟
館
す
.
而
し
て

7
定
竜
液
の
兼
備
液
に
或
る

係
数
を
乗
じ
酷
髄
を
得
ペ
し
｡

p■uロ
定
量
法
の
綱
要

hl■川r
試
廠
液
を
1

エ
ー
テ
ル
｣

に
て
浸
出
し
て
｢
ア
ル
カ
リ
｣

に
て
中
和
し
燐
酸
に
て
磯
性
"
な
し
衣
に
高
温
度
蒸
気
蒸
鰭
を
な

す
｡
此
義
解
液
を
｢
ア
ル

カ
リ
L

液
に
導
き
長
峯
に
て
蒸
儲
し
供
試
液
を
作
製
す
｡
供
試
液
の

T
部
を
｢
ア
ル
カ
,
｣
性
過

浦
俺
磯
加
里
液
に
て
顧
化
し
乳
酸
を
稽
酸
に
舜
化
せ
し
め
過
剰
の
過
蒲
俺
磯
加
里
は
過
酸
化
水
素
に
て
脱
色
し
其
際
生

せ
し
椎
酸
を
石
衣
塵
と
し
て
定
量
し
該
稽
醜
よ
h
乳
磯
を
求
む
｡
供
試
液
の
他
部
を
｢
ア
ル

カ
リ
L
牲
過
浦
俺
酸
加
里
液

に
て
酸
化
し
過
剰
の
過
浦
俺
磯
加
里
を
次
亜
硫
顧
曹
蓮
に
て
定
量
し
て
乳
酸
及
蟻
観
の
酸
化
に
要
せ
し
過
蒲
俺
醸
加
里

の
量
を
求
む
｡
之
よ
･｡
乳
酸
の
酸
化
に
要
せ
し
過
浦
俺
磯
加
里
の
畳
を
減
す
れ
ば
戎
主
よ
-
蟻
繭
量
を
求
め
得
ベ
L
｡

第
三
供
試
液
は
上
記
の
如
-
磯
化
し
過
剰
の
過
蒲
俺
酸
加
里
は
過
酸
化
水
素
･に
で
酸
化
す
.
然
る
時
は
蟻
磯
及
乳
蘭
は

酸
化
せ
ら
る
ー
も
酪
酸
は
酸
化
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
此
枚
を
源
過
洗
練

し枚
の
大
部
分
を
具
を
蕗
鋸
に
て
蒸
解
し
硫
酸

に
て
親
任
と
な
し
後
｢
エ
ー
テ
〝
｣

に
て
酪
酸
を
浸
出
す
､
該
液
よ
h
｢
エ
ー
テ
ル
｣

を
腐
出
後
に
｢
エ
ー
テ
ル
｣
浸
出
液
の

7
部
を
定
量

J
叉
他
の
浸
出
枚
9

7
定
量
を
取
り
百
蝿
に
充
た
し
そ
れ
よ
h
九
五
蝿
を
蒸
健
･し
残
れ
る
五
蝿
の
磯
度
を

定
量
し
之
に
或
る
係
数
を
乗
す
る
時
は
酷
磯
を
得
｡
若

･J始
め
の
供
試
品
が
草
に
蟻
蘭
'
酪
酸
及
乳
酸
の
み
ょ
h
鹿
も

時
は
九
五
縄
の
浸
出
液
を
求
む
る
要
な
-
｢
エ
ー
テ
ル
｣
浸
出
液
全
部
が
醍
醜
な
h

｡

七
五



七

六

研

究

の

結

果

本
新
定
量
法
に
依
･｡
蟻
顧
'
酷
顧
及
乳
酸
の
混
食
液
よ
･｡
各
酸
の
分
離
故
に
大
豆
粕
'
紫
雲
英
虻
に
米
糠
の
際
酵
液
に

鹿
用
し
て
良
好
な
る
結
果
を
得
た
-
'
但
し
｢
プ
ロ
ビ
オ
y
L
髄
は
〇
･〇
1
七
郎

醗
酵
は
〇
･〇
〇
七
%
以
下
存
す
る
も

影
響
少
な
し
.

小
野
寺
伊
勢
之
助
著

蟻
酸
'
酷
酸
及
乳
酸
の
分
触
定
皇
汝
に
放
て

漫
歩
甘
租
井
首
七
十
三
鞍
-
第
官
七
十
六
戟
(
大
正
六
年

一
月
-
四
月
)

Ⅰ.
O
N
O
D
E
R
A
,

E
in
e
M
eth
o
d
e
Zur
lsotieru
n
g
d
el
A
m
eisen
5,E
ss
骨

u
n
d
M
itch
saure,
B
et.
d
.O
h
ara･Iu
st,
f,
L
AY)d
声
F
orsch.
lsd.
Ⅰ,
H
eft

2
,
1
9
7
7,

米
の
品
質
ご
糠
中
の
油
脂
含
量
･')
の
関
係
に
就
き
て

農
事
得
業
士

小

野

寺

伊

勢

之

助

研
究

の

目

的

先
に
荒
木
農
畢
士
が
優
良
な
る
米
は
劣
等
な
る
も

りよ
-
米
糠
中
に
多
量
の
油
脂
を
合
有
し
油
脂
多
き
は
米
の
品
質
良

好
な
る
徴
な
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
-
.
本
間
題
は
頗
る
有
益
な
る
事
項
に
し
て
余
は
陶

イ
'
米
糠
中
の
澱
粉
を
計
算
に
入
れ
し
場
食
如
何
な
る
結
果
を
凍
す

べ
き
や
.

p
t
米
粒
の
大
さ
と
油
脂
含
量
の
関
係

如
何
に
つ
き

で研
究
の
僻
地
あ
る
を
認
め
た
る
に
依
る
｡



研

究

の

方

法

イ
の
場
令
の
供
試
材
料
は
ま
亨
し
て
大
原
家
小
作
米
品
評
骨
に
出
品
せ
･J
も
の
に
て
他
は
朝
鮮
'
毒
海
よ
-
寄
贈
を
受

け
J
玄
米
を
用
ひ
t

p
の
場
合
は
農
業
研
究
所
試
験
地
産
の
玄
米
を
編
の
日
の
大
さ
に
依
･,
儒
別
せ
し
も
の
を
用
ひ
農

業
研
究
所
に
て
三
宅
千
秋
氏
の
考
集
せ
し
小
型
の
末
日
に
よ
り
電
力
に
て
膝
の
去
る
を
皮
ビ
し
精
白
を
施
し
米
糠
を
求

め
米
糠
中
の
勅
脂
油
含
量
を
測
定
し

且
米
糠
中
の
澱
粉
を
定
量
し
て
精
確
L
.
る
勅
脂
油
量
を
求
め
比
腰
せ
-

.

研

究

の

結

果

-ヽノ7
米
の
品
質
と
糠
中
の
.粗
脂
油
含
量
亡
の
間
に
は
品
質
健
劣
の
葺
著
し
-
大
な
る
場
合
に
於
て
は
健
艮
な
る
米
の
糠
中

(の
滑
油
含
量
は
劣
等
な
る
米
の
糠
に
於
け
る
よ
-
も
多
L
t
申

し
て
品
質
の
差
大
tl
ら
ざ
ろ
時
は
此
関
係
を
見
出
す
こ

ビ
能
は
す
｡

)二
米
の
熟
度
充
分
に
し
て
充
貸
せ
る
も
の
は
熟
度
不
充
分
な
る
も
の
よ
り
も
著
し
-
脂
油
の
含
量
多
-
.

(GiiiZl
二
面

熟
充
分
な
る
7
供
試
料
を
粒
の
大
小
に
院
介
せ
る
場
合
に
英
最
大
な
る
も
の
よ
-
も
粒
の
大
さ
比
較
的
小
に
し
て

iZt一い
其
試
料
の
ノ最
多
の
部
を
占
b
る
粒
の
米
糠
中
に
脂
油
の
含
量
多

･し
｡

小
野
寺
伊
勢
之
助
着

氷
の
品
質
亡
糠
中
の
油
脂
丑
TJ
の
紬
係
に
就
JrJて

農
拳
骨
報
第
百
八
十
薮
(
大
正
六
年
八
月
)



七
人

稽
熟
病

の
化

学
的

研
究

息
拳
得
業
士

小

野
寺

伊

勢

之

助

研

究

の

目

的

稲
熱
病
は
肥
料
と
密
接
な
る
関
係
を
有
し
本
病
の
化
拳
的
研
究
の
第

7
歩
ビ
し
て
先
づ
健
'
病
両
葉
の
化
串
的
成
分
の

比
較
を
行
ひ
た
A
.

研

究

の

方

昧

供
試
植
物
は
備
前
'
備
中
'
備
壊
'
美
作
'
伊
改
'
播
磨
の
諸
地
方
よ
-
十
三
鞍
を
求
め
病
兼
は
良
基
映
乏
し
で
其
反

鷹
観
世
な
ら
ざ
る
や
の
推
定
に
基
づ
き
病
'
健
爾
集
に
殺
菌
剤
哲
添
加
せ
し
も
の
及
添
加
せ
ざ
る
も
の
に
付
き
薦
糖
の

特
化
作
用
を
比
較
し
又
全
貌
水
化
物
'
水
再
任
特
化
糖
の
倉
皇
を
比
較

し
た
-
'
又
稲
熱
病
菌
が
蔑
糖
特
化
作
用
を
有

す
る
や
否
や
を
槍
し
此
結
果
よ
-
L
で
健
'
病
両
案
を
水
浸
し
て
該
液
の
水
素
｢
T
オ
y
L
濃
度
を
比
較
し
最
後
に
蛋
白

質
及
無
機
成
分
に
差
異
あ
る
や
を
確
か
め
た
-
0

研

究

の

結

果

Cidl
稲
熱
病
rJ
犯
さ
れ
た
る
稀
の
生
薬
は
健
葉
よ
り
庶
糖
の
特
化
作
用
大
な
-
.
而
し
て
著

し-
大
な
る
も
の
あ
E
P
又

(殺
菌
剤
を
加
ふ
る
時
は
病
'
健
の
南
尭
共
に
特
化
耗
封
宜
を
披
少
す
ビ
錐
も
減
少
せ
る
場
食
の
特
化
量
は
健
葉
の
特
化

一

丑
に
比
し
大
な
D
｡



ll
Hu

二
補
熱
病
菌
も
亦
庶
糖
の
特
化
作
用
を
有
す
.

n一MH-
)三

重
炭
水
化
物
及
水
溶
性
特
化
糖
畳
は
概
し
て
病
葉
の
方
健
集
ま
b
劣
れ
-
0

nlLH-
)四

蛋
白
質
は
病
乗
の
方
健
菓
よ
-
著
し
-
多

･し.

ru一日【
)五

無
機
成
分
に
我
で
は
次
の
如

J｡

nlLUヽ~.ノ
イ
金
次
分
及
之
よ
J･E,｢
ア
ル
カ
,
L
竣
類
.曾
除
け
る
次
卦
の
量
は
共
に
病
嘉
の
方
健
集
ま
･E
h少
な
し
.

nlLH-
)ロ

炭
化
後
水
に
溶
-
る
｢
ア
ル
カ

リ
｣
塵
は
病
某
の
方
健
菓
･.1
-
多

L
｡

ntLHr
Eid.1

桂
酸
の
畳
は
病
薫
の
方
健
集
ま
･JE
著
し
-
少
き
も
の
あ
J･E,
.

切一M
)

三

石
次
量
は

1
定
せ
ず
｡

nt一柑H-

小
野
寺
伊
勢
之
助
著

常
軌
病
の
他
拳
的
研
究
(
井

1
報
)

農
拳
骨
報
斉
官
八
十
戟
(
大
正
六
年
八
月
)
五
九
八
-
六

〇
九

有
機
質
肥
料
の
分
解
に
際
し
生
成
す
る
有
機
酸
に
裁
て

農
事
終
業
士

小

野

寺

伊

勢

之

助

研

究

の

日

的

甲
'
水
田
状
態
に
&
'て
有
機
質
肥
料
の
舟
解
せ
ら
る
～
に
際

･Jで
の
土
壌
液
反
鹿
測
定
法
は
徒
水
不
完
全
な
る
に
依
-

東
に
研
究
を
行
ひ
完
全
な
る
反
鹿
足
を
知
ら
ん
だ
す
.

七
九



八
〇

乙
､
分
解
生
成
酸
と
客
気
亡
の
関
係
を

試
願
せ
L
に
粘
土
に
て
は
見
掛
け
の
酸
度

(A
pp
are
nt
acidity
)
が
比
較
的
長

-
保
留
さ
る
ー
を
以
て
此
関
係
を
知
ら
ん
ど
す
.

丙
'
脱
胎
せ
る
有
機
質
肥
料
と
生
成
酸
亡
の
関
係
を
知
ら
ん
ど
す
.

試

歯

の

方

法

p
肌り

甲
.
5
指
示
薬
法

土
壌
中
に
て
有
機
盛
肥
料
分
解
の
如
き
壕
食
に
は
有
機
酸
及
其
盤
類
'
無
機
酸
腹
痛
殊
に
｢
ア
ン
モ
ニ
ア
｣泉
醜
鰻
等
存

在
し
且
其
反
騰
度
は
徴
易
な
る
が
故
に
か
･･
る
枚
の
滴
定
に
射
し
1

コ
ン
ゴ
-
レ
.ツ
ド
｣
'

｢
フ
ェ
ノ
ー
ル
ブ
タ
レ
ン
｣
､

)

ノヽ

｢
メ
チ
I
ル
オ

レ
ソ
デ
L
を
選
び
て
比
梗
武
儀
を
行
ふ
こ
と
i
L
叉
滴
定
法
を
分
ち
て
イ
直
接
滴
定
法
口
煮
沸
後
滴
定
法

Ⅶ
川Hr

Ⅶ
tr

p
れH】I,

r
エ
ー
テ
ル
｣
浸
出
後
滴
定
法
の
三
方
法
を
行
ひ
た
･Jl
.

((iiiZl
∫.･
直
接
滴
定
法

一し供
武
土
壌
1白
兎
に
大
豆
粕
､
米
糠
又
は
細
切
せ

･し紫
雲
英
一で
各
〇
･
二
'
〇
･三
'
〇
･五
及
一
･〇
克
加
へ
て
蒸
鋸
水
宙

蝿
を
加

へ
升
解
せ
し
液
の
滅
液
の
各

7
定
量
を
取
り
｢
コ
ソ
.n
I
レ
ッ
ド
Lt
｢
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
ク
レ
ン
L
t
｢
メ
チ
I
ル
オ

レ
ン
デ
｣
の
三
指
示
集
に
て
滴
定
伍
を
求
め
比
較
し
た
-
｡

(iiiZl
ロ
煮
沸
後
清
定
法

(供
試
液
を
還
流
冷
却
器
を
附
し
て

7
定
時
間
煮
準

し泉
酸
克
期
を
編
出
し
冷
却
後
滅
孜
の

1
定
量
を
取
り

｢
コ
ン
ゴ
-



レ
ッ
ド
｣
及
｢
フ
ェ
ノ
ー

ル
ブ
タ
レ

ン

｣
を
指
示
薬
に

Jで
ニ
ー
三
岡
の
平
均
滴
定
億
を
求
め
比
較
･し
た
-
0

】■
nu

.,

｢
エ
ー
テ

ル
｣
産
出
後
滴
定
法

u
一川H-

有
機
質
肥
料
分
解
の
際
に
生
す
る
有
機
磯
は
殆
ん
で
骨
｢
エ
ー

テ
ル
｣
に
可
溶
性
の
も
の
な
れ
ば
｢
エ
ー
テ

ル
｣
に
て
遊

離
状
の
磯
を
浸
出

し得
ペ
-
'
之
に
は
余
.&
畳
に
塞
出
せ
･し
液
膿
脂
肪
浸
出
器

(農
拳
骨
報
第
百
七
十
六
耽
重
昭
)
を
用
ひ
た

ち

■0
此
試
歯
に
は
敦
備
試
歯
ご
し
て
浸
出
液
受
器
の
｢
ア
ル
カ
リ
L液
に
｢
エ
-
.h

ル
｣
少
量
を
加
へ
六
十
度
に

7
時
間
加
温
し

後
｢
+1JI
カ
I
L
に
入
れ
て
煮
沸
冷
却
後
滴
定
し
又
は
任
意
量
の
｢
エ
ー
テ
ル
｣
を
添
加
せ
L

T
定
量
の
｢
ア
ル
カ
リ
｣
液
を

六
十
度

の湯
浴
上
に

1
時
間
加
温
し
た
る
も
の
叉
は
甘
皮
の
助
浴
上
に
加
温
し
た
る
も
の
等
を

｢
フ
ェ
ノ
ー

ル
ブ
タ
レ

ン
｣
又
は
｢
n
ソ
.n
I

レ
ッ
ド
｣

に
で
飯
盛
理
｢
ア
ル
カ
リ
｣
級
の
満
足
度

だ
比
し
其
結
果
｢
コ
ン
ゴ
I

レ
ッ
ド
｣
を
用
ふ
る

こ
と
昔
然
LJ
る
を
知
b
本
試
験
に
は
前
亡
同
じ
-
米
糠
'
大
豆
粕
'
紫
雲
英
等
の
分
解
液
の
｢
エ
ー
テ

ル
｣
浸
出
液
を
得

て
反
騰
度
を
槍
し
た
-
O

㈹
電
気
的
測
定
捷
(
水
素
｢
イ
ォ
y
L
の
濃
度
測
定
に
依
る
法
)

G
askette
に
て
オ
ス
ト
ブ
ル

ド
氏
の
測
定
橋
を
用
ひ
大
原
農
業
研
究
所
の
化
畢
部
試
境
地
に
あ
る
粘
土
'
壌
土
'
砂
土

馬
の
土
壌
各
百
五
十
充
に
大
豆
粕
.
米
糠
'
紫
雲
英
を
夫
れ
-
～
〇
･
7
解
'
〇
･三
郎
'
〇
･五
郎
添
加
及
無
添
加
鳩
を

作
h
之
に
蒸
館
水
百
五
十
蝿
を
加

へ
其
分
解
滑
液
に
つ
き
水
素
沌
過
速
度
を
中
等
と
L
供
試
液
を
容
れ
た
る
中
間
連
結

入
】



入
二

瓶
を
四
箇
ビ
し
て
測
定
せ
A
.

乙
'
客
気
と
磯
生
成
の
革
質
を
碓
か
む
る
湾
に

】■
n川

イ
容
器
を
同

7
に
L
客
朱
洗
泡
の
有
無
に
依
る
生
成
の
見
掛
け
の
敬
呈
に
差
を
凍
す
や
香
や

′し】lHu
口
供
武
豊
を

一
定
し
容
器
の
大
さ
一曾
弁
じ
た
る
尊
命
生
成
酸
量
に
及
ぼ
す
関
係

Ⅶ
MHL
p
肌u

.,
供
試
物
を
炭
酸
克
斯
に
で
飽
和
せ
し
場
合
に
酸
の
生
成
に
及
ぼ
す
関
係

′1
､
】Ⅳ肌H

--
酸
素
の
有
無
と
酸
の
生
成
亡
の
陶
係
を
米
糠
'
大
豆
粕
'
紫
薯
英
の
分
解
液
に
親
で
試
食
L
LJ
h

Ⅶ
川H【

丙
'
脱
脂
有
機
質
肥
料
と
生
成
酸
と
の
関
係
に
は
米
糠
百
五
十
元
を
大
な
る
｢
ソ
ッ
ク

ス

レ
I
L
脂
肪
浸
出
器
に
入
れ
て

三
日
間
浸
出
せ
し
も
の
紫
雲
英
(脱
脂
は
四
日
間
)大
豆
粕
等
も
之
に
準
じ
て
脱
脂
せ
･し
も
の
に
て
試
歯
に
供
し
た

hソ
0

右
供
洗
物
を
首
蝿
の
虞
口
瓶
に
玉
東
の
米
糠
ビ
蒸
飽
水
百
克
己
を
入
れ
椅
子
栓
を
施

Jロ
部
は
｢
.I,
ラ
フ
T
y
｣
に
て
封

じ
且
妹
に
て
緊
縛
J
生
成
磯
を
比
較
せ
h
O

試

歯

の

結

果

甲T
.
有
機
質
肥
料
が
土
壌
中
に
て
分
解
せ
し
時
土
壌
液
に
於
け
ろ
反
騰
を
検
す
る
に
指
示
薬
を
以
て
す
る
直
接
滴
定
法

は
正
し
か
ら
す
'
煮
沸
鎮
痛
定
法
は
泉
酸
克
斯
以
外
し
基
づ
-
反
鹿
を
検
卑

し
得
べ
き
も
正
確
に
知
る
に
は
行
は



れ
す
O

｢
エ
ー
テ
ル
｣浸
出
法
に
て
｢
コ
ソ
ゴ
ー
レ
ッ
ド

｣
の
如
き
を
用
ひ
滴
定
す
る
時
は
土
壌
が
｢
エ
ー
テ
ル
L
可
溶
性
酸
に

基
づ
-
敢
牲
な
れ
ば
其
酸
度
を
知
･>
待

ペ
ー
｡

二
'
同
量
を
用
ふ
れ
は
米
糠
.
大
豆
粕
及
紫
雲
英
の
順
序
に
酸
を
生
成
す
る
も
遊
離
酸
と
し
て
存
在
す
る
量
は
極
め
て

少
し

｡

三
'
遊
離
磯
の
存
在
は
土
壌
の
種
類
に
依
･JB
異
る
'
砂
土
は
酸
度
の
最
高
度
に
蓮
す
る
こ
と
早
-
叉
滑
失
す
る
こ
と
も

速
か
な
-
'
粘
土
は
之
に
反
す
'
壌
土
は
砂
土
よ
･E
･酸
の
生
成
連
け
れ
ど
も
保
有
す
る
期
間
長
L
｡

･四
､
土
壌
中
に
於
け
る
有
機
質
肥
料
分
解
液
の
典
の
反
鷹
を
知
る
に
は
電
気
的
測
定
に
依
･･h
水
素
｢
イ
オ
ン
｣浪
度
を
知

●

る
を
以
で
正
確
な
-
ど
す
｡

乙
'
分
解
生
成
酸
だ
客
気
kJの
隅
係

一
'
米
糠
'
大
豆
粕
及
紫
雲
英
の
分
解
に
降
し
生
成
せ
ら
る
ー
有
機
酸
は
客
気
の
存
在
量
少
な
-
叉
は
存
せ
ざ
る
時
は

之
よ
･&
客
気
の
量
多
-
又
は
絶
え
や
新
鮮
な
る
客
気
と
接
触
す
る
時
よ
-
も
著
し
-
大
il
-
'
而
し
て
客
気
の
多

量
に
存
在
す
る
時
は
仮
令
酸
の
生
成
せ
ら
る
!
ど
も
直
ち
-こ
滑
失

･Jで
他
物
に
頻
化
し
又
間
も
な
-
｢
ア
ル

カ
>
｣

性
だ
な
る
も
客
気
の
量
少
な
-
又
は
存
在
せ
ざ
る
時
は
酸
は
永
-
存
在
す
'
此
拳
骨
は
垂
に
土
旗
に
前
記
三
供
試

品
を
添
加
し
た
る
時
に
生
成
せ
ら
る
-
酸
鼻
は
砂
土
に
は
早
-
滑
失
す
る
も
粘
土
に
は
比
較
的
長
-
残
留
す
ご
の

八
三



入
内

結
論
だ
1
致
す
る
も
の
な
-
O

二
'
本
供
試
有
機
質
肥
料
の
如
き
も
の
が
泉
磯
克
斯
又
は
客
気
中
よ
･｡
簡
素
を
奪
ひ
去
ら
れ
J
免
租
の
中
に
あ
り
で
分

解
す
る
時
は
常
態
の
客
気
と
接
髄
せ
る
時
手

,
も
多
-
叉
は
著

･し-
多
量
の
磯
が
生
成
せ
ら
る
～
を
見
る
｡

三
'
之
等
上
記
の
事
耳
は
磯
の
生
成
だ
客
気
中
の
酸
素
だ
が
密
接
な
る
関
係
あ
る
こ
ビ
車
不
す
も
の
に
J
で
之
等
の
単

音
を
貰
際
上
に
鹿
用
す
れ
ば
前
記
'1
如
き
肥
料
3J輿
へ
て
分
解

･しっ
･･
あ
る
時
は
遊
離
酸
の
生
成
を
出
水
得
る
女

け
波
少
せ
ん
が
食
に
据
拝
し
て
客
気
だ
接
触
せ
し
む
る
の
必
要
.は
る
b
示
す
O

丙
'
脱
脂
有
機
質
肥
料
だ
生
成
酸
と
の
陶
係

●

1
'
米
糠
.
大
豆
粕
及
紫
雲
英
の
脱
脂
せ
る
も
の
は
脱
脂
せ
ざ
る
も
の
よ
J･>
生
成
観
が
減
少
せ
ず
常
に
磯
の
生
成
量
勝

れ
る
を
見
る
は
生
成
酸
の
滞
り
脂
肪
の
分
解
よ
-
氷
る
に
あ
ら
ず
し
て
脂
肪
以
外
の
泉
水
化
物
其
他
蛋
白
質
等
の

分
解
に
依
h
生
成
せ
ら
る
･･Lこ
亡
を

不
す
｡

二
'
紫
雲
英
'
大
豆
粕
'
米
糠
の
脱
脂
せ
る
も
の
･･
分
解
液
の
酸
度
は
耽
脂
せ
ざ
る
も
の
を
土
壌
に
混
じ
て
生
成
せ
し

酸
度
の
順
位
と
1
致
す
｡

小
野
寺
伊
勢
之
必
着

有
機
文
思
料
の
分
解
に
貯

J
生
成
す
る
有
機
腰
に
就
さ
て

農
集
曾
報
第
百
九
十
競
(
大
止
七
年
六
月
レ

六
六
i
L
i
J
t
O



紫
雲
英
及
大
豆
粕
の
水
盾
生
育
に
及
ぼ
す
影
響

.
農
事
格
染
士

小

野

寺

伊

勢

之

助

研

究

の

目

的

本
邦
に
て
盛
ん
に
肥
料
.u
L
で
使
用
せ
ら
る
･･
紫
雲
英
及
大
豆
粕
の
水
稲
生
育
に
及
は
す
影
響
及
其
海
曹
な
る
使
用
量

を
知
ら
ん
と
す
る
に
あ
･｡
｡

研

究

の

方

法

大
正
五
年
以
降
粘
土
'
壌
土
'
砂
土
を
用
ひ
て
植
木
鉢
故
に
木
棺
試
歯
に
依
･･B
大
豆
粕
は
反
骨
五
貫
乃
至

二
十
某
紫
雲

英
は
反
骨
生
草
二
百
某
乃
至
千
箕
の
割
合
に
施
し
紫
雲
英
院
窒
素
の
不
足
は
硫
酸
｢
ア
ン
モ
ニ
ア
｣
に
て
補
ひ
'
別
に
紫

雲
英
'大
豆
粕
を
奥

へ
ざ
る
直
を
設
け
大
正
七
年
迄
貰
壕
を
行
ひ
た
り
｡
叉
木
据
試
鹿
に
供
せ

J潅
軟
水
の
反
鷹
を
｢
メ

チ

I
ル
オ

レ
ン
デ
｣
を
据
示
典
と
し
て
滴
定
L

T
筒
年
の
該
水
の
反
塵
灰
の
典
化
を
槍
し
夏
に
紫
雲
英
'
大
豆
粕
等
を

施
せ
し
米
と
施
さ
.1
る
米
亡
に
就
て
の
l
二
二
の
性
質
を
肉
眼
審
査
(
粒
形
､
色
樺
'
米
質
)
及
器
械
的
審
査
(
千
社

の重

量
'
容
積
重
､
剛
性
)
を
試
廠
比
較
せ
･-
O

研

究

の

結

果

､ヽノ1
紫
雲
英
及
大
豆
粕

を
用
ひ
砂
土
'
壌
土
及
粘
土
に
て
植
木
鉢
試
駿
に
依
-
水
稲
を
生
育
せ
し
め
其
多
量
を
使
用
せ
し

向t一M【
時
は
各
土
共
に
分
解
の
初
期
に

於
て
水
稲
の
成
長
に
悪
影
響
お
水
す
も
成
熟
期
に
近
づ
-
に
徒
ひ
砂
土
に
で
は
初
期
に

入
五



八

六

於
け
る
如
き
悪
影
響
の
省
に
受
け
し
生
育
欺
態
の
蓋
を
失
ひ
紫
雲
英
の
用
量
材
加
に
倖
ふ
て
或
る
程
度
迄
は
標
準
温
よ

E

草
丈
大
ど
な
る
｡

嘉
の
収
量
は
紫
雲
英
及
大
豆
粕
の
用
量
埠
加
に
件
ひ
披
少
す
る
も
籾
の
収
量
は
之
と
並
行
せ
ず
'
要
す
る
に
紫
雲
英
を

粘
土
及
壌
土
に
多
量
奥
ふ
れ
ば
音
大
ど
な
る
'
大
豆
粕
も
使
用
量
を
埠
加
す
ろ
程
標
中
底
よ
り
悪
さ
も
其
程
度
紫
雲
英

よ
h
小
な
･少
.

)二
木
棺
試
食
に
於
で
は
植
木
鉢
試
駿
だ
多
少
兵
h
た
る
結
果
を
得

L
も
大
牡
に
於
で

T
致
す
'
即
ち
紫
雲
英
及
大
豆
粕

(を
多
量
に
使
用
す
る
程
粘
土
の
場
食
に
水
箱
生
育
に
悪
影
響
を
水
た
し
壌
土
に
紫
要
英
を
用
ひ
し
時
は
粘
土
の
場
令
と

同
様
な
る
も
大
豆
粕
を
用
ひ

し時
は
比
較
的
好
結
果
を
凍
た
す
'
砂
土
は
大
豆
粕
を
多
-
施
す
程
牧
最
多
-
'
紫
雲
英

は
其
使
用
量
を
相
加
す
る
は
或
る
程
度
迄
患
影
響
を
埠
す
も
之
よ
b
東
に
甘
加
せ
る
量
を
用
ふ
れ
ば
漸
次
輯
牧
を
水
た

す
｡

)三
木
梶
試
歯
の
成
横
は
粘
土
及
壌
土
共
に
紫
雲
英
反
骨
生
草
四
百
五
十
某
以
上
を
奥
ふ
れ
ば
采
影
響
大
ど
な
れ
･少
｡

()四
本
木
棺
試
食
に
供
せ
し
港
軟
水
の
反
鹿
は
易
｢
ア
ル
カ

リ
｣
性
を
呈
し
其
｢
ア
ル

カ

リ
｣
度
は
水
箱
の
生
育
期
中
概
し
て

(高
-
田
面
よ
り
排
水
の
終
る
と
共
に
急
激
に
城
少
せ
･少
.

)五
余
の
施
行
せ
し
植
木
鉢
及
木
棺
試
巌
に
於
で
紫
雲
英
又
は
大
豆
粕
の
施
肥
に
件
ふ
水
沼
生
育
に
慈
影
響
を
改
む
-
し

(尿
周
は
遊
離
有
機
商
に
依
る
に
あ
ら
す

｡



)六
本
木
棺
試
食
に
依
れ
ば
紫
雲
英
及
大
豆
粕
を
用
ふ
る
は
無
機
質
肥
料
の
み
使
用
す
る
よ
-
も
各
土
共
に
米
質
を
良
好

iⅦ一凡H-
に
し
又

i
定
位
軟
の
玄
米
の
委
量
を
有
加
せ
し
ひ
る
も
容
積
婁
及
剛
性
に
あ
り
で
は
知
新
明
ら
か
な
る
各
土
に
共
通
的

の
差
異
を
認
め
ず
｡

小
野
寺
伊
勢
之
助
著

紫
雲
英
､
大
豆
粕
の
水
相
生
育

.1及
ほ
で
影
響

農
車
曾
報
第
百
九
十

7
戟
(
大
正
七
年
七
月
)
七
八
六
-
八
二
七

紫
雲
英
の
水
盾
生
育
に
及
ぼ
す
有
害
作
用
の
原
因
に
関
す
る
研
究

農
争
特
発
士

小

野

寺

伊

勢

之

助

l
t
紫
雲
英
分
解
の
際
に
生
す
る
有
機
酸
の
瞳
類
に
依
る
や

研

究

の

日

的

紫
雲
英
の
水
稲
生
育
に
及
ぼ
す
有
音
作
用
の
原
因
は
'
紫
雲
英
分
解
の
際
に
生
す
る
遊
離
有
機
酸
に
依
ら
ざ
る
こ
と
を

(農
芸

晶

竪

管

照
)
知
-
た

-
0
琴
ら
ば
紫
雲
英
分
解
の
際
に
生
す
る
有
機
契

蟻
酸
'
酪
酸
'
乳
酸
)
に
依
る
に

非
る
や
の
疑
を
生
じ
之
を
開
明
せ
ん
ど
す
.

研

究

の

方

法

大
正
七
年
よ
-
八
年
に
亙
b
蟻
酸
'
酪
酸
及
乳
酸
の
加
里
'
曹
連
'
石
庚
'
苦
土
'
域
'
蒼
土
､
満
俺
及
｢
ア
ン
モ
一-
ア
｣

姓
の
㌍

馴師

届
の
稚
々
な
る
液
を
作
-
試
嶺
L
t

供
試
籾
種
は
鯉
水
蓮
後
天
舟
水
洗
し
更
に
蒸
溜
水
に
て
盤
秦
の

入

七



入
八

反
騰
洞
失
す
る
迄
に
洗
ひ
乾
燥
せ
し
･J
り
を
用
ひ
た
h
.
水
稲
幼
苗
は
幼
芽
の
均

一
な
る

7
本
の
根
を
有
す
る
も
の
を

用
ひ
里
盤
の
場
食
に
於
け
る
水
沼
幼
苗
の
生
育
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
-
て
阻
鼎
温
度
を
知
り
'
後
紫
雲
英
添
加
土
及
比

較
標
準
土
に
於
で
溶
液
中
に
凍
る
堕
基
の
痕

度
を
知
･D
更
に
二
姓
に
&
'け
る
陽
｢
イ
オ
ン
｣
及
陰
｢
イ
オ
ン
L
を
壁
じ
て
混

合
せ
る
場
令
に
於
け
る
水
沼
生
育
に
及
ぼ
す
影
響
を
試
歯
:

後
詩
旗
碁
混
食
液
に
於
け
ろ
水
荊
生
育
状
態
を
知
ら

次

の
結
論
に
逢
せ
-
.

研

究

の

結

果

紫
雲
英
の
水
稲
生
育
に
及
ぼ
す
有
嘗
作
用
の
原
因
に
は
紫
雲
英
の
分
解
に
倖
ひ
て
生
す
る
有
機
酸
塵
類
も
之
に
輿
か
る

但
J
害
の
重
な
る
部
分
を
占
む
る
も
の
亡
は
務
め
ら
れ
す
.

〓
'
土
壌
中
に
て
紫
雲
英
の
分
解
す
る
に
際
･J
亜
酸
化
餓
硫
化
物
及
層
状
銭
の
生
成
に
親
で

研

究

の

目

的

本
題
の
有
害
作
用
の
重
な
る
原
因
は
有
機
顧
又
は
其
堕
類
に
非
る
こ
と
.SL細
-
た
る
が
余
は
紫
雲
英
分
解
土
に
は
無
添

加
土
に
比
し
稀
酷
顧
可
溶
性
亜
酸
化
城
が
著
し

-
多
量

に
生
成
せ
ら
る

1
こ
ビ
及
硫
化
物
及
臆
液
に
於
け
る
屡
欺
域
も

常
に
多
き
こ
と
を
知

-
L
を
以
て
更
に
之
等
JJ
就
き
て
攻
究
せ
ん
ど
す
O
之
等
の
物
質
は
蓋
し
植
生
に
良
好
な
る
物
質

に
非
れ
ば
な
h
O

f



研

究

の

方

法

lidイ
稀
酪
酸
可
溶
性
亜
酸
化
餓

(重
商
化
繊
の
定
量
法
は
沃
度
法
､
過
満
俺
醸
加
里
醸
､

重

｢
ク
ロ
ム
｣
酸
法
､
電
気
的
清
定
法
等
あ
る
･A
執
れ
も
亜
酸

化
域
を
酸
化
す
る
に
基
-
も
の
な
る
が
故
に
金
の
試
鹿
の
場
合
の
如
-
可
溶
性
有
機
物
を
含
め
ろ
液
}J
共
に
あ
る
稀
酪

酸
可
溶
性
亜
酸
化
域
の
定
量
TJ
封
一し
て
は
新
に
定
量
法
を
集
出
す
る
要
あ
-
｡
依
･e･て
金
は
次
記
薪
定
量
法
を
集
出
せ

h
ソ0

其
法
の
基
-
所
は
第

丁
域
艶
に
赤
色
血
摘
盤
を
加
ふ
る
時
は

Fe,〔Fe(CN
)6]･Z
を
生
じ
此
物
質
の
呈
色
は
液
中
の
亜
硬

化
餓
量
に
支
配
せ
ら
る
上
が
故
に
桝
横
の
賓
駿
状
態
に
於

で標
準
第

1
蛾
塵
に
依
･｡
生
じ
た
る
呈
色
と
比
較
し
て
可
槍

液
中
の
東

1
域
の
畳
を
定
め
得
る
に
あ
ー
O
且
右
呈
色
は
稀
薄
弱
酸
の
存
在
に
依
-
頻
化
せ
ざ
る
故
に
金
の
晋
歯
せ
ん

ど
す
る
土
壌
中
の
稀
惜
顧
可
溶
性
第

7
銭
の
定
量
に
も
鹿
用
し
得
.

)

此
方
法
に
依
･･,
先
づ

1
粘
土
､
壌
土
及
砂
土
に
紫
雲
英
を
施
し
た
る
場
合
に
生
す
る
亜
酸
化
銭
の
生
成
せ
ら
る
王
墓
を

(

Eid

Eiid

一
定
の
日
数
毎
に
定
量

J
次
に
二
土
壌
に
域
盤
根
加
の
際
に
亜
酸
化
域
の
生
成
に
及
ぼ
す
影
響
些
二
重
亜
酸
化
域
ビ

1

iZq

iZq

)

〇
%
酷
醸
可
溶
性
亜
酸
化
俄
と
の
関
係
を
研
究
し
之
に
次
い
で
四
教
秤
の
吐
類
添
加
と
亜
醸
化
繊
生
成
と
の
関
係
を
攻

′-)

Eiid

Eiid

究
･し
五
硫
酸
盛
を
土
壌
に
添
加
せ
ざ
る
場
令
の
亜
酸
化
域
の
生
成
量
を
武
儀
し
六
土
壌
中
に
於
け
る
亜
磯
化
繊
存
在
の

ntLr

ntLr

F
れu

Eid

F
れu

形
態
七
硫
化
物
kJ亜
酸
化
域
･U
の
関
係
人
波
紋
に
於
け
る
牒
状
蛾
と
亜
酸
化
銭
ど
の
関
係
九
亜
酸
化
銭
だ
水
府
生
育
だ

nt1u

iZq

iZq
九
九



九〇

の
関
係
を
試
食
せ
b
｡

ll
hu

p
硫
化
物

hu一Hr
本
定
量
に
は
供
試
土
壌
の

一
定
量
に
硫
酸
を
加

へ
て
生
や
ろ
硫
化
水
素
を
四
〆
苛
性
曹
蓮
.'i
捕
集
し
湯
終
止
に
温
め
つ

つ
吸
引
器
に
て
吸
入
し
て
｢
ア
ル

カ
リ
し
液
を
姐
過
せ
し
め
苛
性
曹
蓮
液
は
轄
酸
の

一
定
量
を
加
へ
て
徴
硬
性
に
L
沃
皮

11
れu

｢
チ
オ
L
硫
簡
曹
蓮
及
澱
粉
に
て
定
具
す
'
試
歯
せ
L
は

T
硫
化
物
の
生
成
を
砂
､
壊
'
粘
土
に
て
日
を
隔
て
一
定
量
L

h一一日

】l
れu

二
硫
化
物
の
生
成
ビ
鎧
板
の
作
用
等
を
研
究
せ
し
こ
と
な
h
｡

n■1
1■れu

.1

波
線
に
&
'け
る
摩
耗
戦

n
■
柑い

勝
欺
織
の
定
皇
法
は
宵
駿
室
に

て作
･･,し
｢
n
B
デ
オ
ン
｣
股
に
供
試
液
を
入
れ
轟
溜
水
中
に
て
充
分
に
透
析
L
後
磁
皿

に
移

･し
て
湯
浴
上
に
茶
番
乾
固
せ
し
め
衣
に
濃
楯
酸
を
加
へ
て
充
分
に
韻
ほ
し
再
び
茶
番
乾
固
せ
し
め
東
に
林
檎
酸
及

水
に
て
溶
解
し
硫
青
酸
加
里
を
加
へ
て
生
す
る
赤
色
を
硫
酸
餓
｢
ア
ン
モ
ニ
ア
L
を
標
準
液
と
し
て
比
色
法
に
依
-
磯
を

F
Hu

11
れu

定
具
す
'
右
定
量
法
を
用
ひ
て

7
贋
状
域
と
金
城
と
の
関
係
二
層
状
域
ビ
卑
類
添
加
の
影
響
等
を
試
食
せ
h
｡

hLU

uいじ

研

究

の

結

果

.1Ⅳ
れu7

紫
雲
英
を
土
壌
に
施
せ
ば
'
之
を
施
さ
.q
る
土
壌
よ
-
水
的
状
態
に
於
て
稀
酷
敢
可
溶
性
亜
磯
化
繊
を
多
宜
に
生
成

ht柑じ
す
｡
而
し
て
其
生
成
量
は
粘
土
'
壌
土
'
砂
土
の
順
な
I
′O

1Ⅳ
れu

二
金
の
集
出
せ
る
稀
酪
酸
可
溶
性
亜
酸
化
城
の
新
比
色
定
量
法
は
'
其
操
作
容
易
に
し
て
且
多
数
を
賛
助
す
る
に
便
な

nLHr



L

ソ〇
】■
れu

三
紫
雲
英
添
加
土
の
仝
亜
硬
化
或
生
成
量
は
無
添
加
土
の
相
昔
土
壌
に
托
し
多
し
｡
但
し
共
有
加
は

7
0
妬酵
磯
可
溶

nl一川r
性
亜
硬
化
域
に
於
け
る
よ
-
著
し
-
小
な
b
｡

)四
紫
雲
英
分
解
土
の
渡
液
は
亜
酸
化
域
｢
イ
オ
ン
｣
の
反
鹿
を
呈
せ
ず
'
蓋
し
摩
状
に
存
す
る
を
以
て
な
b
｡

nlLr
】■
れu

五
紫
雲
英
施
奥
土
に
硫
酸
第
二
域
を
添
加
す
れ
ば
稀
酷
簡
可
溶
性
亜
酸
化
蛾
の
量
を
埠
す
.

htt
F
れu

六
紫
雲
英
施
兵
士
に
硫
酸
石
衣
'
過
燐
酸
石
衣
'
泉
酸
石
衣
を
添
加
す
れ
ば
之
等
石
衣
盤
を
輿
へ
ざ
る
土
壌
に
此
L
T

nl一川r
O
〆
酷
硬
可
溶
性
頚
酸
化
蛾
を
埠

し
或
は
波
少
す
｡
此
庸
係
は
混
合
す
る
土
壌
の
秤
薪
'
肥
料
及
石
衣
姓
の
量
に
依
る

血

J

O

Eiid七
生
石
衣
は
紫
雲
英
添
加
土
の

7
0
解
帯
簡
可
溶
性
亜
酸
化
蛾
を
大
に
披
少
せ
し
め
'
叉
硫
化
物
及
溶
液
の
摩
状
蛾
を

nl一川r
･･4'披
少
す
.
倍
音
研
究
所
圃
場
に
於
け
ち
紫
雲
英
除
書
剤
添
加
試
歯
の
三
年
間
の
平
均
成
故
は
重
石
次
第

7
位
を
占
め

叉
椅
子
室
に
で
の
同
様
な
る
｢
'i,-
カ

I
Lを
用
ひ
JIN
も
試
食
に
で
も
重
石
次
は
最
良
な
b
き
｡

】■
れ川

八
紫
雲
英
分
解
土
を

7
解
及

T
O
解
の
酪
酸
に
て
浸
出
し
た
る
亜
硬
化
城
主
の
比
は
前
者
を

T
と
す
れ
ば
後
者
は
略
ば

lu一川HL
7
･五
内
外
な
-
｡
然
る
に
無
紫
雲
英
抵
に
で
は
其
比
大
ど
な
-

1
･九
-
二
･八
な
･｡
｡

.ヽノ
九
紫
雲
英
分
解
土
の
稀
酪
酸
可
溶
性
東
嶺
化
銭
は
過
硬
化
水
素
及
客
気
に
依
･･,
酸
化
せ
ら
る
｡

luLHL
ノヽ10硫

顧
盤
を
多
-
輿
ふ
れ
ば
輿
へ
ざ
る
も
の
よ
-

1
O
勿酷
醜
可
溶
性
亜
酸
化
蛾
を
多
-
生
じ
該
亜
酸
化
城
中
硫
化
成

ntt

九
】



九
二

は
其

7
琳
卦
な
-
0

】Ⅳ
れu

〓
紫
雲
英
添
加
土
に
水
稲
幼
苗
を
挿
映
せ
る
生
育
結
果
は
大
漁
に
於
で

一
〇
舶
酷
観
可
溶
性
亜
顧
化
域
の
含
量
少
き
土

iZq壌
程
良
好
な
b
き
.

】Ⅳ
れu

三
紫
雲
英
添
加
土
の
硫
化
物
は
紫
雲
英
の
分
解
進
む

程
叉
硫
酸
塵
を
多
-
輿
ふ
る
程
生
ず
.

lⅦ
Hr
】Ⅳ
れu

TT]東
雲
英
添
加
土
の
波
液
の
層
状
域
亡

7
0
〆
酪
酸
可
溶
性
亜
酸
化
餓
亡
の
関
係
は
紫
雲
英
分
解
の
初
期
に
は
並
行
的

lⅦ
Hr

関
係
な
け
れ
.A,J
も
日
を
経
る
に
徒
ひ
相
並
行
す
る
に
至
る
｡

】Ⅳ
れu

一四紫
雲
英
分
解
土
に
於
け
る
源
液
の
贋
欺
繊
量
は
初
期
に
は
砂
土
に
於
で
壌
土
､
粘
土
に
比
し
大
な
る
差
8
1ポ
さ
ざ
れ

iZqでも
後
著
し
-
其
皇
宮
披
じ
粘
土
､
壌
土
及
砂
土
の
順
ど
な
る
｡

】Ⅳれu
三
石
層
状
域
は
紫
雲
英
分
解
の
初
め
次
第
に
据
加
す
れ
ど
も
後
漸
次
其
量
曾
披
少
す
｡
叉
惨
状
城
は
紫
雲
英
分
解
の
初

′_ヽ期
に
滑
液
金
銭
の
全
部
叉
は
大
部
分
を
占
ひ
る
も
日
を
摩
る
に
徒
ひ
其
制
令
波
少
す
O

】Ⅳ
れu

一六
紫
雲
英
ビ
木
次
の
み
を
輿
へ
て
卦
解
せ
し
土
壌
源
液
の
屡
欺
域
は
其
外
に
過
燐
顧
石
衣
及
硫
簡
｢
ア
ン
モ
ニ
ア
｣

を
加

iZqへ
て
分
解
せ
･J
土
壌
嬢
液
の
贋
欺
織
よ
A
多

L
｡

三
､
土
壌
中
に
て
紫
雲
英
分
解
の
際
生
ず
る
克
斯
憶
に
裁
て

研

究

の

日

的

紫
雲
英
が
水
田
妖
藤
の
土
壌
中
に
て
分
解
す
る
時
盛
ん
に
克
斯
膿
を
生
す
､
其
組
成
に
開
し
て
は
未

だ研
究
せ
し
も
の



な
き
を
似
て
之
を
知
ら
ん
と
欲

J
で
な
-
.

研

究

の

方

法

克
斯
採
集
装
定
を
設
け
生
成
せ
し
克
斯
を
集
め
｢
メ
ク
ー
ソ
｣'
泉
頗
克
斯
'
水
素
'
酸
素
､
窒
素
'

1
醸
化
炭
東
を
倹

し
後
定
量
せ
-
｡

研

究

の

結

果

紫
雲
英
を
加
へ
ざ
る
土
壌
⊥
-
は
克
新
値
を
生
せ
ざ
れ
ざ
も
施
輿
土
よ
-
は
｢
メ
タ
I
y
Lt
炭
酸
克
新
等
主
成
分
な
る

を
知
れ
-
.

四
'
紫
雲
英
の
分
解

･J酸
し
生
す
る
克
新
値
に
裁
て

研

究

の

日

的

紫
雲
英
分
解
の
際
に
生
す
る
克
斯
低
に
既
で
夏
に
貰
歯
を
重
ね
た
り
.

研

究

の

方

法

大
正
七
'
八
両
年
に
亙
-
て
砂
土
'
壌
土
､
粘
土
を
用
ひ
植
大
鉢
又
は
木
棺
に
紫
婁
英
を
施
し
次
の
如
き
克
斯
採
取
の

方
法
に
て
日
を
定
め
て
克
期
の
出
づ
る
期
間
定
量
せ
-
.

】l
れu

イ
携
拝
に
依
-

捕
集
す
る
法

′.ヽ

九
三



九
四

∩-れH】
p
採
取
装
置
を
表
土
に
静
定
し
捕
集
す
る
法

lu一uノヽ.t
採
取
装
置
の
下
部
を
土
中
に
埋
没
し
て
捕
集
す
る
法

nu一川u
分
析
の
方
法
は
常
法
に
依
る
'
但
し
｢
メ
タ
t

y
L
及
水
素
の
定
畳
に
あ

-
で
は
客
先
を
混
食
し
燃
焼
に
際
し
て
は
重
来

の
火
花
又
は
D
rehschm
id
t
の
白
金
毛
管
を
用
ひ
た
-
.

研

究

の

結

果

F
れu7

紫
雲
英
を
土
壌
に
施
す
時
は
其
分
解
に
際

･し
多
量
の
克
新
を
生
や
'
其
重
な
る
ふ
の
は
｢
メ
タ
t

y
L
及
泉
酸
克
斯
に

【u一川じ
で
其
他
窒
素
及
少
量
の
水
素
を
伴
ふ
.
水
素
は
後
期
に
存
在
せ
ざ
る
こ
ビ
多

一L
O
以
上
の
外
少
量
の
一酸
素
を
含
む
こ
ど

あ
る
も
之
れ
紫
雲
英
の
分
解
に
随
伴
す
る
も
の
に
非
す
し
て
水
藻
類

の東
商
を
放
牧

･し
て
酸
素
を
遊
維
す
る
同
化
作
用

に
依
b
生
す
る
如

-
.

)二
紫
雲
英
が
水
田
状
態
の
耕
土
の
下
居
に
於
で
分
解
す
る
時
は
上
層
に
て
卦
解
せ
し
克
新
に
比
し
｢
メ
タ
ー
ン
L
t
泉
酸

nHt川じ
克
新
等
の
割
合
多
-
殊
に
泉
酸
克
新
の
合
主
著

一し′-
大
な
-
｡
窒
素
は
上
層
に
於
け
る
よ
･C･著
し
-
少
な
し
.

)三
秒
土
に
於
で
は
壌
土
に
比
し
て
分
解
す
る
こ
と
早
し
､
従
っ
て
克
新
の
馨
生
も
他
土
よ
-
早
-
終
る
'
粘
土
は
分
解

luLU
最
も
過
し
｡

)四
紫
雲
英
を
輿
へ
ざ
る
標
準
匿
に
於
で
は
克
期
の
教
生
殆
.I,J
な
-
柄
-
少
量
の
克
新
を
生
す
る
も
其
組
成
窒
素
'
敢
素

nⅦ一川-
及
時
に
少
量
の
泉
南
東
新
よ
-
成

h
P
酸
素
の
含
量
割
合
は
客
気
に
此
し
著
し
-
多

･し.
此
克
薪
は
水
藻
類
の
同
化
作



用
に
依
る
産
物
な
る
が
如

･し.
即
ち
｢
ト
ル

オ
ー

ル
｣
を
吐
加
す
れ
ば
克
新
の
蓉
生
止
む
｡

五
'
紫
雲
英
分
解
の
際
に
生
す
る
克
斯
膿
の
水
稲
生
育
に
及
ぼ
す
影
響

研

究

の

目

的

紫
雲
英
の
水
稲
生
育
に
及
ぼ
す
有
害
作
用
の
主
原
因
が
紫
雲
英
分
解
の
際
に
多
量
に
生
ず
る
瓦
斯
に
ょ
る
に
非
や
や
yJ

の
見
地
よ
-
し
て
英
等
克
新
の
水
稲
生
育
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
ら
ん
と
す
る
に
あ
-
0

研

究

の

方

法

先
づ
克
斯
債
を
水
稲
根
に
絶
え
ず
触
れ
し
む
る
如
-
す
る
名
に
f
の
克
斯
貯
槽
を
作
･JE
で
之
.J二

紫
婁
英
分
解
の
際
生
す

る
克
期
を
貯
ふ
ろ
如
-
せ
-
'
之
等
の
東
新
は
水
田
中
に
於
け
ち
如
-
に
水
稲
根
に
鮪
れ
し
む
る
に
は
克
新
が
水
田
に

於
で
盛
ん
に
費
出
し
て
両
も
井
元
新
中
に
は
殆
ど
簡
素
な
き
を
以
て
機
素
と
水
稲
根
ざ
を
隔
絶
す
る
必
要
あ
-
'
依
り

て
培
養
液
面
に
油
層
を
作
る
を
宜
し
ビ
認
め
之
に
用
ふ
る
油
剤

と
L
で
は
洗
助
｢
.I,
ラ
ブ
イ
ン
｣
､
大
豆
油
'
鯨
油
'
｢
オ

リ
ー
ブ
｣
油
'
桐
油
'
｢
ア
マ
ニ
ン
｣
油
'
｢
11
ヤ
シ
｣
油
'
胡
麻
油
'
｢
テ

レ
ビ
ソ
｣
抽
'
｢
レ
モ
ン
｣
油
等
を
選
び
最
初
に

之
等
に
て
培
養
級
面
を
掩
ひ
し
時
に
租
物
生
育
に
影
響
最
も
少
き
大
豆
油
を
似
て
液
面
に
肋
骨
を
作
･｡
試
歯
し
た
-
I

叉
全
植
物
を
下
記
の
如
き
克
斯
鮭
に
て
掩
ひ
て
客
先
に
て
掩
ひ
し
も
の
ど
生
育
状
態
を
槍
せ
b
'
始
め
に

】Ⅳれu
イ
｢
メ
タ
I

y
L
及
泉
酸
克
新
の
水
稲
曹
巷
に
及
ぼ
す
作
用
'
次
に

ntlHL

九
五
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六

】Ⅳ
nu

ロ
酸
素
七
混
じ
た
る
｢
メ
タ
ー

ン
L
t
炭
酸
及
炭
酸
克
期
の
水
稲
生
育
に
及
ぼ
す
影
響

(
但
し
簡
素
の
混
食
割
合
は
客
気

L.zt一柑u
の
合
畳
に
準
じ
た
る
･J
の
)
を
培
養
液
面
に
油
層
を
以
て
推
ひ
根
に
導
管
よ
ー
前
記
克
新
を
透
る
区
と
客
気
を
透
る
笛

と
の
生
育
を
比
較

･し後
金
植
物
を
前
記
克
斯
に
で
轄
ふ
の
試
食
を
な
せ
-
0

之
に
次
ぎ
て
紫
雲
英
分
解
土
壌
の
克
斯
髄
と
局
限
客
気
亡
に
て
全
植
物
を
掩
ひ
し
場
合
の
水
稲
生
育
状
態
亡
を
比

･し
更

に
紫
薯
英
を
施
し
た
ろ
土
壌
に
水
稲
官
権
ゑ
嘗
現
は
れ

･し
時
に
其
土
壌
の
液
部
を
下
底
よ
h
速
か
に
流
出
せ
し
め
て
得

し
液
に
水
稲
を
植
ゑ
果
し
て
液
部
に
書
の
現
は
る
～
や
否
や
を
槍
し
以
上
の
結
果
よ
･･y
L
で
紫
雲
英
添
加
土
に
客
気
を

透
り
し
場
食
の
水
沼
生
育
に
及
ぼ
す
影
啓
甘
試
厳
し
衣
の
結
果
を
得
た
h
IO

ヽ

研

究

の

結

果

紫
雲
英
を
水
田
に
多
量
に
施
し
稲
作
に
有
害
作
用
を
な
す
場
合
の
主
な
る
原
閲
は
紫
雲
英
分
解
の
際
に
｢
メ
ク
ー
y
L
t

泉
南
克
新
等
多
量
に
生
じ
て
水
稲
根
に
有
害
作
用
を
な
す
と
共
に
土
壌
中
に
簡
素
の
映
芝
を
狭
さ
し
め
水
稲
の
替
養
を

妨
ぐ
る
に
基
づ
-
｡

小
野
寺
伊
勢
之
助
着

果
薯
共
の
水
神
生
育
に
及
ぼ
す
有
害
作
用
の
原
因
に
開
t･
る
研
究

農
拳
骨
報
昇
育
九
十
七
城
(
大
正
八
年

1
月
U

井
二
百
五
戟

(
大
正
八
年
九
月
)
耳
〓
育
十
五
蚊
(
大
正
九
年
七
月
)
井
二
育
二
十
五
味
(
大
正
十
年
六
月
)
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紫
雲
英
に
依
る
水
稽
生
育
に
及
ぼ
す
有
害
作
用
の
改
良
試
験

農
畢
操
業
士

小

野
寺

伊

勢

之

助

研

究

の

目

的

紫
雲
英
肥
料
の
稲
作
に
及
ぼ
す
有
害
作
用
を
除
か
ん
だ
す
る
に
あ
-
.

研

究

の

方

法

大
正
五
年
以
凍
有
害
作
用
の
研
究
を
な
す
だ
共
に
此
除
等
研
究
を
甘
地
-こ
行
ひ
た
ち
'
其
方
法
は
原
因
の
開
明
せ
ら
る

る
ビ
共
に
種
々
行
ひ
し
が
'
始
め
紫
雲
英
分
解
-こ
依
-
生
す
る
遊
離
有
機
酸
に
依
る
ど
の
詮
は

1
時
世
人
に
倍
せ
ら
れ

居
b

L
を
以
て
金
も
之
等
の
方
面
よ
-
除
害
攻
究
を
試
み
又
は
酸
化
剤
添
加
'
贋
質
物
国
籍
の
目
的
よ
JJl
せ
し
石
衣
逮

又
は
燐
酸
盤
添
加
'
排
水
法
等
を
施
行
せ
り
｡
而
し
て
｢
ビ
ー
カ
I
L
t
椅
子
胤
筒
'
植
木
鉢
､
木
棺
'
圃
場
試
鹿
を
ど

も
に
行
ひ
圃
場
就
農
は
三
箇
年
間
の
平
均
を
求
め
た
･D
.

研

究

の

結

果

1
､
｢
ビ
ー
カ
I
L
又
は
椅
子
固
簡
武
儀
に
&
'て
'
石
衣
盤
を
添
加
せ
る
も
の
は
無
添
加
陰
よ
b
成
頼
可
良
な
-
而
し

て

生
石
衣
を
海
曹
に
加
へ
し
も
の
最
も
数
あ
-
｡
衣
に
過
硬
化
水
素
の
適
量
に
て
庭
理
す
れ
ば
'
無
慮
理
屈
よ
り
生

育
可
な
h
｡

二
'
穂
木
鉢
就
農
に
於
て
は
同
じ
-
石
衣
単
数
果
あ
-
.
但

･･3時
に
籾
収
量
の
効
果
な
き
こ
と
あ
る
も
藁
の
牧
童
に
封

九

七



九
八

･し
て
は
籾
に
射
し
て
数
な
き
時
も
敦
果
あ
-
た
-
'
過
満
俺
磯
加
里
を
加

へ
し
底
は
大
に
生
育
悪
か
ら
き
｡

三
'
昔
新
式
額
田
の
表
土
を
去
り
他
の
土
壌
に
て
客
土
せ
し
木
棺
試
験
に
於
て
は
石
衣
醸
添
加
の
数
高
々
に
･J
て
櫛
に

良
巣
あ
h
L
も
の
少
-
或
は
無
添
加
値
よ
り
劣
れ
る
場
合
あ
-
'

又
土
壌
を
異
に
す
る
に
依

り
て
添
加
物
の
効
果

も
異
な
る
こ
ビ
壌
土
の
第

一
位
は
過
燐
酸
石
鹿
な
る
も
粘
土
に
で
は
生
石
衣
な
る
が
如
し
'
然
れ

tyJも
若
し
排
水

を
行
ふ
時
は
大
に
宜
J
-
僻
他
に
元
肥
に
生
石
衣
を
施

J
で
後
三
番
除
草
後
に
排
水
し
て
乾
か
す
か
又
は
三
番
除

草
後
過
燐
酸
石
衣
を
奥
へ
排
水
乾
燥
せ
る
時
は
更
に
多
-
数
あ
る
如
-
0

四
'
昔
研
究
所
試
験
田
の
如
き
砂
質
壌
土
に
於
で
は
生
石
衣
を
輿
ふ
れ
ば
紫
婁
英
の
書
を
除
-
を
得
べ
し
.

小
野
寺
伊
勢
之
助
着

発
車
夫
に
依
る
水
頼
生
育
.1
及
ぼ
す
有
害
作
用
の
攻
耳
武
散

見
拳
骨
報
第
二
百
二
十
六
蚊
(
大
正
十
年
七
月
)
五

]
七
-
五
三
五

l

rONO
D
E
R
A
J

W
ie
k
an
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m
at)
d
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en
d
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Z
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F
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白
花
除
鹿
菊
の
有
数
成
分
に
つ
さ
て
の
研
究

農

聾

博

士

山

本

亮

余
の
研
究
に
使
用
せ

･J除
息
菊
は
岡
山
燥
産
の
白
花
除
塵
菊
に
し
て
有
効
成
分
は
花
の
子
房
の
部
分
に
大
部
分
有
-
他

の
輩
菜
に
は
殆
.yJ
無
き
を
以
て
花
を
天
日
に
て
乾
塊
粉
末
ビ
し
研
究
材
料
に
使
用
せ
b
O

有
数
成
分
を
抽
出
す
る
に
は
花
の
粉
末
を
｢
エ
ー
テ
ル
｣
を
以
て
冷
浸
出
を
行
ひ
そ
の
荏
出
枚
を
濃
縮
し
次
に
之
に
九
十



解

の
｢
ア
ル
コ
ー
ル
｣を
加

へ
有
効
成
分
を
｢
ア
ル
n
I
ル
｣
に
移
行
せ
･し
め
再
び
｢
ア
ル
コ
ー
ル
｣
を
検
度
の
も
じ
に
蒸
貴

液
拒
し
之
に
石
油
｢
エ
ー
テ
ル
｣
を
加

へ
有
効
成
分
を
酵
解
せ
し
む
t
か
-
･J
て
石
油
｢
ユ
I
7
ル
｣
を
選
者
す
れ
ば
淡
黄

色
の
油
状
物
賓
を
得
之
を
｢
JiI
レ
ト
p
ソ
｣
だ
命
名
す
｡

｢
ド
ニ

ト
ロ
ン
｣
の
牧
童
は
風
乾
花
の
〇
･六
解
に
昔
少
､
極
め
て
騒
き
敷
島
カ
を
有
L
t

C
･
〇
〇
1
〆
に
し
て
よ
-
蘇

蝿
を
殺
し
得
'
又
細
菌
の
貴
官
を
防
止
す
る
カ
あ
-
I'

｢
エ
ー
テ
ル
｣
'
｢
ア
ル
コ
ー
ル
｣
'
石
油
｢
エ
ー
テ
ル
｣
等
の
有
機

溶
媒
に
は
勿
論
可
溶
性
な
る
も
水
に
は
殆
.M
溶
解
せ
ず
其
鹸
化
価
は
二

二
ハ
'
沃
度
憤

二

六
を
呈
す
'
酒
精
加
里
に

ょ
ト
室
温
に
よ
-
良
-
加
水
分
解
を
起
し
直
に
穀
轟
カ
を
失
ふ
又
客
気
中
に
放
置
せ
ば
次
第
に
穀
轟
カ
を
失
ふ
叉
高
熱

に
至
り
て
も
英
数
力
を
波
少
す
故
に
貰
際
除
轟
菊
を
用
ふ
る
場
令
｢
ア
ル
カ

サ
｣
及
石
鹸
等
を
以
て
沸
騰
す
る
串
は
最
も

不
利
な
る
方
法
な
-

又
除
曲
菊
花
粉
末
は
客
気
に
接
触
せ
ざ
る
楼
密
封
す
る
串
貯
成
上
必
要
な
る
事
}J
す
｡

｢
ビ
レ

ト
ロ
y
L
は
化
畢
的
に
純
粋
な
る
も
の
に
あ
ら
や
銭
n
r
も
之
れ
以
上
純
粋
な
る
有
効
成
針
を
分
離
す
る
串
を
得

ざ
る
清
め
'
之
を
加
水
分
解
･し
て
其
組
成
を
明
か
に
せ
ん
だ
せ
-
'
其
加
水
分
解
生
成
物
は
結
晶
性
高
放

｢
ア
ル

コ
ー

ル
｣

C2LH3

20
,

C=7HIP
及
油
状
の
｢
ア
ル

n
I
ル
｣
ビ
液
髄
を
LJ
す
酸
及
r
.I,

ル
ミ
チ
ソ
｣
酸
其
他
の
固
鰻
醜
よ
･E,
成
る

故
に
｢
ビ
レ
ト
ロ
ソ
｣
は

一
種
の
｢
エ
そ
7
ル
｣妖
物
質
な
ら
ん
O

声

Y
AM
旨
10
T
O
,

On

the
inse
ctic
id
al

P
･
in
c
ip
t

eo
E
Ch
･ys
an
th
em

u

m
C
i臼erariifolium
B
o
c
e
.

B
e

r.d.
LUhara･Tnst.f.
La
n
d
w
.
F

orschungen.

Bd.I
.
H
e
ft
3
.S.
3
8
9
-
3
9
8
.[9
(
8
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一o
o

山
裾

子

の
色

素

に
就

て

業

容

士

宗

定

啓

二

著
者
は
本
邦
各
地
の
山
野
に
自
生
L
t
ま
た
庭
園
に
栽
培
せ
ら
る
-
茜
革
科
の
植
物
｢
-
ち
ll.
L

L

G
ard
enia
nor

id
a
L
･

の
果
耳
即
ち
山
梅
子
に
裁
て
そ

の色
素
を
研
究
せ
り
.
徒
水
こ
の
色
素
は
｢
サ
フ
ラ
ン
｣
C
rocuss
a
t
ivu

s
L
.の
色
素
と

同

7
な
り
ビ
解
せ
ら
れ
LJ
れ
で
も
未
だ
確
証
な
し
'
文
献
に
･･6れ
ば
｢
サ
フ
ラ
ン
｣
の
色
素
は
｢
ク
ワ
チ
y
L
に
し
て
'
こ

の
物
は
加
水
分
解
に
ょ
-
て
'
｢
ク
や
セ
チ
ソ
｣
'
葡
萄
糖
'
揮
食
油
9
1ニ
と
な
る
と
せ
ら
る
'
然
れ
ど
も
｢
ク
や
チ

ン
｣

及
｢
ク
や
セ
チ
y
L
は
結
晶
せ
ず
'
僅
-こ
｢
ク
fl
セ
チ
y
｣
の
二
三
の
誘
導
鰹
を
純
粋
の
状
態
に
取
出
J
た
る
の
み
.
著
者

は
か
つ
て

D
～
cker
氏
が
｢
ク
ワ
チ
y
L
を
研
究
し
た
る
と
は

r飼
T
の
方
法
に
よ
-
山
裾
子
の
水
浸
液
を
作
-
'
濃
縮

し
稀
薄
な
る
商
を
加

へ
'
泉
敢
克
薪
を
通
じ
な
が
ら
加
熟
し
て
赤
褐
色
の
沈
澱
を
得
た
-
'
こ

の
沈
澱
を
乾
燥
後
｢
エ
ー

テ
ル
L
に
長
時
間
浸
出
す
れ
ば
濃
赤
色
粉
末
状
の
物
質
を
得
'
こ
の
粉
末
は
槌
々
の
有
機
溶
剤
に
だ
け
が
た
J～
も
｢
ア
ル

カ

リ
｣
液
に
は
.･6-
溶
解
す
'
こ
の
液
は
多
-
の
重
金
属
塵
の
溶
液
を
加

へ

て沈
澱
せ
し
む
る
こ
}J
を
待
'
ま
た
｢
ア
ル

n

ホ

ル
｣
性

｢
ア
ル
カ

リ
｣
枚
を
加
ふ
れ
は
結
晶
性
物
質
を
生
す
'
加
里
の
化
合
髄
は
榎
黄
色
に
･J
で
'
曹
達
の
化
合
低

は
黄
赤
色
な
･･C･..
ま
た
泉
酸
｢
ア
ム
モ

ニ
タ
ム
｣

に
よ
-
て
得
る
｢
ア
ム
モ
エ
ア
｣
化
合
位
は
赤
黄
色
の
結
晶
LL･.
り
.
以
上

の
三
化
食
億
は
何
れ
も
稀
薄
な
る
窮
酸
に
ょ
-

て美
し
き
濃
赤
色
粉
末
ど
な
る
.

右
の
研
究
に
ょ
れ
ば
山
裾
子
の
色
素
は
｢
ク
ロ
チ

h
Jと
同

一
な
る
か
或
は
極
め
て
近
似
の
物
質
な
る
を
想
像
せ
J
む
.



宗
定
菅
二
青

山
梅
子
の
色
素
Li
鏡
さ
て

串
琳
雑
音
事
四
八
大
破
'
大
正
十

1
年
八
LC

T
.
M
U
N
ESAD
A

,
tybe
r
d
en
F
arb
sto
q
d
er
F
ruch
t
vo
n
G
a
rd
e71ia
GoJ7'da
L

(G
etb
sc
hote),
ZEer･d･O
hara･

l

星
.f.
Lat,d
w
.
Forsch..E
L
I.

Heft2.
S.2t9-
223.
t922･

イ
ヌ
ガ
ン
ソ
ク
の
成
分
に
裁
て

第

一
報

垂

畢

士

宗

定

常

二

イ
ヌ
ガ
シ

ッ

ク

M
atteuccil
0
-ientllIrS
(H
k
.)
T
rel･
は
各
地
の
樹
林
中
に
自
生
せ
る
羊
歯
植
物
に
し
て
そ
の
根
茎
は

著
し
-
肥
大
な
h
.
著
者
は
岡
山
喋
北
部
よ
h
島
根
燥
南
部
に
贋
-
分
布
せ
る
本
植
物
の
根
茎
及
菓
童
を
研
究
の
材
料

に
供
し
た
･cl.

先
づ
｢
ア
セ
J･
ソ
｣

に
て
数
個
冷
浸
し
こ
･･
に
得
た
る
浸
出
物
を
衆
敢
曹
達
液
に
亡
か
し
之
を
｢
エ
ー

テ

ル
｣
に
て
抽
申

し

更
に
｢
メ
チ
-
ル
ア
ル
n

ホ

ル
｣
に
て
再
結
晶
せ

･J
ひ
る
亡
き
は
故
知

〓
ハ
七
-

7
七

〇
度
の
美
し
き
針
状
結
晶
を
得
た

-

.
こ
の
物
は
鹸
化
軟
二
〇
1
'
臭
素
を
脱
色
す
'
九

･
〇
六
〆
の
メ
ト
オ
キ
･)

基
を
有
J
分
子
式

C1.H
1.0-
に
軸
管

す
'
著
者
は
之
に
†
ト
イ
チ
ノ
ー
ル
M

ltteuCCino
l
な
る
名
稀
を
輿

へ
た
･Ja
.
こ
の
物
質
は
濃
硫
酸
と
共
に
熟
す
れ
ば

蝕
む

1
九
四
1
1
九
七
度
の
針
状
結
晶
を
得
'

マ
ト
イ
チ
ノ
ー
ル
の
誘
導
鮭
は
ま
だ
得
ざ
れ
共
｢
フ
ェ
ノ
ー

ル
｣
牲
物
質

な
る
こ
と
は
明
な
る
が
申

し.

'

な
は
｢
メ
チ
I

ル
ア
ル
n
ホ

ル
｣
の
母
披
よ
-
は
結
晶

し耗
き
粉
末
状
物
質
を
得
.
こ
れ
を
無
水
酪
酸
に
て
煮
沸
す
れ
ば

一〇
一
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1
四

〇
-
7
四
二
度
に
て
熔
融
す
る
針
状
結
晶
を
得
'
こ
の
物
に
就
い
て
は
未
だ
充
分
に
研
究
せ
ず
'
稜
報
に
謀
る
｡

宗
先
哲
二
着

イ
K
r
y
タ
グ
の
成
分
に
放
て

寛

一
報

斐
争
雑
記
某
五
〇
五
戟

大
正
十
三
年
三
月

.

T
･
M
u
N
ESJu
)A
､

O
n
th
e
ch
emi
cat
c.nstituc
nts
of
jTZq
//el"
トZ.a
Or1tP"
Za
h's
T
7･ey
･
B
er･
d
･
O
h
a･a･Tnst･f
･

L
and
y
,
F
o
r
s

ch･,B
d
･

Il,tleft4J

S･
4
2
9-
434)
]9･24
,

Ti,.=

叫
苔

氏

(B
iilm
an
n
)
｢
キ
ン
ヒ
ド

ロ
ン
｣

電
極
の
研
究
一

ド
ク
タ
ー
'
サ
ブ

'
フ
沖
h
y
フ
井
-

農

争

博

士

板

野

新

夫

細

田

克

巳

水
素
｢
イ
オ
ン
｣
濃
度
測
定
-こ
使
用
せ
る
ビ
ー
ル
マ
ン
氏
｢
キ
y
l,
ド
p
y
L
電
極
の
理
論
社
に
貰
際
的
方
面
に
関
す
る
研

究
に
し
て
次
の
諸
項
に
就
き
考
究
せ
-
0

)
'
此
の
方
法
に
薄
鷹
す
る
方
程
式
を
詮
索
し
之
に
温
度
の
校
正
を
附
加
せ
-
.

二
'
同
方
法
に
使
用
す
る
白
金
電
極
の
大
さ
を
研
究

し
7
糎
に

)1
糎
竿
の
物
に
依
り
飽
和
極
め
て
早
-
従
っ
て
徒
蔀
の

如
-
水
素
｢
イ
オ
ン
｣
濃
度
の
測
定
に
長
時
間
を
要
せ
す
｡

僻
は
｢
キ
ン
ヒ
ド
ロ
ン
｣
標
準
電
極
は
甘
兼
電
極
に
托
し
正
確
且
つ
容
易
に
再
製
し
得
べ
し
｡

三
､
細
菌
の
侵
入
を
防
ぐ
食
め
少
量
の
甘
束
を
加

へ
た
る
ク
ラ
ー
ク
氏

(C
lark
)
凄
衝
溶
液
お
供
試
枚
}J
L
で
水
素

｢
イ
オ
ン
｣

濃
度
を
測
定
し
た
る
に
何
等
差
文
字

し
.



四
･
此
の
方
法
Li=
依

･･,
測
定

･-
得

る
〆
ラ
ー
ク
氏
緩
衝
溶
液
の
限
界

pH
は
約
八

･
五
に
し
て
其
れ
以
上
の
埋
基
盤
溶
液

は
平
衡
状
態

に
到
達
せ
ず
｡

五
'
其
の
他
装
置
'
操
作
に
関
す
る
注
意
事
項
を
論
述

L
t
｢
キ

ン
ヒ
ド

ロ
ン
｣
電
極
法
は

L
般
膿
用
化
準
の
範
囲
内
に

於

い
て
水
素
｢
イ
オ
ン
｣
濃
度
測
定
法
の
内
最
も
便
利
且
つ
正
確
な
る
事
を
稚
め
得
た
･J}
｡

･A
.tTA
N
O

&
K
,H
osoDA､
lnleStigation
on
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)lm

a
nn.s
Q
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E
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foニ
h
e
D
e
te,min
a
Lio

n
off7ydlOgel･iotlCOJ]CCntm
tion.

Ag
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hem
･S
.
C･.r
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V
ot･
2
,N
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'p.
J31
2

(7-
926･

第

三

節

鹿
島
に
関
す
る
事
項

桃

の
滞

菓

轟

に

関

す

る
研

究

農

畢
博

士

春

川

忠

盲

著
者
は
桃
の
潜
菓
良
二
稚

Z
y
o
722
1ia

cZe7･keIZElL
･及
び

O
rn
;x
sp
に
つ
き
で
研
究
し
､
L
p
Zelia
cZerb
e/Za
L
.

は
開
山

嬢
下
に
か
･L,
で
は
年

に
七
同
の
馨
生
あ

-
得

る
二
だ
'
食
餌
植
物
だ
し
て
は
桃
､
｢
サ
ン
ド
チ
ェ
リ
I
L
ぁ
ろ
の
み
な
る

こ
E
t
従
っ
て
食
餌
性
に
牌
し
て
は
本
種
は
欧
洲

に
産
す
る

L

clef:b
etZa

L
.
ビ
重
要
な
る
差
の
存
す
る
こ
と
を
知
れ

も

yO
1

】〇
三
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四

又
O
rnix
の

7
稀
に
つ
き
で
其
生
活
史
及
び
習
性
を
研
究
し
'
岡
山
味
に
あ
-
て
は
年
に
五
同
の
費
生
あ
る
こ
と
'
食

餌
植
物
だ
し
て
は
樫
桃
'
樫
､
李
'
革
及
杏
あ
る
こ
と
を
報
告
せ
-
'
右
に
つ
き
て
の
詳
細
は
次
の
報
文
に
記
さ
る
｡

C
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H
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C
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A
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G
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T
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n
e
1
-eaf･M
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cies
of
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o
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2
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B
e
r
･
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頒
釧
軸
管

篭

警

苧

三

三

の

茎

鹿

-

書
慧

-

憲

一…

餅
-
大
要

竺

･三
月

梨
姫

心
喰

鹿

の
研
究

農

畢

博

士

春

川

忠

吉

著
者
は
主
き
し
で
梨
姫
心
喰
島
の
習
性
'
生
活
史
-二
つ
き
て
研
究
せ
-
.
梨
姫
心
境
畠
の
桃
心
折
畠
亡
同

一
な
る
こ
と

は
絵
本
鹿
寂
氏
に
よ
･E
で
唱

へ
ら
れ
L
も
狩
は
之
に
封
し
疑
問
を
抱
-
も
の
無
き
に
あ
ら
ず
'
且
つ
習
性
､
経
過
の
詳

細
の
卦
に
開

一し
て
は
何
は
不
明
な
る
慮
少
か
ら
ぎ
-
き
'
著
者
は
こ
の
研
究
に
よ
h
て
校
本
氏
の
唱
道
せ
る
所
の
事
耳

な
る
こ
U
を
確
め
'
本
書
畠
は
桃
及
び
梨
の
並
び
栽
培
せ
ら
れ
あ
る
地
方
亡
梨
の
み
が
栽
培
せ
ら
る
-
地
方
klに
於
い

て
重
要
な
る
生
態
上
の
差
空

不
す
こ
1)を
明
に
L
t
又
本
書
轟
の
発
生
同
数
は
気
候
に
ょ
ト
て
凝
着
な
る
影
響
を

受
け

日
本
本
土
に
於
い
て
も
'
地
方
に
ょ
-
て
は
二
'
三
岡
乃
至
五
'
六
同
の
費
生
あ
る
=
ビ
'
岡
山
棟
に
於
い
て
も
気
候

状
況
に
よ
-
て
は
四
同
乃
至
六
周
の
登
生
め
-
得
る
こ
と
を
青
息
せ
･-

､

即
ち
著
者
は
本
寄
島
の
登
青
は
渦
度
に
よ
い



て
顕
著
な
る
影
響
を
受
-
る
こ
じ
を
知
-
た
る
が
故
に
更
に
進
み
で
温
度
だ
蓉
育
速
度
と
の
圃
係
に
つ
き
て
研
究

J
t

平
均
日
温
aJ以

て計
算
の
基
礎
だ
す
る
時
に
は
梨
姫
心
喰
畠
が

T
世
代
を
完
丁
す
る
に
要
す
る
有
効
温
度
積
算
教
は
或

る
範
艶
内
の
温
度
に
あ
-
で
は
略
ば

一
定
す
る
も
の
な
る
こ

と
を
明
に
せ
h
.
猶
は
幼
畠
及
成
島
の
習
性
及
夫
等
U
外

界
だ
の
関
係
等
に
つ
き
で
叡
寮
姓
に
賃
歯
を
行

へ
-
'
右
に
関
す
る
詳
細
は
衣
の
報
文
に
あ
-
.

C
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R
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Y
AGT,
Otx
r
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Le
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e
is
e

d
e
s
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"10teSta
B
us

ck.I
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B
e
r
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a

;
O
hara･l
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Ⅰ.an
d
y

.F
orsch..B
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)
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H
eft
2.t
9
t
7
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c
I
H
A
R
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A
W
A
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Sec
o
t)d
N
o

t

es
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th
e
O
r
iental
Peach
M
o
th,L
asp
py
TleJia
7n
Ok
sta
B
u
s

ck,
B
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.
e

har

a･lnst.f.
L
at)d
w

.Bors

ch..B
d
.
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H
e
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寺
川
愚
書
曹

梨
姫

心

境
畠
(桃
心
所
為
)
に
槻
す
る
研
究

病
菌
害
虫
嚢
報
弟
七
軟
､
大
正
九
年
三
月

寺
川
息
背
著

梨
の
姫
心
喰
点
に
つ
い
て
(
第
≡
報
)

良
筆
官
報
第
二
首
五
十
二
故
､
大
正
十
二
年
十
二
月

春
川
息
害
者

梨
姫
心
喰
血
に
開
す
る
研
究

大
麻
農
業
研
究
所
樽
別
報
甘
草
三

掌
､大
正
十
E
l年
八
月

桃

の
葉

蜂

の
研
究

農

畢

博

士

春

川

忠

盲

従
水
本
等
畠
の
畢
名
'
習
性
等
は
不
明
な
-
L
が
'
於
村
博
士
-こ
よ
っ
て

E
rioca
m
P
oides
m
atsu"101071is
な
る
畢
名
輿

へ
ら
れ
た
h
.

著
者
は
主

だ
し
て
其
生
活
史
及
習
性
に
就
き
て
研
究
せ
Jか
'
岡
山
癖
に
あ
-
て
は
本
書
島
は
年
に
三
岡
の
馨
生
あ
る

こ

E
t
成
島
は
草
食
生
殖
を
行
ひ
得
る
こ
と
'
食
餌
植
物
だ
し
て
は
桃
'
梨
'
李
等
あ
る
こ
と
を
報
告
せ
-
O

l〇
五



一〇
六

右
は
炎
の
報
文
_こ
記
せ
ら
る
｡

C

f
t
A
RUK
AW
A
.
Stud
ieso
tl

thcP

each
Saw･F
ly
,E
r
b
Ea
m
P
o
id

eJ
"
la
fJ
u"10foJd
JM
a
tsumu
ra,
Ziel,a
.
6
h
a
ra
･7･TS
t.
f.
L
a
n
d
w
.
F
o
rsch･.B
d
,

II.H
e
ftI
.
1
92L

寺
川
息
古
着

椀
菓

蜂

に
つ
い
て

満

点
蓄
積
諌
第
六
巻
井

]
蚊
､
大
正
八
年

1
月

梨

の
賓

蜂

に

つ

き

て

良

筆

博

士

春

川

忠

苫

我
陶

に
於
い
て
は
従
妹
本
書
畠
を
似
て
欧
洲

に
産
す
る
李
の
寄
島

H
op
loca
m
p
a
m
i7LZtta
C
h
rist
と
同

7
種
[3
-
と
な

せ
り
､
然
る
に
著
者
の
研
究
は
我
国
の
梨
賓
蜂
は
其
の
食
餌
性
に
於
い
て

H
o2
1oCa
m
P
a
771i717{ta
C
hr山st
亡
は
相

1
致

せ
ざ
る
こ
}J
空

不
せ
る
に
よ
-
..
著
者
は
本
書
曲
の
畢
名
査
定
-二
つ
き
て
疑
を
生
じ
､
米
図
の
専
門
家

p
I
ア

I
氏
に

同
定
を
依
頼
せ
▲L
tこ
'
同
氏
は
梨
貰
蜂
を
似
て

H
oP
Joca
m
P
a
m
i
7
1
u

ta
C
h
ri
st
亡
は
別
種
な
る
を
確
め
且
つ
新
和
な
-

ビ
な
し
て
'
之
を

H
op
loca
m
P
a
ty
rico/G
と
命
名
し
'
畢
界
に
費
表
せ
-
'
之
に
ょ
h
て
我
国
の
梨
貰
蜂
が
そ
の
習
性

に
於
い
て
欧
鹿
巴
に
産
す
る

H
oj91ocam
p
a
7Ju
Ln
u
ta
C
hrist
>)
異
な
る
の
昔
然
な
る
こ
と
明
か
ど
な
れ
h
t

梨
貰
蜂
は

岡
山
頬

に
あ

D
で
は
年
に

7
岡
の
費
生
に
し
て
'
そ
の
幼
轟
は
専
ら
和
製
及
西
洋
梨
の
果
耳
を
食
と
AL
t
就
中
岡
山
燦

に
あ
b
て
は
明
月
'
赤
穂
､
.長
十
邸
等
開
花
の
早
き
品
種
を
攻
草
す
る
こ
と
激
し
.

猶
は
右
に
関
す
る
詳
細
は
左
の
報
告
に
飽
き
る
｡
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S
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d
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P
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S
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H
eft
4,t924･

寺
川
愚

書
著

梨
の
賓
峰

に
銑
て

農
拳
骨
報
軍
盲

六
十

】
額
､
大
正
十
三
年
八
月

二
化

煤
塵

浸

水
駆

除

法

農

畢
博

士

寺

川

息

苫

嘆
息
浸
水
解
除
に
関
し
て
は
従
妹
の
試
壌
成
境

に
於
い
て
相

一
致
せ
ざ
る
む
少
か
ら
す
'
且

つ
浸
水
顧
除
法
の
殺
曲
効

果
の
困
っ
て
蘇
る
理
論
に
関
し
て
も
亦
不
明
の
む
少
か
ら
ぎ
-
き
t
よ

り
て
著
者
は
浸
水
騒
除
に
於
け
る
重
要
な
る
事

項
即
ち
蝶
曲
の
温
熱
に
封
す
る
抵
抗
力
'
酸
素
の
触
乏
_二
封
す
る
抵
抗
力
等
に
つ
き
て
研
究
し
､
以
て
浸
水
昔
時
の
田

に
於
け
る
水
温
の
甚

だ重
要
な
る
要
素
な
る
こ
W
を
知

り
'
狩
は
浸
水
廃
除
の
貰
際
効
果
の
果
し
て
農
何
な
る
べ
き
か

b
示
せ
-
.

右
に
関
す
る
成
鏡
は
次
に
示
せ
る
論
文
に
於
て
費
表
せ
ら
る
｡

C
H
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eft
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寺
川

息

害
者

二
価
嘆
息
浸
水
絹

除
法

農
拳
骨
報
第二
首

十
三
蚊
'

大
正
九
年
五
月

石
衣
硫
黄
合
剤

農

事
博

士

春

川

忠

盲

著
者
車

高

の
調
製
法
に
･Ll
る
石
衣
硫
黄
食
刻
の
此
較
研
究
軒
行
ひ
て
等
量
式
'
倍
量
式
は
穀
轟
効
果
に
於
い
て
殆

r

一〇
七



一〇
八

差
異
な
き
こ
と
､
酸
素
吸
収
力
に
於

い
て
も
同
様
な
る
こ
と
等
を
指
摘
し
た
-
'
狩
は
石
衣
硫
黄
合
剤
撒
布
試
廟
の
成

縫
調
査
に
つ
き
で
注
意
す

べ
き
事
項
.
介
殺
虫
の
生
死
判
別
の
方
法
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
き
で
報
告
せ
-
.

右
の
詳
細

に
閑

･し
て
は
左
記
の
論
文
を
見
る
t(
･･-
O

C
.th
R

U
K
A
W
A
.

Stud
ies
on
Li
m
e
･Sulp
h
u
･
M
ix
ture,

B
e･ich
t.
a.E)h
lTl･TI
St･f.L
aldw.
F
o
TSCh
.,
B
d.TT.H
e
ft
2
.
19
2
1.

寺
川
息
古
着

石
灰
硫
兼
合
剤
に
つ
J
pJて

南
島
等
稚

譲
斧
七
巷
第
五
鼓
-
昇
八
軟
.
大
正
九
年
五
-
八
月

豚

質

硫
黄

の
毒

力

に
就

い
て

農

畢

博

士

蕃

川

息

苗

木
研
究
は
石
衣
硫
黄
令
剤
の
毒
力
研
究
に
閑
職
し
て
行
は
れ
た
る
も
の
な
-
.
元
木
硫
黄
粉
末
が
壁
頚
の
廃
除
に
有
数

な
る
こ
と
は
既
に
久
し
き
以
前
よ
-
知
ら
れ
柁
る
朗
な
る
が
.
近
年
に
至
-
て
贋
欺
硫
黄
の
作
用
は
他
の
形
に
於
け
る

硫
黄
よ
･｡
も
東
に
激
し
き
も
の
Ll
b
と
稀
ふ
る
も
の
あ
･｡
'
よ

b
て
著
者
は
贋
質
硫
黄
の
金
魚
に
封
す
る
毒
力
に
つ
き

て
研
究
を
行
ひ
､
此
の
物
は
甚
だ
稀
薄
な
る
溶
液
帥
ち

T
第
分
の
二
位
の
硫
黄
を
合
有
す
る
液
も
比
較
的
lB
時
間
に
金

魚
を
殺

し
得
る
こ
と
を
知
-
た

･L>
､
猶
+',
ヮ
I
ス
の
方
経
に
よ
D
で
比
較
的
毒
力
を
計
算
す
る
時
は
贋
質
硫
黄
は
石
衣

硫
黄
合
剤
よ

D
も
温
か
に
毒
力
強
き
こ
と
を
明
に
せ
り
.

右

に
陶
す
る
詳
細
は
左
記
の
論
文
に
よ
･C
で
費
表
せ
ら
ち
.

C･fhR
Uだ
.W
A.
P
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RepoTt
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T
o
x
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C
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h
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･
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F
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,
T
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m
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F
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-
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ot
･
5
2
,

Ht22
･



青

酸

瓦
斯
燥

蒸

法

農

畢

博

士

春

川

忠

苛

著
者
は
従
妹
青
敢
東
新
感
轟
に
於

い
て
過
量
の
硫
酸
を
使
用

▲し
っ

.ゝあ
る
を
官
歯
に
よ
り
て
指
摘
せ
h
.
其
報
告
は
左

記
の
論
文
な
･｡
｡

書
川
息
百
着

青
酸
瓦
斯
憤
議

_こ於
け
る
育
化
加
里
ミ
硫
酸
tJ
の
割
合
に

つ
･vJて

癖
畠
等
雑
諒
第
五
春
希
二
改
､
大
正
七
年
二
月

蘭

菓

蜂

の
研

究

農

聾

博

士

香

川

忠

富

商
の
菓
蜂
の
幼
虫
は
｢
ホ
ク
.･h
ヨ
ク
｣
な
る
名
の
下
に
知
ら
れ
岡
山
解
'
顕
島
解
等
の
両
産
地
_ニ
あ
-
で
は
重
要
な
る
寄

島
な
-
ビ
雄
も
未
だ
之
に
関
す
る
詳
細

の研
究
な
-
'
其
畢
名
の
如
き
も
最
近
ま
で
未
詳
の
状
態
に
あ
-
'
最
近
米
国

の
菓
蜂
分
類
畢
溝

や
-
γ

-
氏
は
著
者
の
蓬
附
せ
る
塘
本
に
つ
き
で
研
究
せ
る
結
果
'
新
種
な
る
を
認

め
T
o,720Slel
hus

2'u
71Civ
oruJ
な
る
名
を
輿

へ
た

-
'
著
者
は
本
書
轟
の
習
性
'
震
過
'
防
除
法
等
に
つ
き
で
研
究
せ
h
LO
本
稀
は
岡
山
疎

に
&
'
い
て
は
春
'
秋

に
各

丁
岡
の
馨
生
を
行
ひ
'
夏
の
暑
気
強
き
間
は
夏
眠
状
態
に
て
土
中
に
潜
む
'
本
草
畠
の
侍
捗

は
甚
だ
急
激
な
る
も
の
に
は
あ
ら
ず
'
而
し
て
侍
捗
の
起
源
々
な
す
も

りは
ま
宇

し
て
'
蘭
西
畑
に
馨
生
せ
る
南
桑
蜂

な
る
を
以
て
苗
床
に
本
書
畠
の
登
生
を
見
た
る
場
合
に
は
之
が
絶
滅
に
大
に
努
む
べ
き
も
の
ど
す
'
滑
は
本
書
息
は
そ

l〇
九



二

〇

の
繭
時
代
-こ
於
い
て
外
界
の
影
響

･L
封
し
て
強
か
ら
ざ
る
が
故
に
'
そ
の
教
生
に
適
て
る
地
に
は
特
殊
の
外
囲
妖
光
を

要
す
'
幼
最
の
食
植
物
と
し
て
は
今
日
知
ら
る
1
も
の
唯
だ
蘭
あ
る
の
み
.
本
種
り
成
島
は
其
飛
邦
カ
は
強
か
ら
す
.

又
雌
畠
は
産
卵
に
管
っ
て
蓮
-
卵
を
分
布
す
る
湾
め
に
飛
び
過
る
こ

ど
な

Lt
成
虫
は
単
為
生
殖
を
行
ふ
能
力
あ
･cl.

薬
剤
的
防
除
経
と
し
て
｢
デ
リ
ス
｣
液
'
木
次
亡
除
虫
菊
と
の
混
合
物
'
除
良
菊
加
用
石
油
乳
剤
等
は
甚
だ
有
数
な
h
'

猶
は
成
島
の
掬
穀
'
繭
の
塵
界
及
蘭
の
逸
作
を
避
-
る
こ
k
lは
甚
だ
雷
要
な
h

ど
す
.

右
にこ
関
す
る
詳
細
に
つ
き
て
は
左
の
報
文
を
参
照
す
べ
･1
0

寺
川
良
書
著

蘭
の
尭
蜂
の
研
究
(
珠
報
)

病
血
書
雑
誌
弟
七
雀
集

!
既
､
大
正
九
年

1
月

C
.
H
A
R
U
K
AW
A,

S
tud
ies
on
th
e
R
ush
S
aw
･F
ly,
T
o"1051efJlZLSj
zL"
[2.-JU
LZS
R
o
h
w
e･.
B

er･d.O-h
ar乱
-Zn
st･f･
L
a
n
d
w
･
F
o･sch
,B
d
,
)ⅠL
J
cft
5
,

t925
･

両
岡
願
に
産
す
る
蘭
葉
蜂
の

1
種
に
就
き
て

(
漁
報
)

農

畢

博

士

春

川

忠

苗

著
者
は
顧
問
麻
に
於
い
て
蘭
皆
等
す
る
菓
蜂
あ
る
こ
と
を
聞
き
で
'
之
が
研
究
を
企
て
た
-
'
本
等
轟
は
岡
山
解
に
産

す
る
も

りだ
は
全
然
別
様
な
る
こ
と
を
知
れ
b

t
即
ち
本
柵
は

D
o
le
rus
の

1
柿
に
し

てt
D
oIeruJj.a
PoJu.CuJ
K
irby

に
酷
似
す
ご
錐
も
両
も
同

7
和
に
は
あ
ら
ざ
る
も
の
-
如
し
｡

本
邦
の
生
活
史
'
習
性
等
に
つ
き
で
は
未
だ
充
分
の
調
査
を
経
ざ
る
も
年

7
同
の
教
生
に
止
ま
る
も
の
1
加
-
'
幼
轟



の
喰
害
方
法
は

T
o
"IaJletJzuJju71C1'V
O
r
u
J

R

o
h
w

er
亡
は
煩
著

に
異
な
る
.

右
に
陶
す
る
報
文
は
左
に
記
す
る
慮
な

-
C

寺
川
息
吉
背

痛
同
株

に塵
で
五
両
菓
蜂
の
t
種
_二
つ
JT,て
(
穐
報
)

痛
点
害
雑
読
弟
十
二
巷
募
入
教
､
大
正
十
四
年
八
月

球
根
壁
轟
の
生
活
史
に
つ
き
て

(漁
報
)

八

木

誠

政

著
者
は
球
根
壁
轟

R
h
'30g
liyP
b
u
S

e
C
JZi71
02
u
J.
の
生
活
史
の
未

だ完
全
に
知
ら
れ
居
ら

ぎ
ro
を
見
'

本
音
轟
に
つ
き
で

研
究
を
行
ひ
我
邦
に
於
け
る
生
活
環
の
要
鮎
を
明
か
に
せ
b
t
此
の
壁
轟
は
両
性
共
に
二
岡
の
脱
皮
な
行
ひ
'
外
部
の

性
徴
は
成
最
期
に
入

-
て
明
か
に
現
る
'

7
世
代
は
六
月
に
於
い
て
二
十
日
'
七
月
に
於
い
て
十
五
日
'
八
月
に
於
い

て
は
十
日
の
平
均
日
数
を
要
す
'
蓋
し

一
生
活
環
の
最
知
は
其
腫
時
代
の
気
温
に
i

-
て
著
し
-
支
配
せ
ら
る
1
に
よ

る
'
食
植
物
と

し
て
は
既
に
知
ら
れ
た
る
食
草
の
外
更
に
｢
カ

ン
ナ
L
を
加
ふ
ペ
し
｡

N
･Y
A
G
l
,

P
,
etim
iJ)aLly
N
ote
on
the
Li
fe･Period
of
the
th
Lb･mi
te,R
hizogJ)pAzuseĈ71.710jlzlf･
Ber.
d.O
hara･Znst.f

.

L
andw
.F
orsch"
Bd.

Ⅰ,
H
eft
3,
t9t8.

喋

の
新

異

型

三
種

の
記
載

八

木

誠

政

本
和
文

に
於
い
て
著
者
は
蝶
の
薪
異
型
三
楳
'
即
ち

TTa
7teS
S
a

X
a
711Jzo
m

d
a
Sj
aP

o71ka
Stich
,
ab
,
T
e
B
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n
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aena
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･2unc
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1b
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n
ov･,A
rgy
nn
iJ
JZm
'j22
e
F
eld,ab
.
ZZI
ZJJ
u
7d
ce
ab
.no
v
･
を
記
載
せ

h
ソ
ON

IŶ
G
l,

()eSCrip
ti.
n
.
f
T
h
･e
e
N
e
w

A
ber･antF
.
･m
s
.
f
R
h
oZ
L7
10
へ
ヽ
r
n
.

B
et.d
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h
a
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T
n
st.
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L
a
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w
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F
o
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,
Z
Z
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e
f
t
2
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22
･

葺
兄
に
於
け
る
｢
モ
ザ
イ
ク
ク
｣
に
就
き
て

八

木

誠

攻

著
者
は
本
研
究
に
於
い
て
雌
雄
の
｢
モ
'*
･T
ヅ
ク
｣
(
即
ち

G
y
r)androm
orp
h
と
呼
ぼ
る
,･
も
の
)
以
外
の
叢
の
品
秤
特

赦
の
｢
モ
ザ
イ
ク
ク
｣
を
も
取
扱
ひ
'
裳
乾
性
内
の
色
素
の
観
察
等
に
よ
も
で
首

氏
の
｢
モ
ザ
イ
ッ
ク
｣
寮
生
に
関
す

る
仮
設
を
貰
存
せ
ん
だ
試
み
た
J･L
P
研
究
に
よ
る
に
｢
モ
ザ
イ
ッ
ク
｣
の
出
現
す
る
は
主
･J
L
で
交
雄
和
の
子
孫
に
於
い

て
多
き
も
の
ー
如
し
.
｢
モ
ザ
イ
ク
ク
｣
出
現
の
原
因
'
｢
モ
ザ
イ
ヅ
ク
｣
個
髄
の
性
質
に
つ
き
で
も
研
究
せ
･･L
P
委
細
は
左

記
の
報
文
に
於
い
て
見
ら
る
ペ
J
｡

N
I
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第

四

節

椙
物
病
理
に
関
す
る
事
項

馬
鈴
薯
々
塊
の
乾
朽
病
の

一
原
因
な
る
｢
フ
ザ
-
ウ
ム
･

ソ
ラ

ニ
ー
｣
の
研
究

農

畢

士

笠

井

幹

夫

普
研
究
所
岡
上
に
て
馬
鈴
薯
を
採
掘
せ
る
に
降
し

7
種
の
｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
｣
の
侵
害
に
よ
る
多
数
の
病
薯
を
見
'
其
後
又

貯
威
中
に
起
る
所
謂
乾
朽
病
が
同

1
の
｢
ブ
ザ
ブ
タ
ム
L
L'原
因

し
其
加
害
砂
･

し
亡
せ
ざ
る
場
合
あ
る
こ
と
を
務
め
た
-

依
っ
て
先
つ
其
形
態
を
槍
し
て
菌
糸
'
分
生
子
梗
'
小
形
丹
生
胞
子
'
大
形
舟
生
胞
子
1
｢
セ
フ
ア
ワ
ス
ポ
リ
ク
ム
｣
世

代
'
休
眠
胞
子
等
の
観
察
を
遂
げ
'
叉
｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
L
属
の
分
類
は
軍
に
形
態
の
み
に
基
-
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
を
以

て
純
粋
培
養
土
の
性
質
を
知
ら
ん
食
め
種
々
の
天
然
叉
は
人
工
培
養
基
上
に
培
養
L
で
其
間
に
得
た
ろ
観
察
を
記
述
し

畢
寛
右
記
｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
｣
は
｢
フ
ザ
ブ
タ
ム
･
ソ
ラ
一一I
L

に
外
L･.
ら
ざ
る
こ
こ
を
確
め
得
る
に
至
b
た
-
.

右
の
研
究
結
果
は
衣
に
脊
表
せ
ら
る
｡

M
.
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四

日
本
に
於
け
る
馬
鈴
薯
葉
掩
柄
の
観
察
及
賓
験

農

事

士

笠

井

幹

夫

岡
山
煉
邑
久
郡
に
て
俗
間
｢
シ
ャ
･>
ヤ
キ
｣
病
と
呼
ぼ
る
1
本
病
害
は
久
し
き
間
其
病
原
侍
播
及
其
他
の
性
質
不
明
な
-

J
を
以
て
研
究
を
企
て
た
る
結
果
'
該
病
は
畢
寛
欧
米
諸
国
に
於
で
も
亦
近
年
頻
費
す
る
恐
る
べ
き
病
害
な
る

｢
リ
I

7
･
p
-
ル
｣
病
に
外
な
ら
ざ
る
こ
と
を
帯
め
得
た
ゎ
0

本
病
は
本
邦
に
於
て
比
較
的
近
年
諸
所
に
寮
生

J
厄
介
な
る
病
害
}J
L
で
改
め
ら
れ
つ
･･
あ
-
'
著
者
は
題
記
の
報
告

に
於
で
先
づ
長
崎
赤
種
に
就
き
軌
寮
せ
る
病
徴
即
ち
集
の
反
捲
'
剛
重
及
塵
色
､
株
勢
の
接
小
､
薯
肉
の
着
色
'
働
旬

輩
の
頬
筋
又
は
退
化
､
母
薯
の
不
洞
化
､
娘
薯
生
産
の
薯
し
き
退
減
等
の
諸
現
象
を
記
述
し
､
更
に
本
病
が
稽
薯
に
よ

-
子
我
に
侍
は
る
こ
と
'
及
び
病
者
と
健
全
薯
亡
を
切
断
面
を
以
で
接
合
せ
J
め
て
戚
染
せ
･J
め
得
る
こ
と
'
病
汁
を

健
全
株
の
董
又
は
尭
柄
に
注
射
す
る
こ
亡
に
よ
A
で
も
亦
人
工
的
に
蓉
病
せ
J
め
得
る
こ
と
を
澄
明

L
t
自
然
界
に
於

け
る
本
病
の
侍
播
は
病
汁
を
欧
牧
せ
る
軒
畠
が
睡
全
株
を
襲
ふ
こ
と
に
よ
-
行
は
る
-

)
ど
な
認
め
た
る
こ
ビ
及
び
何

は
土
壌
を
介
し
て
の
威
染
は
成
立
せ
ざ
る
こ
ど
な
も
併
せ
立
覆
せ
る
こ
と
を
掲
記
せ
-
'
以
上
は
左
記
報
告
の
摘
要
な

bノO
M

･
K
A
SAl､
O
bse
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a
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E
x
p
eritn
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蘭
等
蛇
紋
病
々
原
菌
｢
サ
ー
コ
ス
ポ
リ
ナ

･
ジ

ュ
ン
シ
コ
ラ
｣

に
就
き

て

農

畢

士

笠

井

幹

夫

･

鷹
島
燥
備
後
園
に
於
て
僚
程
以
前
･.J
h
中
枯
病
'

ハ
ミ
ガ
タ
病
'
ホ
タ
ル
'
ヤ
ク
ギ
ク
'
蛇
紋
病
等
の
呼
群
の
下
に
知

ら
れ
た
る
両
軍
の
病
害
年
々
蓉
生
し
'
畳
表
亡
し
て
の
美
観
を
失
却
せ
し
む
る
湾
め
嘗
業
者
が
被
る
損
失
甚
大
な
る
も

の
あ
JL,
･Lu
る
が
'
其
病
原
に
開

L過
去
二
十
静
年
間
施
設
の
み
和
々
あ
-
て
締
着
す
る
虞
Lq
か
-
し
名
め
'
著
者
は
同

額
昔
局
の
依
嘱
に
･･4
-
其
原
田
の
研
究
に
徒
ひ
ニ
ケ
年
間
の
夏
期
軌
寮
に
よ
っ
て
属
子
薗
属
の

7
新
和
を
以
て
其
病
原

k
J為
す
こ
と
を
確
覆
し
得
.Lu
-
'
本
報
告
に
於
て
は
先
つ
病
故
を
詳
説
L
t
病
原
菌
の
形
態
的
記
載
を
試
み
'
該
菌
を

新
た
に
｢
サ
ー
コ
ス
ポ
リ
ナ
･汐
ユ
ソ
y
コ
ラ
｣
堀
及
笠
井
だ
命
名
し
'
最
後
に
本
病
の
耳
際
的
廃
除
方
泣
ビ
し
て
は
収

穫
後
徒
水
の
習
慣
上
美
佐
圃
上
に
放
棄
す
る
層
蘭
を
焼
却
す
る
こ
}J
及
絶
封
に
健
全
Lt
る
苗
を
採
用
す
る
こ
亡
等
を
廠

行
す
べ
き
な
･a
ビ
述
べ
た
む
｡

詳
託
は
左
記
報
告
に
在
-
O

M
･
K
A
SA
l)
U
ber
d

eロ
aufderB
i･15e
p
l
r
l
S
it
isch
tebendeh
P
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一二

ハ

相
に
寄
生
す
る
｢
ギ
ブ

ベ
レ
ル
ラ
｣
菌
の
培
蕃

長

峯

士

笠

井

幹

夫

箱
の
苗
'
籾
並
に
薫
に
寄
生
す
る

一
柿
の
｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
L
菌
に
て
徒
水

｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
･
p
-
ゼ
ク
ム
L
に
普
て
ら
れ
を

_

-
且
つ
真
上
に
生
す
る

｢
ギ
ッ
ベ
レ
ル
ラ
･
サ
ク
ビ
ネ
チ
-
L
は
賓
_こ
英
子
垂
世
代
た
h
k
1考

へ
ら
れ
を
h
た
る
も
の
あ

･A
｡
併
し
乍
ら
｢
ブ
ザ
>
ク
ム
･
B
I
ゼ
ク
ム
｣
な
る
も
の
は
今
日
に
あ
つ
て
は
不
疎
音
な
る
7
つ
の
集
令
名
な
b
亡
し

て
葬
ら
れ
た
る
も
の
な
る
}J
共
に
右
記
子
嚢
世
代
と
の
相
互
関
係
は
培
養
上
の
賓
嶺
よ
-
薄
明
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
非

ら
ざ
る
に
申

｡
鐘
に
研
究
の
僚
地
あ
･｡
宇
し
て
著
者
は
先
つ
穂
に
在
る
粗
上
よ
h
待
た
る
r.フ
ザ
ッ
ク
ム
｣
を
培
養
し
て

得
LJ
る
子
垂
世
代
を
鑑
定
し
て
具
に
｢
ギ
ッ
ベ
レ
ル
ラ

･
サ
ク
ビ
ネ
チ
I
L
な
る
こ
古
を
確
か
め
'
次
い
で
英
子
垂
胞
子
を

培
養

J
で

｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
｣
を
得
た
る
に
ょ
-
其
形
態
を
観
察
し
た
る
結
果
本
菌
は

｢
ブ
ザ
,
ク
ム
･
ブ
ラ
ミ
､ネ
ア
ー
ル

ム
｣
な
る
こ
と
を
認
め
得
た
-
'
本
報
告
に
は
以
上
の
外
滑
ほ
培
養
に
際
し
本
菌
の
生
産
す
る
柘
椙
色
の
色
素
の
溶
解

性
に
つ
き
簡
畢
な
る
賓
歯
の
結
果
を
附
記
し
た
h
.

原
報
告
は
左
記
の
通
･｡
な
JA
.
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菓
権
柄

｢
モ
ゲ
イ
ッ
ク
｣

病
劫
に
健
全
植
物
に
於
け
る

ネ
仙
リ
ン
氏
冊
の
研
究

農

畢

士

笠

井

幹

夫

7
九
二
二
年
米
国
の
人
ネ
ル
ソ
ン
氏
は
｢
モ
ザ
イ
ク
ク
｣
病
及
菓
持
病
に
か
･J
-
た
る
種
々
の
植
物
の
飾
部
の
組
織
内
に

紡
錘
形
叉
は
螺
旋
紡
錘
形
の
物
健
を
見
出
し
之
れ
を
｢

ブ

ロ
ト
ゾ
ア
し
な
-
FjJ
看
倣
し
以
て
右
病
害
の
原
田
た
-
ビ
湾
せ

-
'
依

っ
て
著
者
は
左
様
な
る
物
髄
を
本
邦
に
於
け
る
同
病
植
物
其
他
に
認
め
得
る
や
否
や
を
知
ら
ん
こ
と
を
欲
し
'

菓
持
病
材
料
(
馬
鈴
薯
)'
｢
モ
ザ
イ
ク
ク
｣
病
材
料
(
馬
鈴
薯
.
干
瓢
'
ト
マ
ト
'
カ
ラ
ス
ク
リ
'
7
7
ク
'
サ
､
ダ
)'

萎
縮
病
材
料
(
稀
及
桑
)'
及
健
全
材
料
(
馬
鈴
薯
.
桑
t

II
セ
ア
カ
;>
ア
)
の
垂
及
葉
柄
の
",
ク
ロ
ー
-
ム
切
片
を
作
-

て
観
察
し
た
る
に
'
右
記
絶
て
の
病
的
材
料
の
飾
管
中
に
苛
め
得
た
ろ
紡
錘
形
物
腔
は
同
じ
-
又
健
全
材
料
に
於
て
も

確
賃
に
存
在
す
る
こ
}J
を
認
め
得
た
-
'
故
を
以
て
右
物
憶
は
病
等
亡
は
何
等
閲
係
あ
る
も
の
に
非
ら
ざ
る
こ
と
を
断

定
し
た
h
t
畢
蒐
此
の
物
臆
は
編
管
の
如
き
細
長
き
細
胞
内
に
&
'て
異
様
な
る
形
を
執
D
を
る
核
に
外
な
ら
ざ
る
こ
k
J

を
結
論
せ
-
O

以
上
は
左
記
に
詳
説
し
あ
-
0
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･K
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一
】
八

萄
索
の
乾
性
腐
敗
病
原

Jヾ
し
て
の
｢
フ
ザ
-
ウ
ム
･
ソ
ラ
ニ
ー
｣

農

事

士

笠

井

幹

夫

1
九
二
三
年
五
月
著
者
は
或
種
の
｢
ブ
ザ
ブ
タ
ム
｣
菌
-こ
よ
4
度
寄
せ
ら
れ
木
乃
伊
化
せ
る
蕗
窮
玉
を
得
た
b
P
此
の
病

等
の
研
究
は
未

だ蓉
表
せ
ら
れ
居
ら

ざ
る
に
ょ
b
立
に
其
病
原
菌
の
形
噂
及
培
養
の
研
究
に
着
手
す
る
に
至
れ
-
'
本

報
告
書こ
於
て
其
病
徴
'
研
究
方
法
'
七
種
の
培
養
基
上
に
於
け
る
観
察
及
病
菌
の
形
態
を
掲
記
､L
t
最
後
に
本
菌
は
本

邦
に
於
て
馬
鈴
薯
の
乾
朽
病
(前
頁
塵
照
)を
醸
す
所
の
菌
亡
同

一
な
る
｢
ブ
ザ
,
タ
ム
･
ソ
チ

エ

I
L
に
外
な
ら
ざ
る
こ

と
を
括
諭
せ
h
｡

詳
細
は
左
記
報
告
に
在
･JI
O

M
･

K
ASAtu
Fusarium
SotaJ)i
(M
a

,t･p
r
･p･)A
p
p
･
e
t
W
r･
as
t
he
Causat
A

gency
of
D
ry･rot
in
the
"K
o
n
n
y
ak
u
"
C
orrn
s･
B
e
r･
d
e
s

6
haTP
Tnst.f.L
A

Y)dw,
Forsch
u
n
g
et)
,P
P
L
T
,
)I
eft4.
S,4
63

-
472,
T924
,

｢
フ
ず
り
ウ
ム
･
ア
ス
ビ
デ
オ
チ
｣
の
培
養
及
形
態

農

事

士

笠

井

幹

夫

右
菌
は
｢
チ
ノ
ー
ゼ
L
介
藤
島
に
寄
生
す
る
両
白
き
｢
ブ
ザ
リ
ク
ム
｣
に
し
て

一
九

7
四
年
初
め
て
浮
出
魚
苗
戊
の
命
名
に

係
る
も
の
hq
-
'
然
る
に

7
九
二

1
年
ペ
ツ
チ
氏
は
之
れ
を
｢
ブ
ザ
,
ク
ム
･
エ
'iJ
コ
ッ
ク
ム
｣
ビ
同

7
な
D
E
L
其
シ
ノ

ニ
ム
と
し
て
取
扱
ひ
た
h
'
著
者
は
英
前
年
即
ち

7
九
二
〇
年
以
水
本
菌
の
培
養
に
着
手
し
な
り
た
る
関
係
上
ペ
ツ
チ



氏
の
所
詮
に
首
肯
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
故
を
以
て
本
報
告
を
あ
に
し
柁
-
'
先
つ
本
菌
蛙
に

｢
ア
サ

リ

ク
ム
･
三
iJ
コ
ッ

ク
ム
｣
の
歴
史
'
十
二
同
の
培
養
成
揖
及
培
養
に
.It
つ
て
得
た
る
木
簡

の形
態
的
観
察
を
掲
記

Jt
結
論
に
於
で
本
菌

の
畢
名
字
し
て
は
依
然
字

し
て
揮
凹
氏
の
命
名
せ
る
俵
の
も
の
を
維
持
す
べ
き
理
由
を
記
述
し
て
べ
ツ
チ
氏
の
所
詮
を

打
滑
L
LJ
･EL｡
命
は
詳
細
は
載
せ
て
左
記
報
告
に
在
り
｡

M
,
K
Ju
A
Ⅰ
J

F
u
s
h
,iu
m

As

pidioti
S
a
vt･a
d
a
,
its
C
u
ltu
,e
a
n
d
h
,I
o
･
ph.
to
g
y
･

B
e
,.
d
e
s
O
ha･a･Tnst･E.
Land
w
･
F
o
rs
chun
gen,tId
･
I
t,
H
e
ft
S
,

S
･
5
4
7
-

558,

T9
2
5
･

稽

い
も

ち

病

菌

に

関

す

る

研

究

農
争
終
発
士

西

門

義

7

稽
い
も
ち
病
は
本
邦
農
作
物
病
害
中
最
も
婁
要
な
る
病
晋
の

1
な
-
.
故
に
著
者
は
大
正
四
年
以
水
本
病
の
研
究
に
徒

事
L
t
先
つ
本
邦
産
の
い
･4
ち
病
菌
の
種
類
を
査
定
せ
ん
だ
欲

一L
t
沼
'
め
ひ

Jば
'
粟
'
ゑ
の
こ
ろ
ぐ
さ
'
裏
荷
及

重
よ
-
分

離
培
養
せ
る
い
も
ち
菌

(即
ち
P
iric
uF
ril
屈
の
薗
)
の
培
養
及
接
種
試
磯
城
に
形
態
上
の
比
較
的
研
究
を

行

へ
-
｡
弦
に
稀
の
い
も
ち
病
菌
は

Piこcu一aril
O
ryzle
B
r.
etCav.に
'
め
ひ
し
ば
の
商
は
P
.
grijel(C
ke.)S
.IC
C
.

に
相
普
L
t
粟
及
ゑ
の
=
ろ
ぐ
さ
の
菌
姥
に
糞
荷
及
蓋
の
菌
は
各
新
種
額
な
る
こ
と
を
見
出
し
'
前
者
は
P
･
S
etariae

後
者
は

P
･
Z
in
g
ib
eri
ビ
命
名
せ
-
0

以
上
は
既
に
左
記
報
文
中
に
蓉
表
し
た
る
鹿
に
し
て
'
楢
い
も
ち
病
に
封
す
る
抵
抗
性
品
秤
の
育
成
方
法
'
土
壌
肥
料

】
l

九



二
一〇

だ
蓉
病
と
の
関
係
等
に
就
き
で
も
研
究
中
な
り
｡

東
に
本
病
教
生
･JJ
覇
栽
培
地
の
土
焼
塩
に
施
肥
･J
の
関
係
を
調
査
研
究
せ
-
｡
其
結
果
に
ょ
れ
ば
穂
首
村
立
病
は
砂
土

の
方
寮
生
温
か
に
大
な
る
を
知
-
b
o

西
門
義

7
着

描
rl
･･D
ち
桝
菌
(L)acLy】aria
Paras
itar･･s
C
al･)に
耽
き
て
､
確
報

植
物
学
稚
苗
聖

二
1
巻
軍

二
六

]
耽
T

二

五
頁
(
大
正
六
年

1
月
)

西
門
義

7
着

稲

L
も
ち
病
菌

農
撃
講
演
集
第

7
巷
八
七
-
-九
八
頁

(
大
正
七
年
六
月
)

Y
･
N
TsrK
A
D
O
,
S
tud
ies
o
n
th
e
R
ice
B
tast
F
un
P
uS
JI.
B
e･ich
te
d
es
e
)h
a･a
･lz.sti
tuts,Bd.I,Heft2,S.171-
21

∝
J

Pt･tt⊥
亡,(-917),

(大
正
六年
十
二
月

)

葡
萄
の
自
腐
病
並
に
房
枯
病
に
関
す
る
研
究

農
撃
得
業
士

西

門

義

一

岡
山
嫁
下
に
於
て
従
殊
欧
洲
葡
萄
に
軸
枯
病
'
房
枯
病
又
は
穂
枯
病
の
名
.曾
似
て
知
ら
る
～
病
害
あ
-
｡
本
病
は
椅
子
室

栽
培
の
葡
萄
に
被
害
殊
に
激
甚
な
-
.
大
正
四
年
著
者
は
本
柄
の
研
究
に
着
手
せ
り
.
本
病
は
少
-
4,J
も
二
相
の
病
害

-の
混
同
せ
る
も
の
に
-
て
'

l
つ
は
欧
洲
,J
於
で
自
腐
病
.yJ
･し
て
知
ら
る
-
病
害
に
し
て

C
un
ic
thyriunこ
)叫p
tod
iet11

(
S
pe

g

)
S

acc,菌
に
よ
-
て
起
る
.
此
菌
の
手
盛
時
代
は
既
に
欧
洲
に
於
で
は
記
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
れ
で
も
'
本

邦
に
於
で
は
未
だ
蓉
見
せ
ら
れ
す
｡

他
の

7
つ
は
欧
洲
殊
に
高
加
索
地
方
に
於
で
果
腐
病
の

1
耗
亡
し
て
知
ら
れ
た
る
病
寄
.J
L
で

Physal.sp.
ra
blCCae



C
avala
菌
-こ
よ
-
て
起
る
O
著
者
は
之
を
房
枯
病
}J
命
名
せ
-
0

右
爾
病
原
菌
の
形
態
的
'
生
理
的
性
質
を
調
査
し
'

且
接
種
試
歯
を
遂
行
せ
b
｡

西
門
義

一
著

葡
萄
の
白
鷹
病
に
就
き
て

満
点
案
雑
誌
第
四
巷
第

一
駿
､
六

T
I
六
六
貢

(
大
正
六
年

7
月
)

西
門
義

一
著

葡
萄
の
房
億
柄
に
銑
与
Jて

日
本
植
物
病
理
拳
骨
観
第

7
巷
第
四
鞍
､
二
〇
I
四
二
支
､

]
固
版

(
大
正
十
年
七
月
)

Y
.
N
TSll
Al
)C
､
tJbe･
d
ie
d
u･ch
P
h
y
salosp
ora
u
n
d
C
o
n
io
tb
y
･ium
veru
･sach
ten
K
･aロkh
eiten
d
e･
W
ein
t,aub
e
in
Jap
ap

B

er.
a.
6
ha･a･

Institu
t
sf･
L
a
nd
w
･
F
orsc
h
,,
Bd
･
I
I
,H
t･
3
,
[
9
23
,S･
N73-
289･
(
大
正

十

二

年

十

二
月
)

楢
の
胡
麻
葉
枯
病
の
線
防
法
芋
し

ての
粗
種
消
毒
に
関
す
る
研
究

農
畢
得
業
士

西

門

義

三

宅

忠

著
者
は
箱
胡
麻
菓
枯
病
の
捜
防
法
と
し
て
粗
相
滑
車
は
有
効
L･t
b
や
否
や
にこ
就
き
て
研
究
せ
る
結
果
'
苗
代
に
草
生
す

る
本
病
は
粗
相
よ
-
由
雄
す
る
物
多
-
'
粗
種
を
滑
毒
す
れ
ば
'
其
草
生
を
減
少
せ
し
む
乙
を
得
る
も
の
な
る
事
を
見

出
せ
-

0

故
に
熟
及
種
々
の
化
畢
薬
品
を
用
ひ
て
粗
種
の
田
寺
を
試
歯
せ
･A
.
先
つ
熟
に
裁
き
で
は
'
本
病
菌
の
胞
子
及
粗
秤
の

温
熱
に
封
す
る
抵
抗
性
の
比
較
研
究
を
行
ひ
た
-
｡
其
れ
に
ょ
れ
ば
粗
柿
を
約

1
董
舵
浸
漬
し
.
後
五
二
度
の
温
湯
_こ

]
〇
分
間
或
は
五
四
度
に
五
分
間
浸
%
'す
れ
ば
'
粗
種
油
毒
の
目
的
を
達
す
る
こ
亡
を
得
.

衣
に
硫
酸
銅
其
他
多
軟
の
化
畢
集
晶
を
以
て
滑
車
試
験
を
行
ひ
て
'
其
効
果
を
倹
し
た
る
に
'
硫
硬
鋼
､
漂
白
瀞
'
昇

】
ニ
ー



一
二
二

束
'
｢
ホ
ル
マ
リ

ン
｣
等
の
溶
液
は
'
何
れ
も
籾
確
滑
車
に
使
用
し
有
数
な
る
事
を
見
出
せ
-
0

東
に
目
下
上
記
各
種
の
薬
剤
塩
に
最
近
狗
逸
に
で
収
束
さ
れ
我
闘
に
で
も
漸
次
使
用
さ
れ
ん
と
し
っ
1
あ
る
各
種
の
新

薬
に
沸
き
で
草
食
室
内
及
圃
場
にこ
於
で
其
効
力
試
廟
中
な
-
0

､ヽノ

講

騒

音

曹

樹
種
の
油
寺
だ

雷

要

語

窟

防
法

1
淑
種
の
汎
苦

境
法

雪

害
悪

霊

震

九
莞

九
千

七

1
.
1貢

(
大
正

向一u

･
七
年
九
月
)

講

讐

共
著

讐

胡
麻
悪

病
の
苦

警

し
て
の
籾
種
の
温
湯
浸
霊

堂

琵

集
雪

空

完

⊥

二
九
真

(
大
夏

年
音

)

Y
,
N
75[K
A
D
O
&
C
.
M
TY
A
K
E,
T
r
eatm
en
t
O
f
R
ice
S
eed
s
fo
r
H
e
tm
in
th
os
p
o
rLOSe
1.

ilo
t
w
ater
tTeatm
e｡
t.

B
eTich
te
d
es
O
h
ara
･Z
n
s
t,

B
d

･T
)H
e
f
t

5'P
p

･5
4
3
-

5
5
5
J

Z92
0
･
(
大

正
九
年
十
二
月
)

Eid

講

聖

共
著

楓
種
の
葺

だ

君

肺
葉砦

の
諾

洋

二責

銅
に
よ
る
豊

沃

慧

書
慧

幕
八
苦

7
0
竃

九
八
-
五

〇
九
夏

向一川H

弟

二

耽
五
三
八
-
五
五
〇
真

(
大
正
十
年
十

I
十

7
月
)

楢
の
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
形
態
並
に
生
理
に
関
す
る
研
究

見
参
終
発
士

西

門

義

7

三

宅

忠

一

箱
の
胡
麻
尭
枯
病
は
我
国
の
箱
病
中
最
も
恐
る
べ
き
病
害
の

7
な
れ
ば
著
者
は
過
去
数
年
水
本
病
菌
の
研
究
に
徒
事

し

た
re
｡
今
其
結
果
の
概
要
を
準
備
せ
ん
に
本
病
は
稲
の
生
育
の
各
期
間
を
油
じ
て
組
で
の
器
官
に
寮
生
す
る
物
に
し
て

其
故
事
は
全
般
的
な
-
｡



其
病
床
菌
の
形
感
殊
に
丹
生
胞
子
の
形
状
は
菌
の
費
育
健
件
に
よ
り
で
種
々
鍵
化
す
る
物
に
し
て
著
者
は
各
種
の
催
件

の
下
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
分
生
胞
子
の
.大
さ
に
裁
き
で
生
物
測
定
畢
的
に
比
較
せ
･J,
0

本
菌
は
容
易
に
純
粋
培
養
し
得
る
物
i'し
て
之
が
培
養
基
に
よ
り
で
菌
の
形
態
に
も
種
々
の
差
を
表
は
す
物
な

･E/0

本
菌
は
多
数
の
禾
本
科
植
物
を
佳
害
し
得
る
物
に
L
で
'
二
三
日
の
内
に
は
帝
褐
色
の
小
病
斑
を
形
成
す
｡

本
菌
の
静
芽
官
は
其
周
囲
を
粘
質
鞘
に
て
改
は
る
｡
本
属
菌
の
費
芽
官
の
周
囲
に
粘
質
官
の
存
す
る
事
は
徒
凍
完
-
未

知
の
事
貰
な
･JE,
L
が
金
等
は
之
が
存
在
を
見
出
し
得
た
-
｡
其
先
端
に
附
着
器
を
生
じ
是
よ
-
穿
入
線
を
出
し
寄
生
植

物
の
表
皮
を
破
･｡
叉
は
気
孔
を
通
じ
て
侵
入
す
る
物
な
･｡
0

本
菌
は
種
々
の
化
畢
薬
品
に
対
し
て
如
何
な
る
性
質
を
有
す
や
を
知
ら
ん
ビ
欲
し
調
査
研
究
せ
h
｡
其
椿
東
本
薗
丹
生

胞
子
は
硫
酸
銅
'
昇
束
'
漂
白
掛
'
｢
ホ
ル

マ

サ

ン
｣
等
に
は
抵
抗
力
梅
め
て
窮
-
従
っ
て
此
種
の
薬
品
は
帝
の
種
子
油

毒
剤
と
し
て
充
分
使
用
J
得
る
物
の
血
L
｡

丹
生
胞
子
の
蓉
芽
の
最
低
温
度
は
二
度
-こ
し
て
最
高
温
度
は
四

一
度
な
b
｡
是
等
の
温
度
に
て
蓉
芽
せ
し
物
は
球
状
を

草

し
常
温
に
於
け
る
加
-
線
状
な
ら
す

.

脊
芽
の
最
高
温
度
は
二
五
度
乃
至
三
〇
度
の
間
に
存
す
る
物
の
如

し｡
之
等

の
温
度
に
で
は
卦
生
胞
子
の
大
多
軟
が
(
七
〇
%
或
は
其
以
上
)
蓉
芽
す
｡
菌
糸
の
成
長
の
最
適
温
度
は
二
七
-
三
〇
度

な
る
が
如
し
｡

丹

生
胞
子
形
成
の
最
高
は
三
五
-
三
八
度
な
h
｡
形
状
と
温
度
に
裁
き
で
述
ぶ
れ
ば
最
適
温
度
に
形
成

せ
ら
れ
た
る
物
は
倒
梶
棒
状
に
し
て

J
方
に
琴
曲
す
.
五
度
に
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
物
は
直
形
に
し

て琴
曲
な
し
.
叉

〓
〓ニ



二

一匹

低
温
度
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
丹
生
胞
子
は
高
温
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
物
に
比
し
て
温
色
な
-
｡
丹

生
胞
子
の
死
滅
温
度

は
五
〇
-
五

一
度
な
･cl.
拳
芽
せ
る
菌
糸
の
某
は
四
八
-
五
〇
度
LL4
-
.

本
菌
の
培
養
は
永
-
其
生
活
力
を
保
存
す
る
物
に
･し
て
室
温
に
於
で
は
二
年
七
ケ
月
以
上
も
其
生
活
力
を
推
持
せ
-
班

は
更
に
永
-
維
持
し
得
ペ
･･)
.
其
丹
生
胞
子
姓
に
捨
子
稜
は
共
に
次
年
寮
生
の
原
因
ど
な
る
物
の
如
･･)｡

著
者
は
叉
本
病
菌
の
蓉
育
姓
に
其
病
原
性
に
及
ぼ
す
水
素
｢
イ
オ
ン
｣
濃
度
の
影
響
に
就
Jn,て
研
究
せ
-
.
先
づ
分
生
胞

子
の
蓉
芽
に
及
ぼ
す
水
素
｢
イ
オ
ン
｣
濃
度
の
影
響
を
研
究
せ
L
に
円
債
二
･六
⊥

〇
･九
に
て
蓉
芽
L
pH
七
附
近
に
で

最
良
の
蓉
芽
を
な
す
｡
菌
叢
の
登
青
も
略
-
之
と
同
様
な
-

.

二
万
水
沼
管

蒜

の
pH
債
を
測
定
せ
J
に
多
数
の
種
類

は
何
れ
も
大
凡
pH
慣
六
･〇
に
近
-
〇
･
五
位
の
舜
化
あ
る
の
み
な
-
｡
而
し
て
音
際
圃
場
に
於
で
は
pH
値
の
低
さ
酸
性

反
鷹
の
虞
に
着
生
多
-
｢
ア
ル
カ

リ
｣
性
の
土
壌
に
は
蓉
生
少
し
水
耕
培
養
の
結
果
も
略
･･同
棲
な
り
.

Y
･

N
IS

I

KIDO
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C
･
M
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A
K
E
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S
tud
ies
on
th
e
hctnIin
th
o～po
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Se
O
f
th
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p
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B
er･d
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O
h
lla･TnstilutS
f
･

l･and
w
･

F
orsch
uzlge
n
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f
;d
.I
I
,H
t
･
2
,
19
2
2,
P
P
･
133-
19
5,
p
ls.
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,
(
大
正
十

】
年
十
二
月
)

瀬
の
胡
麻
美
穂
病
菌
の
貴
官
モ
温
度
亡
の
施
係

日
本
軸
物
掃
埋
草
官
報
井

1
巷
第
五
鞍
二
〇
I
三
〇
耳

(
大
正
十
二
年
三
月
)

植
物
病
原
菌
の
寄
生
髄
住
宅
托

農
家
の
友
弟
二
七
九
-
二
八

7
蚊

(
大
正
十

]
牛
九
1
十

]
月
)

及
農
拳
試
液
集
弟
五
巷
八
四
I
]

一
三
貢

(
大
正
十
二
年
七
月
)

将
の
胡
麻
藻
梅
病
菌
の
教
育
正
に
其
病
原
性
に
及
ぼ
す
水
素
｢
イ
オ
ご

浪
庚
の
影
響

EZZ
未
植
物
頼
魚
拳
骨
報
集

1
巻
集
六
軒
六
七
貢

(
大
正
十
四
年
六
月
)



禾
本
科
植
物
に
寄
生
す
る
｢
ヘ
ル
ミ
ン
ト
ス
ポ
-
ウ
ム
｣
菌
に

関
す
る
研
究

農
争
得
業
士

西

門

義

一

三

宅

忠

1

楢
の
胡
麻
菓
枯
病
菌
は
上
述
の
如
-
我
国
稲
作
上
の
最
も
重
大
な
る
病
害
の

一
な
る
が
之
と
同
属
の
薗
即
ち

｢
ヘ
ル
ミ

ン
ト
ス
ポ
,
ク
ム
｣
層
の
t菌
に
し
て
禾
本
科
植
物
を
侵
害
す
る
物
抄
な
か
ら
す
｡
其
全
般
的
の
概
論
は
既
に
我
農
畢
講

演
骨
に
で
蓉
表
せ
る
虞
な
h
O
而
し
て
目
下
之
等
の
各
様
類
に
亙
り
て
詳
細
研
究
中
な
る
が
既
に
蓉
表
せ
る
物
は
左
の

血

･し
｡

西
門
義

一
蕃

禾
穀

類

の
｢
へ
山で
･,
y
J･
ス
ポ

ー
サ
ム
｣
病
に
耽
さ
て

農
学
研
現
第
七
巻

]
六
三

1
7
九
三
文

(
大
正
十
四
年
三
月
)

ーヽ
ノ一

稗
の
｢
ヘ
ル
ミ
ン
ト
ス
ガ
リ
ウ
ム
｣
病

(

箱
の
錐
草
亡
し
て
最
も
普
沌
な
る
稗
に
も

1
秤
の
｢
ヘ
ル
･"･
ソ
ー
ス
ポ
>
ウ
ム
｣
屠
菌
に
ょ
-
て
起
る
斑
鮎
病
或
は
胡
麻

菓
枯
病
あ
b
O
之
を
前
記
稲
胡
麻
菓
枯
病
と
比
較
す
る
に
全
-
異
な
ろ
稽
類
に
し
て
金
等
は
是
を
H
etm
inth
osp
o
rium

C
rus･G
l
lli
N
isikldo
et
M
iylke
n
･sp,
の
名
の
下
に
新
種
ビ
し
て
費
表
せ
ん
と
せ
L
が
'
其
頃
米
国
に
で
は
該
菌
に

対
し
て

IJ
elm
in
th
ospori
um
m
onoceras
Drechsler
ビ
命
名
せ
ら
れ
LJ
-
O

〓
l五



一二
六

講

蛸

首

讐

稗
に
青
学

三

雲

i
,･･
y

-

芋

サ
ム
｣
菌
.1

警

て

誓

書
悪

事
八
芸

T
I
二
軍

1
人
-
二
五
､
-

-
八
望

(
大
正
十
三
年

一
月
)

¥
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C
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A
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h
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o
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P
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k
u
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Cn
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･
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er.d
,
a
h
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･tn
sLitltS
f･
L
an
d
w
･
F
o
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･

B
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TT･
H
t･
5J
t9
25
･S
･
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97-
6
T2
,T
af･
X
X

X

V
･
(
大
正
十
四
年
九
月
)

】■れu
二

｢
ア
ゼ
ガ
ヤ
｣
の
｢
ヘ

ルミ
ント
ス
ポ

リ
ク
ム
｣
病

lー-
H-

水
田
畦
畔
に
多
き
離
岸
｢
ア
ゼ
ガ
ヤ
｣
に
寄
生
す
る

1
揮
｢
ヘ
ル
ミ
ン
ト
ス
ポ
リ
ク
ム
｣
薗
な
･A
.
之
に
就
き
て
稲
の
･胡
麻

菓
枯
病
菌
だ
比
較
研
究
し
た
る
に
是
亦
学
界
未
知
の
種
類
な
る
を
見
出
し

H
etmi
Etthosporiu
m
Le
ptochlo
aeN
isik
a
do

et
M
iy
ak
e
n
･
sp
.
亡
命
名
草
表
せ
h
.

西
門
義

]
着

｢
丁
や
サ
ヤ
｣
に
寄
生
Ir
る
7
薪

r
(

か

q

y
l

ス
廿
I
サ
ム
｣
菌
の
形
態
血

に生
理
に
銑
き
て

盛
的
高
見
向
窓
甘
草
術
棄
報
き

7巻

(
大
正
十
四
年
四
月
)

¥
･
N
rsrK
Al
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&
C
･M
ty
A
K
E,

M
o
rp
ho
to
g
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a
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P
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g
s
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g
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stud
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o
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a
n
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t
e
lm
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o
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N
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B
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･
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P
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t
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大正
十
三
年
十

二
月
)

1■肌H三玉
萄
黍
の
｢
ヘ
ル

",y

ト
ス
が
ツ
タ
ム
｣
病

(

余
等
の
研
究
の
結
果
玉
萄
黍
の
｢
ヘ
ル

ミ
ン
･1
ス
ポ
リ
ク
ム
｣
病

に
は
二
穐
あ
る
を
知
る
に
至
れ
-
.0

】l
れu

イ
玉
萄
黍
の
煤
紋
病
-
は
従
来
知
ら
れ
た
る
病
害

に
し
て

H
elm
in
th
o
sp
orium
tu･cicurn.Passerini(=
H
.inconspT

iu■川r
c
u
u
m
C
.ok
e
e
t
E

liss)歯
に
よ
-
て
曲
る
物
な
h
O
今

7
つ
は



ーB
玉
萄
黍
の
鉦
鼓
病
-

に

Lで
玉
萄
黍
り
葉
上
に
寄
生
し
小
斑
鮎
を
生
ず
る
物
な
-
｡
此
は
畢
界
未
知
の
菌
類
の
寮
生

nt一一川L
に
ょ
る
物
宇

･して
本
菌
に
対

して
H
etm
inthosp
o
-ium
M
Lly
d
is
N
Isikad
o
et
M
iy
a
k
e
n
.
sp
.
U
命
名
せ
J少
.

併
し
病

名
の
和
名
に
就
き
て
は
病
徴
よ
･Lr
J
で
斑
鮎
病

亡
呼
ぶ
を
至
常
な
1
1U
倍
す
.

右
爾
菌
に
就
き
て
形
態
串
的
生
理
畢
研
究
を
行

へ
1
1.

其
結
果
は
左
記
の
出
版
物
に
掲
載
す

べ
し
｡

Y
.N
ISIK
At)O
&
C
.M
IYAK
E,

Stu
dies
o
zl
tW
O
H
etmi
n
th
ospolium
diseases
of
M
aize
C
aused
b
y
H
etm
ilthosp
olium
tu
rcicutn
P
a
sser.
and

H
･
M
ayd
is
n
･
sp
･
B
e･･d･O
ha･a･(nstitu
ts
f･
L
andw
･F
.･schuungezI
I3d,]77,
H
t･
2'(1926).
(近
刊
)

三西西

軍等芸

一
着

共
育

玉
勾
黍
の
r
(
ル
･,､
y
･L
ス
ポ
ー
サ
ム
｣病

に
紬
す
る
研
究

盛
岡
高
農
向
窟
官
報
第
三
蚊

(大

正
十
五
年
)

玉
萄
寮
の
r
(
㌣

･､
y
I

ス
ポ
ー
サ

ム
｣
病
に
軸
す
ぁ
研
究

農
事
研
究
井
八
巻

(
大
正
十
五
年
三
月
)

橡

の
穿

孔

性
褐
斑
病

三

宅

忠

一

各
種
樫
の
葉
に
小
潮
形
褐
色
病
斑
を
生
じ
.
葉
の
脱
落
を
起

し'
延
い
て
は
破
音
樹
の
蓉
青
を
嘗
す
る
病
害
を
研
究
せ

り
'
本
病
は
西
暦

t
九

〇
〇
年

A
d
erh
o
Zd
氏
の
研
究
せ
る

M
yc
o
sp
h
lerella
ceraSetta
A
d
erh
･
菌
の
寄
生
に
ょ
♭
て

起
る
も
の
に
し
て
'
共
か
生
胞
子
世
代
を

C
e
rcospora
cera
setta.Sacc
だ
耕
し
Saccardo
氏
に
よ
b
て
伊
太
利
に
於

で
初
め
て
記
載
さ
れ
た
る
も
の
な
り
0
其

C
ercosp
o
rl
Cir
cum
scissl.S
acc
菌
の
寄
生
に
よ
-
て
起
る
も
の
で
し
て
虞

-
知
ら
れ
た
る
樫
桃
の
穿
孔
病
～
の
比
較
を
な
し
'
病
斑
の
精

一
不
規
則
な
る
場
令
あ
る
こ
と
'
病
斑
部
の
離
脱
の
彼

一
二
七



】
二
八

の
如
-
容
易
な
ち
ぎ
る
こ
と
'
侯
等
す
る
樹
確
の
相
違
殊
に
彼
の
如
-
枝
催
'
果
賓
等
を
嘗
す
る
こ
ど
な
さ
等
を
以
て

圭
Ll
る
相
違
む
ご
汀･.
L
t
且
其
完
全
世
代
を

L
leStldil
Ci-cums

cissI
S
ICC
菌
な
ら
ん
と
せ
る
彼
に
比
L
t
本
菌
は
明

ら
か
に

M
y
c･
cerasen
a
菌
に
符
合
す
る
も
の
に
J
で
'

特
に
之
ビ
区
別
す
る
食
め
穿
孔
性
褐
斑
病
の
新
和
名
を
用
ひ

た
I
O

三
宅
息

一
着

日
本
植
物
癖
亀
皐
外
報
弟

1
懲
第
五
軟
､
大
正
十
二
年
三
月

｢
ギ
ッ

ベ
レ
ラ
｣
菌
に
よ
る
貰
豆
の
立
枯
病

三

宅

忠

一

著
者
は
倉
敷
地
方
に
栽
培
せ
ら
る
-
琴
丘
が
毎
年
収
穫
直
前
.
降
雨
摩
～
な
る
毎
に

7
種
の
萎
凋
病
を
惹
起
L
t
多
大

の
減
収
を
来
す
に
鑑
み
其
原
因
を
調
査
せ
･少
｡
其
結
果

一
t

Phom
l
属
の
菌
に
ょ
り
て
起
る
黒
脚
病
｡

二
'
ま
亡
し
て
幼
時
腐
敗
を
起
す

R
hizocto
n山a
の

1
種
｡

三
'
粘
研
な
る
沖
積
土
の
地
方
に
生
す
'
童
の
表
皮
下
に
梢
J･･
長
形
黒
色
の
菌
核
を
生
じ
侵
害
す
る

B
otry
tis
菌
｡

四
'
虞
-
知
ら
れ
た
る
S
cle-o
tinil
菌
に
よ
る
菌
核
病
｡

五
'
耗
白
色
の
菌
糸
を
以
て
地
際
を
猛
襲
L
t
横
浜
褐
色
の
滅
形
菌
核
を
形
成
す
る
S
clerotiu
m
R
otfsii
S
acc



六
'
第
三
の
菌
核
に
頬
す
る
も
'
其
性
状
に
於
で
相
違
す
る
黒
色
胤
形
の
小
菌
核
を
'
主
と
し
て
重
の
内
容
に
形
成

す
る
も
の
｡

七
'
立
板
の
腐
朽
部
に
見
出
さ
る
･･
P呈
icM
iu
m
の

T
挿
.

八
t
F
usal･iu
Ln
の
経
書
を
受
け
LJ
る
も
の
C

九
､
及
主
題
の
｢
ギ
ッ
べ
レ
ラ
L

菌
に
ょ
る
も
の
｡

等
を
検
出

し'
重
な
る
病
床
ビ
認
め
た
･･L
P
就
中
｢
ギ
ヅ
べ

レ

ラ
｣
菌
に
よ
る
も
の
1
被
害
少
な
か
ら
ず
之
が
病
微
'
形

態
'
培
養
上
の
性
質
'
温
度
亡
者
膏
と
の
関
係
並
に
気
象
状
態
ビ
蓉
鐘
と
の
関
係
を
論
じ
'
海
防
の
食
の
排
水
の
必
要

を
述

べ
た
･･
1
.

C
･
M
1
1

A

K
E
.

G
ibberetta
SaubiEetii(M
otlt)
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cau
sa=
un
g
u
s
.
二

h
e
W
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.
二
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･s
e
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D
e
r
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h
t
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d
e

s
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L
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H
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弟

.
八

草

印

刷

物

大
原
典
鹿
骨
は
数
多
の
印
刷
物
を
発
行
し
て
虞
′-
頒
布
す
｡
印
刷
物
に
三
種
あ
･｡
大
原
農
業
研
究
所
報
告
(
欧
文
)'
同

特
別
報
告
及
農
畢
研
究
(農
寧
講
演
集
を
改
題
す
)之
な
-
｡

大
原
農
業
研
究
所
報
告
は
欧
文
に
て
認
め
贋
-
内
外
の
大
串
'
農
事
武
儀
場
'
研
究
所
'
拳
骨
等
に
頒
布
す
｡
大
正
十

五
年
三
月
迄
に
出
せ
J
報
告
の
内
容
は
次
の
如
し
｡

◎
大
原
農
業
研
究
所
報
告

第

7
巷
第

7
戟

(
大
正
五
年
十
二
月
)

玄
米

ノ
容
積
重

二
就
キ
テ

(
欄
文
)

酸
性
無
機
質
土
壌
ノ
酸
性

二
就
キ
テ

(
鶴
文
)

植
物

二
封

ス
ル
醸

ノ
加
害
及
刺
戟
作
用

二
就
キ
テ

(
狗
文
)

農

学

博

士

農

拳

士

農
事
終
業
士

農
撃
終
業
士

近

藤

寓

太

郎

大

彪

繋

植

月

虎

男

小

野
寺

伊

勢

之

助

圃
場
武
儀

IJ
於
ケ
ル

宰
鹿
的
誤
差
並

二
諸
種
嘩
刈
法
卜
其
誤
差
量
ト
ノ
関
係

(英
文
)

農
拳
特
兼
士

三

宅

千

秋

第

7
巻
弟
二
戟

(
大
正
六
年
十
二
月
)

EEZ本

工
於
ケ
ル
壬
ナ
ル
ぶ
ら

一

し
か
J
種
子
ノ
品
種
鑑
識

二
親
キ
テ

(
碑
文
)

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎



梨
ノ
姫
心
喰
轟

二
就
キ
テ

英

一
(
鴻
文
)

稲
熱
病
菌

二
親
キ
テ

其

7
(英
文
)

米

ノ
糠
屠
ノ
厚
サ
エ
就
キ
テ

(
構
文
)

蟻
酸
'
酷
観
及
乳
朝
ノ
分
離
定
量
法

二
就
キ
テ

(
狗
文
)

第

7
巷
第
三
故

(大
正
七
年
十
二
月
)

日
本
鼻
糞
種
子

二
就
キ
テ

第

1
報

(碑
文
)

巨 緋 障

士 士 士 士

近 西 八番

門 水川
藤

高

太 義 誠忠

郎 一 致盲

小

野
寺

伊

勢

之

助

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎

桃
ノ
潜
菓
畠
｢
オ
ル

一)
ブ
ク
ス
｣
属

ノ
7
種

ノ
生
活
史

二
親
キ
テ

(英
文
)

農

畢

士

春

川

患

者

八

木

誠

政

桃
ノ
潜
菜
畠
｢
リ
ヲ
ネ
チ
ア
｣層
ノ

7
種
ノ
生
活
史

二
就
キ
テ

(英
文
)

農

事

士

球
根
壁
轟
ノ
生
活
史

l-
就
キ
チ

(
環
報
)
(英
文
)

籾
米
ノ
熟
度
'
後
熱
及
蓉
芽

二
就
キ
.～

(
猟
文
)

白
花
除
虫
菊

ノ
有
数
成
分

二
親
キ
テ

英

一
(英
文
)

第

1
寄
集
四
故

(大
正
八
年
十
二
月
)

日
本
鼻
糞
種
子

工
就
キ
テ

第
二
報

(
鶴
文
)

農

畢

博

士

山 荘 八 八春

本 藤 木 木川
寓

太 献 誠忠

亮 郎 政 政召

近



〓
ここ

稲
花
ノ
開
期
卜
者
位
ト
ガ
穀
粒
ノ
重
サ

ニ
封
ス
ル
関
係

二
親
キ
テ

(
碑
文
)

埋

草

士

山

口

浦

輔

第

7
等
第
五
耽

(大
正
九
年
十
二
月
)

馬
鈴
薯
塊
ノ
乾
朽
病
ノ
1
原
田
ナ
ル
｢
7
ず

リ
ク
ム
･
ノ
ラ
ニ
I
L
ノ
形
態
及

培
養
結
果

二
就
キ
テ

(英
文
)

農

撃

士

粗
種
ノ
泊
毒
投

二
稲
胡
麻
棄
枯
病
ノ
海
防
法
(
こ
渦
湯
浸
法

(英
文
)

農

争
得
業
士

水
田

二
於
テ
紫
雲
英
分
解
/
際

二
生
ズ
ル
克
斯
健

二
就
キ
チ

(
燭
丈
)

農
聾
絡
策
士

硬
質
酸
性
土
盛

ニ
ヲ
ル
庶
糖
ノ
輯
化

工
就
キ
テ

(英
文
)

笠

井

幹

夫

西

門

義

一

三

宅

息

1

小
野
寺

伊

勢

之
助

煤
轟
ノ
浸
水
巌
除

lI就
キ
ブ

(英
文
)

第

二
等
第

1
鍍

(大
正
丁
年
十
二
月
)

石
衣
硫
黄
食
倒
ノ
研
究

(英
文
)

桃
ノ
集
蛙
ノ
研
究

(英
文
)

漫

歩

博

士

農

畢

士

大

杉

春

川

繁

息

苛

農

争

士

農

争

士

春

川

春

川

忠

苫

息

盲



日
本

二
於
ケ
ル
馬
鈴
薯
菓
捲
病
ノ
軌
察
及
貰
歯

(
漁
報
)
(英
文
)農

撃

士

笠

井

施
肥

工
依
ル
土
壌

ノ
反
騰
ノ
襲
化

二
就
キ
テ

其

7
(英
文
)

農

学

博

士

大

日
本
農
業
種
子

二
就
キ
一7

室

二
報

(
狗
文
)

農

争

博

士

第
二
等
第
二
就

(
大
正
十

7
年
十
二
月
)

近

藤
杉

高

汰

郎 繁

稽
ノ
胡
麻
菓
枯
病
ノ
研
究

(英
文
)

農
畢
操
業
士

土
壌

ノ
接
触
作
用

二
就
キ
テ

(英
文
)

農

畢

博

士

山
裾
子
ノ
色
素

Lt
就
キ
テ

(
構
文
)

轟

畢

士

蘭
草
蛇
紋
病
々
原
菌
｢
サ
I
n
ス
ポ
リ
ナ
ジ
ュ
ン
y
h
.フ
｣
三
就
キ
テ

(
狗
文
)

農

畢

士

宗 大 三西

定 杉 宅円

背 忠義

二 繁 一一

蝶

ノ
新
異
形
三
種
ノ
記
載

(英
文
)

第
二
審
第
三
耽

(
大
正
十
二
年
十
二
月
)

梨
娘
心
喰
島
ノ
研
究

(尖
二
報
)
(英
文
)

箱

二
寄
生
ヌ
ル
｢
ギ
ッ
べ
レ
ル
ラ
｣
菌

ノ
培
養

(英
文
)

農

撃

士

農

畢

士

笠

井

八

木



葡
萄
ノ
房
枯
病
改

二
自
席
病

二
親
キ
テ

(
狗
文
)

こ
こ
由

農
単
称
策
士

西

門

毒

7

粗
種
ノ
費
芽
生
理
'
酋
ノ
生
育
及
苗
代
′
研
究

(
渦
文
)

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎

水
四

二
於
テ
紫
雲
英
分
解

/
際

二
生
ズ
ル

克
斯
鮭
ガ

水
稲
ノ
生
育

三

･

及
ボ
ス
影
響

(
渦
丈
)

農
単
称
策
士

小
野
寺

伊
勢

之
助

紫
雲
英
ノ
分
解

工

際
シ
テ
生
ズ
ル
克
新
港
ノ
水
稲
生
育

三
及
ガ
ス
有

嘗
作
用
ノ
除
去

工
就
キ
テ

(
狗
文
)

農
争
終
業
士

小
野
寺

伊

勢

之

助

第
二
審
第
四
能

(
大
正
十
三
年
十
二
月
)

日
本
農
業
種
子

lJ就
キ
テ

第
四
報

(
碑
文
)

農

畢

博

士

近

藤

高

太

郎

い
ぬ
が
ん
そ
-
ノ
成
分

二
親
キ
テ

(第

7
報
)
(英
文
)

蔓

草

士

宗

定

常

二

｢
ギ
ク
べ
レ
ル
ラ
｣
菌

一J
Tn
ル

麓
豆
ノ
丑
枯
病

(英
文
)

三

宅

忠

1

菓
確
病
､
｢
モ
ザ
イ
ッ
ク
L
痛
撃

7
健
全
植
物

一]&
,ケ
ル
利
.〟
.ソー
.叫
良

鰻

ノ
研
究

(
英
文
)

農

争

士

笠

井

幹

夫

茜
窮
ノ
乾
性
腐
敗
病
原
ト
シ
テ

/
｢
ブ
ザ
ヮ
ク
ム
･
ノ
ラ
ニ
I
L

(
英
文
)

農

事

土

質

井

幹

夫



あ
せ
が
や

こ
寄
生

ヌ
ル

一
新
｢
ヘ
ル
ミ

リ
ト
ス
ガ
リ
ウ
ム
｣
薗

ノ
形
態

故

二
生
理
的
研
究

(英
文
)

農
事
緑
葉
士

麓
見

,1
於
ケ
ル
｢
モ
ザ
イ
ッ
ク
｣
一言
キ
テ

(英
文
)

梨
ノ
耳
蜂

ニ
ッ
キ
テ

(英
文
)

農

畢

士

蕃 八 三西

川 木 宅門

忠 誠 忠義

苛 政 一 一

第
二
審
第
五
耽

(
大
正
十
四
年
九
月
)

蘭
菓
蜂

ノ

r
秤
｢
ト
モ
ス
17
ツ
q
･
ジ

ュ
ン
･b
ゲ
オ
ラ
ス
｣

二
親
キ
テ

(英
文
)

農

争

博

士

春

川

息

苫

｢
ブ
ザ
け
ク
ム
･
ア
ス
ビ
デ

オ
チ
｣

ノ
培
養
及
形
態

(英
文
)

日
本
農
業
樺
子

二
親
キ
テ

第
五
報

(
狗
文
)

稗

二
寄
生
ヌ
ル

7
新
｢
ヘ
ル

ミ
ソ
ー
ス
が
>
ク
ム
L
薗

二
親
キ
テ

農

事

土

農

争

博

士

(
狗
丈
)

農
畢
待
策
士

笠

井

幹

夫

近

藤

高

太

郎

西

門

義

7

三

宅

忠

1

大
原
農
業
研
究
所
特
別
報
告
は
研
究
の
完
成
し
た
る
も
の
を
ば
纏
め
て
別
冊
ど
な
L
t
邦
文
に
て
出
版
し
た
る
も
の
～u

･｡
｡
現
在
迄
に
出
版
し
た
る
も
の
は
次
の
如

J
｡

二
二
五



◎

大
原
農

業

研
究

所
特
別
報
告

第

7
戟

(
大
正
九
年
十
月
)

土
壌
の
無
機
酸
性
に
関
す
る
研
究

第
二
戟

(
大
正
十
四
年
八
月
)

米
穀
貯
寂
に
関
す
る
研
究

第
三
我

(
大
正
十
四
年
八
月
)

梨
姫
心
境
轟
に
関
す
る
研
究

農

畢

博

士

大

杉

繁

農

争

博

士

近

藤

高

太

郎

農

畢

博

士

春

川

忠

士
ロ

農
畢
講
演
集
は
農
畢
講
演
骨
'
農
業
講
習
骨
及
日
曜
講
塀
に
於
で
演
述
せ
ら
れ
LJ
る
も
の
､･
中
に
て
農
業
技
術
者
'
昔

業
者
､
其
他

一
般
講
書
-二
重
考
ど
な
る
べ
き
も
の
を
選
出
し
何
は
之
に
講
演
以
外
の
題
材
を
も
加

へ
て
編
輯
し
た
る
も

･
の
な
h
O
努
め
て
通
俗
に
記
述
こ
て
虞
-
頒
布
せ
ら
ろ
-
事
を
期
す
O
現
在
ま
で
に
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
､･
内
容
は

次
の
如

･J
.

⑨

農

学

講

演

集

第

一
審

(
大
正
七
年
七
月
)

稲
作
に
裁
て

畢

博

士

盲

HUhH川J

m
Hu



立
米
品
質
論

米
作
の
豊
凶
問
題

動
植
物
昏
養
上
に
於
け
る
石
衣
問
題

種
子
検
査
諭

果
樹
栽
培
に
裁
て

梨
姫
心
喰
畠
に
裁
て

稲
熱
病
菌
に
裁
て

農
村
の
青
年
教
育

自
治
の
展
髄

自
治
膿
の
財
政

之
に
寒
具
七
菜
を
附
す
｡

第
二
審

(
大
正
九
年
七
月
)

農
菓
種
子
汎
論
特
に
其
改
善

に
就
き
て

遺
博
の
晋
駿
的
研
究
に
就
き
て

果
樹
栽
培
尭
見

農

畢

博

士

農

事

博

士

農

畢

士

農

畢

博

士

農

争

士

農
拳
特
集
士

法

畢

博

士

農

事

博

士

法

事

博

士

早

大

教

授

近帝大近小春西矢薪安

港
垣杉

顔
山■ノHRJ引_∫

作
漢

部

亮

太乙

高

太
益忠

.
義発

声

相
磯

秤丙繁けnドa
太苫兜遇雄

農

事

博

士

埋

草

士



土
壌
の
肥
挿

農

事

博

士

紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
田
に
就
き
て農

事
椿
兼
士

二
二
八

大

鹿

繁

桃
の
穿
菓
畠
(
ゑ
か
き
む
し
)

稲
の
胡
麻
薬
枯
病
後
防
ビ
し
て
の
粗
種
の
温
湯
浸
清

農
民
の
自
覚

農
産
物
市
場
論

最
近
の
食
糧
問
題

之
に
馬
具
八
菓
及
卒
両
胸
を
附
す
.

第
[二
審

(
大
正
十

]
年

7
月
)

我
か
困
惑
の
清
水

農
業
界
の
鉄
骨
開
屠

贋
賓
化
畢
大
意

植
物
の
病
者
抵
抗
性
に
就
き
て

農

畢

士

農
単
線
策
士

農

争

博

士

注

拳

博

士

津

畢

博

士

小

野

寺

伊

勢

之

助

春

川

忠

苫

西

門

義

一

構

井

藤

敬

矢

作

桑

戚

矢

作

粂

戚

漫
歩

博

士

農

事

博

士

捷
争
博

士

農

事

博

士

農

事

士

原高

岡

大

杉

笠

井

幹 熊

夫 繁 雄 照



寄
島
廃
除
剤
に
就
き
て

之
に
篤
農
六
糞
を
附
す
.

第
四
巷

(
大
正
十

一
年
四
月
)

作
物
育
種
汎
論

小
作
制
度
論

圃
場
試
歯
の
嘗
際
的
誤
差
迫
-こ
諸
種
坪
刈
法
の
血

按

.果
樹
栽
培

第
五
巷

(
大
正
十
二
年
七
月
)

米
穀
貯
減
に
関
す
る
研
究

容
中
窒
素
の
利
用
問
題

●

胡
瓜
の
｢
毛
サ
イ
ヅ
ク
｣
病
諭

米
債
経
済
論

植
物
病
原
菌
の
寄
主
肢
位
書
法

植
物
鰻
内
に
存
在
す
る
配
精
髄
に
つ
い
て

蘭
草
蛇
紋
病
の
病
原

農

争

士

春

川

息

苛

近

藤

高

太

郎

農 養 墓 農 農 農 農

畢 争 蔓 草 畢 芸 芸
士 士 士 士 士 士 士

近大笠育西宗笠

完 井 定 門 元 井 杉 藤
高

幹 哲 哉 英 幹 太

夫 ニ ー 夫 夫 繋 郎



]
四
〇

大
正
十
三
年
度
よ
h

｢
農
畢
講
演
集
｣
を
ば

｢
農
畢
研
究
｣
と
改
題
し
其
内
容
に
も
改
良
を
加

へ
て
オ
ブ
デ
ナ
ル
の
論

文
を
も
平
易
に
書
き
て
載
す
る
こ
と
上
せ
-
.
今
日
迄
に
出
版
せ
J
も
の
は
次
の
如

し
｡

@

農

畢

研

究

璽

ハ
巷

.
(
大
正
十
三
年
七
月
)

沼
に

就
さ
て
の
研
究

来
賓
の
成
熟
中
に
於
け
る
化
草
的
産
化

尾
島
の
生
態
に
つ
い
て

成
外
生
物
に
困
る
植
物
の
疾
病

酵
素
の
化
拳
的
性
状
に
裁
て

･

第
七
巷

(
大
正
十
四
年
三
月
)

第
二
同
汎
太
平
洋
畢
術
骨
議
農
畢
部
骨
の
状
況
報
告

馬
鈴
薯
の
菓
樽
病
に
就
き
て
の
知
見

兄
息
の
生
態
に
つ
い
て

(
二
)

禾
穀
類
の
｢
ヘ
ル
ミ
ン
ト
メ
ポ
サ
ク
ム
｣病
に
就
き
て

豪 農 農 亀 鳥

畢 拳 畢 芸 芸

士 士 士 士 士

宗 笠 春 小 近

捻定 井 川

常 幹 忠

夫 盲 茂 鮮

農 農 農

事 畢 芸

士 士 士

西 春 笠 近

蘇門川 井

高

義 忠 幹 太

一 富 夫 郎



蘇
八
巻

(
大
正
十
五
年
二
月
)

種
子
寿
命
静

菌
前
書
の
乾
性
腐
敗
病
原
に
就
い
て

昆
虫
の
生
態
-こ
つ
い
て

(
≡
)

再
び
植
物
の
成
外
生
物
病
に
就
い
て

玉
萄
黍
の
｢
ヘ
ル
"
･
ソ

ー

ス
ガ

リ
ウ

ム
し
菌
に
関
す
る
研
究

(
附

第
7
'
二
'
三
滴
)

農

畢

博

士

農

畢

士

農

畢

博

士

農

畢

士

近笠香隻西≡

藤
井iiiZ

井RHJi一
宅

亮

太
幹忠幹義忠

ti良夫盲犬



第

九

章

種
苗
'種
卵
'農
具

の
頒
布

姓

其
他

の
事
項

農
業
研
究
所
に
於
で
は
大
些
二
年
以
水
稲
の
育
種
を
行
ひ
て
改
良
し
得
た
ろ
種
子
を
ば
大
正
七
年
以
凍
希
望
者
に
配
布

せ
-
.
就
中
最
も
多
-
配
布
せ
る
粗
種
は
紳
力
第
四
耽
'
同
五
耽
､
苫
備
穂
第

7
貌
'
雄
町
二
故
等
の
純
系
及
盲
紳

丁

耽
'
同
二
能
'
雅
称

一
能
'
同
こ
故
等
の
難
経
に
よ
-
て
得
た
る
新
種
な
-
ど
す
.
又
小
変
'
裸
変
'
蘭
の
改
良
も
行

ひ
っ
･･
あ
る
が
故
に
7
両
年
の
後
に
は
種
苗
を
頒
布
す
る
に
至
る
ベ
L
O

大
正
三
年
以
来
'
養
鶴
を
行
ふ
て
穐
卵
を
希
望
農
家
に
配
布
し
'
又
花
井
の
挿
苗
を
も
分
配

Jつ
･･
あ
-
た
る
が
大
正

十
三
年
固
基
部
を
腰
止
･し
た
る
と
同
時
に
是
等
の
事
業
も
磨
止
せ
ー
.

三
宅
千
秋
氏
が
大
正
四
年
に
英
農
式
螺
旋
選
種
器
を
考
纂

･J
で
専
頁
特
許
を
得
た
-
O
又
大
久
保
重
五
郎
氏
は
大
正
八

年
に
英
農
式
勢
宝
飯
を
考
集
せ
-
.

大
正
七
年
二
月

l
日
に
改
構
室
産
葡
萄
｢
グ
ロ
ー
コ

ル
マ
ン
｣
1
箱
を

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
戯
上
し
御
嘉
納
あ
ら
せ
ら

れ
た
る
を
始
め
ざ
し
爾
後
毎
年
之
を
献
上
せ
-
.
叉
大
正
八
年
三
月
に
宮
内
省
大
勝
寮
よ
-

両
陛
下
供
御
用

と
-
て

洋
梨
納
入
の
通
知
あ
-
た
る
故
に
常
水
慶
～
洋
梨
を
蓬
附
納
入
せ
-
.



専
責
特
許
第
二
九
九
七
五
故

(
大
正
五
年
七
月
十
八
日
肘
)

奨

農

式

螺

旋

選

種

碁

本
選
樺
器

'1
大
正
四
年

二
本
骨
農
業
研
究
所
員
三
宅
千
秋
氏
ノ
考
集
セ
ル
竜
/
こ
シ
テ
他
ノ
在
寮
選
種
器
卜
全
ク
其
原

理
及
構
造
ヲ
真

二
シ
種
子
ガ
狙
特
シ
ツ
､
落
下

ス
ル
際

二
生
ズ
ル
遠
心
力
ヲ
利
用
シ

種
子
ノ
形
状
及
ビ
其
発
音
ノ
度

こ

ヲ
リ

グ
是
ヲ
選
別
セ
ン
ト
ス
ル
新
式
選
種
器
ナ
タ
ト
ス

本
券
ヲ
使
用
ヌ
ル

一二

上
部

二
役
ケ
タ
ル
漏
斗

二
選
種

ス
べ
キ
種
子
ヲ
入
レ
ナ
マ
コ
板
製
ノ
螺
旋
坂
上
.)落
下
セ
･b
ム

レ
+.,
可
ナ
リ
然
ル
時
'1

種
子

.1
其
選
種
螺
旋
坂
上
ヲ
自
働
的

二
勉
樽
シ
ツ
､
落
下
;>
其
際

L1
生
ズ
ル

遠
心
力
ノ
名
メ

一-

球
形

lt近
ク
且
豊
肥
ナ
ル

種
子
.t

螺
旋
板
ヲ
飛
tiJ越
工
其
下
方

こ
ア
ル
幅
贋
J
種
子
受
螺
旋
坂
上
II落
下
ス
ヘ
シ
斯
ク

シ
テ
絡

三
選
秤
螺
旋
板
ヲ
乗
り
越
土
龍

'1
ザ
〝

破
砕
碍
子
'
虫
害
種
子
'
未
熟
種
子
､
菌
核
'
砂
磯
､
雄
草
種
子
'
塵

芥
等

♪
種
子
受
螺
旋
坂

二
飛
ビ
込

ミ
ク
ル
善
良
種
子
卜
選
別
セ
ラ
ル
､
モ
ノ
ト
ス
又
仮
令
種
子
受
螺
旋
坂
上

二
飛
込
ミ

凍
ク

シ
種
子
卜
錐
奄
美
豊
肥
善
良
ナ
ル

モ
ノ
'1
其
外
線

三
近
キ
部
分
ヲ
通
過
シ
二
等
品

'1
其
内
線

lT近
キ
海
路
ヲ
取

ル

理
ナ
ル

ガ

故

lI此
種
子
受
螺
旋
枚
ノ
下
端
ヲ
中
央
ヨ
タ
二
分
シ
外
部
ヲ
第

一
出
口
内
部
ヲ
第
二
出
ロ
ト
定
メ
タ
サ
此
第

二
出
口
ヱ
集

マ
ル
二
等
品
中

一二

倍
ホ
時

三
不
良
種
子
又

ハ
多
少
/
爽
難
物
ヲ
泥
ズ
ル

n
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
種
子
用
ト
シ

一7
'1
必
ズ
第

一
出
口

エ
出
ブ
ル
竜
/
､
ミ
ヲ
用
フ

ベ

･b

又
本
群
ヲ
只
種
貰
ノ
嗣
製
用
ト
･'
テ
使
用
ス
ル

際

こ
ハ
此
二
等

品
ヲ
再
+iJ此
芳

一:

リ
チ
選
別
ヌ
ル
モ
可
也

】
四
三



]
粗
相

本
選
種
器
.1

種
子
ノ
螺
旋
坂
上
ヲ
廻
帝
ジ

ブ

､
落
下
ス
ル
際

二
日
ラ
選
別
セ
テ
ル
,
モ
ノ
ナ
レ

fr,
大
形
種
子

ニ
',

大
型

ノ
第

7
観
器
ヲ
用
ヒ
小
形
種
子
用
ト
シ
.′

ハ
小
型

ノ
第
二
戟
器
ヲ
使
用
ヌ
ル

ノ
要
ア
リ
今
日
迄
ノ
賓
歯

一言

レ

.
I,
此
選

種
器

一言

ク
｣7
最
三
九
金

工
選
別
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
.1
第

1
銃
器

ニ
チ

ハ
大
豆
､
小
豆
'
就
豆
'
些
且
'
菜
豆
'
琴

且
'

大
麻
等
ノ
豆
衣
類
又
.1

是

I)類

ス
ル

モ
ノ
ーこ
7
第
二
親
器

ユ
タ

.1
黍
'
粟
'
萄
黍
'
油
菜
'
漬
菜
'
甘
藍
'
兼
帯
'
大

根
等
ノ
禾
穀
又

.1
爺
薬
類
種
子
及
+i)是

二
類
セ
ル
多
ク
ノ
草
花
種
子
等
ナ
サ
ト
三
別
記
ノ
血
キ
作
物
ノ
種
子

ユ
タ

.1
在

水
ノ
如
何
ナ
ル
器
械
卜
手
欺
ト
ヲ
以
テ
ヌ
ル
モ
英
数
果

.,
到
底
本
選
種
器

ニ
ヨ
ル
只

丁
岡
ノ
選
別
成
績

こ
モ
及
メ
ザ
ル

ペ
ク
且
ッ
本
券

ハ
只
漏
斗
中

二
種
子
ヲ
入
ル

,
手
数
J
外
.,

殆

ン
ド
自
働
約

一!
絶

ユ
ズ
順
次
二
姐
樽
落
下
運
動
ヲ
絶
頼

ス
ル

モ
ノ
ナ
ル

ガ

故

tT外
観
上
ノ
想
像

.f
ヨ
ル

Th
y

モ
其
行
程

',
薯
･'

ク
大
ナ
ル
ヲ
得
ペ
ソ
叉
稀
大
量
ノ
大
豆
等
ヲ
調

製

ス
ル

こ

.,
二
階
ノ
床
板
上
ヨ
リ
直
接
漏
斗

一一種
子
ヲ
落
下
セ
)I,

ム

ル

モ
ヨ
ワ
シ
ク
戒

.1
又
｢
エ
レ
Lt
I
ク

ー
｣
一言

リ

テ
耗

ユ
ズ
瀬
斗
中

I)種
子
ヲ
吸
込

モ
可
也

本
選
穐
辞

.1
英
数
果
棲
メ
テ
完
全
ナ
ル

モ
ノ
三
･b
テ
且
ツ
要
部

ハ
金
属
板
製
ト
ナ
シ
堅
牢
軽
便

二
製
作
シ

得
ル

モ
ノ
ナ

タ
0

奨

農

式

労

定

鉄

徒
凍
我
埼
ノ
努
定
欽
ニ
シ

テ
閲
義
家
ノ
箱
満
足
セ
ル
モ
ノ
一
二
無
キ

ニ
非
ず

,l
ド
N
'
近
水
徒
ラ
一l技
巧

三
通
ギ
鰻
裁



ヲ
主
ト
セ
ル
賓
'
永
キ
使
用

二
堪

へ
得
〝
モ
/
ナ
キ

.t
至
ク
ツ
､
ア
ル
.t
斯
業
′
茸
誠

一-遺
憾

/
極
ミ
ナ
タ
.
弦

二
於

テ
大
久
保
氏

.t
虞
ク
内
外
ノ
身
定
鉄
ヲ
塵
考

二
供
シ
､
其
長
ヲ
探
り
尭
ヲ
禰
ヒ
専
ラ
音
用

二
通
ス
ル
ヲ
目
的
ト
シ
'
何

多
年
ノ
経
膚

ヲ
サ
特

.l意
ヲ

t
t
永
ク
使
用

二
塔

へ
得
ル

n
ト

二
'
目
釘
ノ
弛

†
ザ
ル
コ
ー

三
'
労
力
ヲ
軽
沸
シ
以
テ
大
ナ
ル
狂
奔
ヲ
戚
ゼ
ザ
ル

コ
･･L

等

ノ
諸
項

lT
津
ギ
漸
ク
エ
シ
テ
此
錬
ヲ
製
作
セ
リ
.



一
四
六

第

十

章

種
子
検
査
投
身
新
鑑
定

農
業
研
究
所
に
で
は
相
子
の
検
査
及
依
託
購
入
な
行
ふ
其
規
程
は
次
の
如
し
｡

大
原
奨
鹿
骨
種
子
検
査
規
程

1
'
木
骨
.t

善
良
種
子
普
及
ノ
目
的
ヲ
以
テ
種
子
検
査
'
依
頼
購
入
及
本
骨
生
産
種
子
ノ
分

譲

三
鷹
ズ

二
'
本
骨
ノ
種
子
検
査
工
於
タ
.1
種
類
､
清
潔
歩
合
及
蓉
芽
歩
合

ニ
ッ
キ
検
査
ヲ
行
1J
検
査
成
頼
麦
ヲ
交
附
ヌ

三
'
本
昏
ノ
種
子
検
査
.1
其
取
扱
AJ
ク
ル
種
子
以
外

二
三
且
任
ナ
キ
モ
ノ
ー
ス

四
'
木
骨

三
種
子
検
査
ヲ
依
頼
セ
ン
ト
ヌ
ル
モ
ノ
ハ

其
種
子
包
装
ノ
上
層
中
居
下
層
ノ
三
部
ヨ
リ
抽
出
シ
之
ヲ
混
合
シ

五
項
ノ
槍
査
定
宜
ヲ
布
又
.1

強
靭
ナ
ル

紙

こ
チ
包
ミ
種
類
名
'
産
地
叉
.1
購
入
先
ヲ
記
入
シ
検
査
料
金

7
件
金
武

拾
健
ヲ
感

へ
チ
申
込
ム
.(
シ

五
'
椅
子
検
査

エ
'1
次
ノ
定
量
ヲ
迭
附
ス
Lt
シ

イ
'
胡
荘
萄
'
葱
'
分

葱
､
玉
葱
'
芭
'
胡
麻
'
紫
蘇
'
除
轟
菊
'
野
萄
葵
､
畢
粟
'
煙
草
及
各
挿
牧
草
等
･～
･･･

-
-
二
十
匁

p
t
清
集
類
､
大
根
'
載
背
'
甘
藍
､
花
柳
菜
'
渡
藻
草
'
茄
子
'
蕃
茄
'
牛
芳
'
蕎
穿
'
粟
'
紫
雲
英
'
大
麻
､



亜
麻
'
草
花
類
'
針
葉
樹
等
‥
-
-
-
･三
十
匁

∴

瓜
類
'
西
瓜
'
南
瓜
'
夕
顔
'
石
刀
柏
等
‥
‥
-
-
‥
七
十
匁

'1
'
補
'
変
'
黍
及
豆
類
･･･三
･･････九
十
匁

六
､
本
骨

二
種
子
ノ
購
入
ヲ
依
親

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
'1

種
類
名
及
数
量
ヲ
申
込

ム
べ
シ
'
而
シ
テ
紫
雲
英
'
大
麻
等

',

1
升

一】付
キ
金
玉
健
'
大
根
､
漬
菜
等
二

合

二
伸
キ
金
五
鰻
'
其
他
ノ
種
子

ニ
'1

適
普
ノ
料
金
ヲ
受
ク
べ
y

七
'
本
骨
生
産

/
米
穿
種
子
'1

時
債

ユ
タ
卦
譲

二
魔
ttt.
ル

ニ
ッ
キ
希
望
者

ハ
種
類
名
及
ピ
数
量
ヲ
申
込
ム
.(
シ

農
業
研
究
所
に
で
は
化
畢
分
析
鑑
定
の
依
頼
に
臆
す
其
規
程
は
次
の
如
し
.

大
原
奨
鹿
骨
分
析
鑑
定
規
程

第

7
催

本
骨

二
於
テ

.1
贋
ク
肥
料
､
土
壌
､
飼
料
'
水
'
農
産
製
造
品
及
農
産
物
等

/
分
析
鑑
定
ノ
依
頼
三

鷹
ズ

第
二
憶

本
曾

二
於
テ
差
支
ア
ル

ト
キ
若
ク
ハ
分
析
/
必
要
ア
ジ
ト
怒
ム
ル
ト
キ
二

別
保

/
依
頼

二
鷹
ゼ
ズ
又
前
便
規

程
以
外
ノ
物
料
卜
錐
モ
分
析
鑑
定
ノ
依
頼

二
度
ズ
ル

コ
ト
ア
ル

べ

シ

第
三
使

分
析
鑑
定
'1
定
性
及
定
皇
ノ
二
種
類
ト
y
定
性
分
析

エ
ア
け
テ
't
合
有
成
分
ノ
名
辞
ヲ
定
量
分
析

.1
7
リ
ブ

.1
其
名
辞
及
数
量
ヲ
第
二
耽
書
式

一言

リ
テ
苛
明
ス
ル
モ
ノ
J･
ス

一
四
七



]
四
八

弟
四
使

分
析
鑑
定
ヲ
依
愚
ス
ル
モ
ノ
't

第

7
故
書
式

ニ
rR
リ
第
六
催
所
定
ノ
供
試
品

二
規
定
ノ
手
数
料
ヲ
添

ヘ
ア
本

骨

二
途
附
ス
べ
シ

第
五
悌

分
析
鑑
定
ノ
手
数
料
.t
左
ノ
通
り
定
ム

T
t
肥
料
及
土
壌
ノ
定
性
分
析

.二

成
分
毎

二
金
四
拾
硬
ト
ス

二
'
肥
料
ノ
定
量
分
析

.二

成
分
金
入
拾
健
ト
シ
二
成
分
以
上

ハ
一
成
分
ヲ
埠
ス

毎

Lr金
四
拾
磯
ヲ
加
フ

但
シ
水
分
及
灰
分
全
量

.t
各
式
拾
領
ト
ス

三
'
肥
料

三
普
通
合
有
セ
ザ
ル
成
分
ノ
定
性
'二

成
分
金
武
固
･1
シ
其
定
量
.二

成
分
毎

二
金
六
固
ト
ス

四
.
土
塊
ノ
定
量
分
析

.二

成
分
毎

二
金
萱
胤
六
拾
硬
ト
ス

但
シ
二
成
分
以
上

二

成
分
ヲ
埠

ス
毎
二

金
六
拾
鎮
ヲ
加
7

五
'
土
壌
ノ
普
通
合
有
セ
ザ
ル
成
分
ノ
定
性
分
析

.二

成
分
毎

二
金
武
風
ト
シ
其
定
量
.二

成
分
毎

二
金
入
滅
ト

ス

六
'
農
産
物
及
尉
料
ノ
有
梼
質
成
分
ノ
定
竜
三

成
分
金
堂
固
ト
ン
二
成
分
以
上

二

成
分
ヲ
埠
ス
毎

二
金
六
拾

儲
ヲ
加
7

但
シ
水
分
及
可
燃
物
全
量

ノ
定
量

ハ
各
金
武
拾
健
ト
ス

七
.
農
産
物
及
飼
料
ノ
夜
分
ノ
定
量
二

成
分
金
八
拾
硬
ト
ス
二
成
分
以
上

二

成
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